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面積…26.45k㎡

人口…112,207人（前月比+4）

　男…  53,449人

　女…  58,758人

世帯…  49,836　　

　（平成30年6月30日現在）
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2018年8月1日発行
発行　　羽曳野市 市長公室 秘書課
　　　　〒583-8585 羽曳野市誉田4-1-1
　　　　072-958-1111（代表）
URL     http://www.city.habikino.lg.jp/
mail      mailbox@city.habikino.lg.jp

●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　5年前の8月に行われた『ラジオ体操・みん
なの体操会』の写真です。
　この夏8月25日㈯、峰塚公園でいっしょに
ラジオ体操しませんか。（P27参照）

市章は“羽”の文字を抽象的に図案化し、シンプルに表現
したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と発展性を示
しています。

市職員の派遣状況
　市水道局は、応急給水活動で 6 月 18 日・19 日に高槻市へ 6 人の職員を派遣。
市からは、大阪市北区や茨木市に被災建築物応急危険度判定士を 6 月 19 日～ 6
月 28 日で延べ 32 人を派遣、また、枚方市や茨木市には家屋の被害認定を調査す
る職員を 6 月 26 日から延べ 30 人（7 月 17 日現在）派遣しています。

市役所本館・別館／支所／市民会館／ MOMO プラザ／丹治はやプラザ
石川プラザ／ LIC はびきの／はびきのコロセアム／陵南の森総合センター
人権文化センター

▼ 義援金箱設置場所

　上記の２つの災害に対して、日本赤十字社羽曳野地区（羽曳野市社会福祉協
議会）は次の 11 箇所に義援金箱を設置しました。なお、受領証が必要な方は、
市役所別館 1 階 7 番窓口社会福祉協議会まで義援金を持参ください。義援金は、
日本赤十字社を通じて、被害を受けた地域へ届けます。

問合せ　日本赤十字社羽曳野地区（羽曳野市社会福祉協議会）　℡072-958-2315

　大阪北部地震ならびに西日本豪雨では、多数の尊い生命が失われ、多くの住民
の方々が被災されました。亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとと
もに、被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

大阪北部地震　　  　　マグニチュード 6.1

▲ 応急給水活動 ▲ 市職員派遣

　あれから 7 年と 5 カ月。約 60 世帯が暮らす竹駒町にある
『滝の里工業団地 仮設住宅』を訪ね、被災した当時や現在の
心境などをお伺いしました。（滝の里仮設住宅には気仙川河
口西側に位置する今泉地区で暮らしていた方が多い）今泉地
区は 3.11 の津波で、約 600 世帯が暮らしていた民家のほと
んどが流失し、200 人以上の方が犠牲となりました。
　今回は、津波の発生時の状況、避難所暮らし、仮設住宅の
生活などについて伺いました。

復興を願って ～東北 陸前高田を訪ねて～
訪問者／樽井佳代子議長  北川嗣雄市長

　生き残ったのは偶然
　現在、滝の里の仮設住宅で暮
らす植村たい子さん。3 月 11
日の地震発生後、津波を警戒し
一度は高台へ避難したが、家族
の薬や孫のジャンパーを取りに
家に戻りました。その時、『庭
へ乗用車が波に流され突っ込ん
できたので、あわてて家の 2
階へ上がりました。ところが黒

　二度と津波に負けない
　滝の里仮設住宅自治会の会長を
務める小野田髙志さんは、『地震発
生直後に地元の小学校に足を運び、
児童らに高台への避難を促しまし
た。その後、ご近所の高齢者宅へ、
避難してくださいと声をかけて回
りましたが、何人かが亡くなりまし
た。』と当時の状況を話されました。
また、『目の前で流される人もいた。
ロープがあればよかったが･･･。今

　避難所生活から仮設住宅での生活へ
　自宅を流され、暮らす場所を失い、お寺や公民館などで避
難生活を余儀なくされた。電気もないため、ロウソクで夜を
過ごした。約 1 カ月は電話も使えなかった。避難してすぐの
食事はおにぎりを数人で分けた。生活スペースを間仕切るダ
ンボールなどもない。パンツを裏返してはいたり、お風呂に
も入れない日が続く。日常生活ではあたりまえの洗顔、歯み
がきすら十分にできない状況。清潔に保てないと、健康面に
も間接的にダメージを与える弊害が起こる。プライバシーも
ない状況がいつまで続くのかと不安が募った。
　地震から約 3 カ月経った 6 月 6 日に、仮設住宅へ入居す
ることができた。鍵をもらった時は嬉しかったと、みんなが
声を揃えて当時を振り返る。長年暮らした自宅とはまったく
違うが、くつろげたり、米をとぎ 料理を作ることができるこ
とに感謝した。隣近所は以前とは違うが、仮設生活では疎遠
にはならず、身近に感じてみんなと接することができる。
　▲ 集まっていただいた 10 人の方からお話を伺いました。

い海水が入水し、首から下が浸水しました。波が引くのを
待っていましたが、家ごとプカプカと流されはじめました。
その後、何度も波が押し寄せ、気を失いました。たまたま、
家がひっかかり流されず、翌日、救助されました。』と当時
を振り返りました。一度は高台に避難したが、自宅に「お金」

「位牌」「服」などを取りに帰った時に犠牲になった方が多
いと聞きました。植村さんは最後に『今、私が生きている
のは、たまたまです。』と話しうつむきました。

でもその方の顔が忘れられない。』と唇をかみしめました。
　最後に、小野田さんは『つくづく感じたのは、地震や津波
の発生時に、家族内でどのように行動し、どの場所に集まる
かを決めておくことは重要です。』と教えてくれました。

　集客の核となる大型商業施
設「アバッセたかた」は市立
図書館を併設整備し、来場者
の相乗効果が期待できます。
また、2020 年の春には同施
設東側に文化会館が開館予
定。（ホールは 600 席以上）

西日本を中心とした大雨被害
広島市安芸区や東広島へ
　7 月 7 日㈯の夜半過ぎ、緊急消防援
助隊大阪府大隊（約 400 人）の一員
として、柏原羽曳野藤井寺消防組合か
ら４隊15人が救助活動にあたるため、
広島市安芸区や東広島市へ出動。記録
的な豪雨によって、局所的に発生した
土砂崩れの現場で、生存者の捜索や救
出活動に注力されました。

　7 月 10 日㈫、市はアル
ファ化米 5,000 食や飲料
水 2,400 本などを広島県
へ送りました。

昨年 4 月誕生（かさ上げ地区）
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日時 9 月 1 日㈯ 9:30 ～ 13:00
会場 峰塚公園

○消火・救出訓練
○展示・体験コーナー
 ・各種展示
　　ドローン・防災グッズ等
 ・各種防災活動体験
　　消火訓練
　　土のうづくり
 ・災害特殊車両展示
 ・はしご車搭乗体験
　（小学生のみ 30 名限定）
 ・起震車搭乗体験
　（250 名限定）
 ・非常食試食　　など
○避難所受付体験
○はしご演技

（柏原羽曳野藤井寺消防組合）
○幼年消防クラブの演技

（白鳩羽曳野幼稚園）
○市職員訓練
 ・備蓄物資搬送訓練等

参加記念品（3,000名様程度）
　 備蓄用クッキー・非常用給水袋・アルファ化米のいずれか
公共交通機関をご利用ください。

　来るべき災害に備えていますでしょうか。一昨年、羽曳野にお伺いし、
私たちの経験のお話をさせていただきました。自然災害というのは日本の
中でいつどこで起こるのか誰にもわかりません。日本は自然災害リスクが
世界で 4 番目に大きいと言われています。南海トラフでの警戒が必要な
みなさんの地域においても、どうぞ、行政だけに頼るということではなく、

『自分の命は自分で守る』ということを、肝に銘じていただきたいと思い
ます。また、家族でご飯を食べながらでも結構ですので、いざというとき
にどのように行動するのか、さらに、何を備えておくべきかを話し合って
おいてください。われわれも一生懸命、復興を果たしたいと思っています。
羽曳野のみなさんも、ぜひ元気でお過ごしください。▲ 陸前高田市　戸羽　太　市長

未来につなげる、災害に強いまち陸前高田
　全長２km 約 7 万本の松が並んでいた国の名勝『高田松原』は津波に
より壊滅的な被害を受けました。震災前には、海水浴シーズンを中心に
100 万人以上の観光客が訪れていました。今、陸前高田は防災・減災を
学べるまちとして訪日外国人や修学旅行生らがたくさん足を運んでいま
す。震災から 8 年を迎える平成 31 年度は道の駅や追悼祈念施設がオー
プン、平成 32 年度には三陸沿岸道路が開通予定、復興祈念公園も竣工
の予定となっています。そして、数年後に海水浴場が復活します。

羽曳野のみなさんへ

伝えておきたいこと
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■試験要綱配布場所
署　所　名  住　所

同消防本部総務課 藤井寺市青山 3-613-8
藤井寺分署 藤井寺市国府 1-1-8
柏原出張所 柏原市河原町 1-90
国分出張所 柏原市国分本町 2-5-5
羽曳野出張所 羽曳野市羽曳が丘 4-14-18
高鷲出張所 羽曳野市島泉 8-8-2
　※ウェブサイトからもダウンロードできます。

■■ 問合せ ■■  柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 総務課 人事係 ☎ 072-958-9926

職　種 採用予定人数 受　験　資　格

消防吏員Ａ 若干名 平成５年４月２日以降に生まれ、平成３１年３月までに大
学を卒業（見込み）の人

消防吏員Ｂ 若干名 平成７年４月２日以降に生まれ、平成３１年３月までに高
校・短期大学・高等専門学校を卒業（見込み）の人

【試験要綱配布期間】8 月 6 日㈪ ～ 9 月 4 日㈫まで
【願書受付期間】8 月 13 日㈪ ～ 9 月 4 日㈫  平日 9:00 ～ 17:00
【願書受付場所】柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部 ３階 総務課へ
　　　　　　　  持参、または、郵送での受付（詳細は試験要綱にて）
　　　　　　　  ※但し、郵送は 8 月 31 日㈮ 消印まで

【試験日】＜ 1 次試験＞ 9 月 16 日㈰ 筆記試験・体力試験
　　　　　　　　　　　※雨天時は、体力試験の日程が変更となる
　　　　　　　　　　　　場合があります。
　　　　  ＜ 2 次試験＞ 10 月中旬予定
　　　　　　　　　　　※１次試験合格者に対し２次試験を実施

柏原羽曳野藤井寺消防組合柏原羽曳野藤井寺消防組合

→詳しくはウェブサイトを
　　　　　　ご覧ください。

消 募 集防 吏 員消 募 集防 吏 員

　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、８月13 日㈪から羽曳野市ウェ
ブサイトに掲載する「職員採用試験実施案内」をご覧ください。ウェブサイ
トの閲覧ができない方は、市役所および支所で案内を配布しますのでご利用
ください。案内を郵便で請求する場合は、下記案内請求先あての封筒（大き
さは問いません。）に「職員採用試験実施案内請求」と朱書し、必ず返信用
封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、氏名を明記し140 円切手を貼っ
た封筒（角形２号封筒〔33cm ×24cm 程度〕））を同封して郵送してください。
●案内請求先 〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1羽曳野市 市長公室人事課

●有資格者などを対象とした採用
職 種 区 分 採用予定人員 年 齢 要 件 受　験　資　格　等

事務職 上級 3 人程度 昭和 63 年４月２日
以降に生まれた人

学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業しているか、平成 31 年３月
31 日までに卒業見込みの人

事務職
（文化財） 上級 １人程度 昭和 58 年４月２日

以降に生まれた人
学校教育法による大学（短期大学を除く。）または大学院で考古学に関する専
門知識を修めて卒業しているか、平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人

技術職
（建築） 上級 １人程度 昭和 58 年４月２日

以降に生まれた人

以下の要件のいずれかを満たす人
①１級建築士免許または２級建築士免許を有しているか、平成 31 年３月 31
日までに取得見込みの人で、大学卒業程度の学力を有する人
②学校教育法による大学（短期大学を除く。）において建築を専攻する学部・
学科を卒業しているか、平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人

保健師 １人程度 昭和 58 年４月２日
以降に生まれた人 保健師免許を有しているか、平成 31 年３月 31 日までに取得見込みの人

幼稚園教諭・
保育士

３人程度 昭和 63 年４月２日
以降に生まれた人

保育士（国家戦略特別区域限定保育士を含む。）資格と幼稚園教諭免許の両方
を有しているか、平成 31 年３月 31 日までに両方の資格を取得見込みの人

～ 11 万人の未来をつくろう！～

[ 案内配布場所 ] 市役所３階人事課および支所
[ 案内配布期間 ] 8月13日㈪ ～ 9 月 4 日㈫ 9:00～17:30
[ 郵送受付期間 ] 8月13日㈪ ～ 8 月 31 日㈮（同日消印有効）
[ 持参受付期間 ] 8月13日㈪ ～ 9 月 4 日㈫ 9:30～17:30
[ 試 験 日 ] 9月16日㈰（1 次試験）

※ 試験の内容については一切お答えできません。
※ ２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせします。
※ 土・日・祝日の案内配布および持参受付は行っていません。

○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人
○自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要としない人
○活字印刷文による出題に対応できる人

（受験できる人）

[ 問合せ ] 人事課 ☎ 072-958-1111  内線 3431

羽曳野市職員
募 集
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きらきらシニア 地域包括支援課（市役所別館 1 階）
☎ 072-947-3822   FAX 072-950-1030
chiikihoukatsu@city.habikino.lg.jp

問 

合 

せ

今回は『フレイルの予防・改善方法』についてお伝えします。
フレイル（虚弱）の要素と予防・改善に繋がる３本柱

フレイル予防・
　改善につながる３本柱

　フレイルは筋力低下や低栄養などの『身体の問題』、記憶力低下やうつ状態な
どの『こころの問題』、閉じこもりなどの『人との関わりの問題』という３つの
要素が相互に関係しており、そのいずれに問題が生じてもフレイルに陥る危険
性があります。フレイルの予防・改善には、『栄養』『運動』『社会参加』の3本
柱が重要となりますが、その中でも、近年では『社会参加』が注目されていま
す。その理由は、フレイルに陥る最初の入り口には『社会参加』の減少が大きく
関わっていることが明らかになってきたからです。
　フレイルの対策を考える上で『栄養』は必要不可欠な要素ですが、今回はリ
ハビリの視点から『運動』と『社会参加』についてお伝えします。

●介護予防できらきらシニア ～介護予防事業参加者募集！！～

熟年簡単クッキング教室 ～男性初心者コース～
包丁を持ったことがない、ごはんを炊いたこともないという方が対象です。ごはんの炊き方や簡単なおかずの作り方など、
料理の基礎を学びましょう。

日時 9月14日㈮、21日㈮、28日㈮
全3回�10:00～12:30ごろ 場所 羽曳野市立保健センター　3階

栄養指導室

対象 65歳以上の男性市民で、
今まで料理をしたことがない方 費用 1,500円（3回分、材料費込）

持物 エプロン・三角巾・ふきん・筆記用具 定員 10人程度
(応募多数の場合は抽選になります。)

◆申　込　地域包括支援課の窓口、またはお電話で申し込みください。締切：8 月17 日㈮
◆問合せ　地域包括支援課　☎ 072-947-3822 （内線 2902）

数か月以内で次のような状態に
該当する方はフレイルの疑いがあ
ります。

・体重が２～３㎏減少した。
・筋力が低下したように感じる。
・疲れやすくなったように感じる。
・歩くスピードが遅くなった。
・日常生活以外で運動の
　機会が減った。

栄養
食・口腔機能

社会参加
就労・余暇活動など

運動
運動・日常生活など

フレイルの予防・改善方法①『運動』
　個人の運動能力や生活習慣に合った方法で、いつ
も行っている生活の中に運動を取り入れる事で、運
動習慣がない方も運動を継続しやすくなり、フレイ
ルの予防・改善に繋がります。

【運動の例】
●�洗い物をしながら踵を挙げる。
●�歯を磨きながら膝の曲げ伸ばし。
●�テレビを観ながら膝を伸ばす。
●�浴槽に浸かりながら足首の曲げ伸ばし。
●�エレベーターを使わずに積極的に階段
を使用する。

フレイルの予防・改善方法②『社会参加』
　何らかの社会参加を通じて人との関わりを持つこ
とで自然と外出機会が増えます。それが身体機能の
向上や心の安定に繋がるという好循環をもたらし、
フレイルの予防・改善に繋がります。

【社会参加の例】
●�ご家族やご友人と交流する機会を増やす。
●�ボランティア活動に参加する。
●�老人会の活動に参加する。
●�地域のグラウンドゴルフに参加する。
●�羽曳野市推奨の「いきいき

百歳体操」に参加する。
●�就労する。※痛みが生じた場合は中止し、無理のない範囲で個々

に合った運動を継続するように心がけましょう。
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LICウェルネスゾーン

■プログラム・スケジュール表　　  （　午前のプログラムは65歳以上の方対象、□午後のプログラムは40歳以上の方対象）

■プログラム紹介

月時 間 火 水 木 金

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

サーキットトレーニング
フリータイム

定員30名 12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～14：00

サーキットトレーニング
フリータイム

15：10～17：00

サーキットトレーニング
フリータイム

12：35～17：00

骨盤体操〈骨盤底筋〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

頭と体の若返り体操
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

メタボサーキット
（週2回コース） 定員15名

14：10～15：40

メタボサーキット
（週2回コース）
14：10～15：40

ラララサーキット ライト
（週1回コース）定員15名

11：20～12：20

9：00

9：30

10：00

10：30

11：00

11：30

12：00

12：30

13：00

13：30

14：00

14：30

15：00

15：30

16：00

16：30

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週２回コース）
9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ラララサーキット
介護予防プログラム
（週1回コース）

定員15名 9：00 ～11：00

ヨガ
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

コンディショニングプログラム
（週1回コース） 定員20名

15：50～16：50

ピラティス
（週1回コース） 定員20名 

12：35～13：35

ノッテヨガ
（週1回コース） 定員10名

 13：50～14：50
10 -1 10 -2

2 1 -21 3 4

5

11

16 16

16
サーキットトレーニング

フリータイム
14：00～17：00

16

1612 リラックスストレッチ
（週1回コース） 定員15名 12：35～13：35
15

13

14

6 7 8 9

-1

２018年10月期（10月～12月）

受 講 生 募 集

笑顔で楽しく健康に！

健康づくり・介護予防のため、ミズノが独自に開発した“ラララサーキット”など多様な
プログラムを展開。受講修了後もフォローアップ事業により修了者をサポートします。

＜問合せ＞ ● LIＣウェルネスゾーン ☎072-958-0711　●地域包括支援課 ☎072-947-3825（直通）

往信用（表） 返信用（表）返信用（裏） 往信用（裏）
①住所
②氏名
③フリガナ
④性別
⑤生年月日
⑥H30.10.1現在の年齢
⑦電話番号
⑧プログラム番号
  （第1、第2希望）

住
所

氏
名

（
申
込
む
方
の
）

注
意

返
信
は
が
き
の
裏
面
は

何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
羽
曳
野
市

　
　
　
　
　軽
里
1-

1-

1

L
I
C
は
び
き
の
内

L
I
C
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ゾ
ー
ン

583-0854 郵便番号62 62

 対 象  40歳以上の羽曳野市民の方。
※ただし、医師から運動制限を受けている方
　およびご自身で来所できない方はご利用いただけません。
　午前のプログラム→ 65歳以上（Ｈ30.10.1現在）の方
□午後のプログラム→ 40歳以上（Ｈ30.10.1現在）の方
 申込期間    8月1日㈬～8月20日㈪
　　　　　  ※8月20日㈪消印有効
 申込方法   往復はがきで申し込み
・お一人様一口のみ。多数の場合は抽選
・消せるボールペンは使用不可
・受講者の決定は、9月初旬にお知らせ
※申込をキャンセルされる
　場合は8月末までにご連
　絡ください。

＜抽選時の優先順位は次のとおり＞
①LICウェルネスゾーンを初めて利用する方
②受講履歴があり、新たに未受講のプログラムを希望する方
③受講履歴があり、再度同じプログラムを希望する方

3カ月で 1クール。3カ月ごとに募集。

□1 ラララサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□2□3□4 ラララサーキット
　　　　  （週 1 回コース）

□5□9 ラララフィット
　　　＜⑤腰強化コース＞
　　　＜⑨膝強化コース＞

□7 骨盤体操＜骨盤底筋＞ □8 頭と体の若返り体操□6 ラララサーキットライト

□10 メタボサーキット
　　　　  （週 2 回コース）

□11 ヨガ □13 ノッテヨガ□12 ピラティス □14 コンディショニング
　　　　　　  プログラム

□15 リラックスストレッチ

□16 サーキットトレーニングフリータイム（定員 30 名）

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

マ
シ
ン
と
グ
ッ
ズ
を
使
い
、歩
行
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
や
関
節
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

腰
周
り
・
膝
を
強
く
し
た
い
方
に

お
す
す
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

老
化
と
共
に
低
下
し
や
す
い
骨
盤

底
筋
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

頭
で
考
え
な
が
ら
体
を
動
か
す
。

脳
と
身
体
の
両
方
に
、
同
時
に
刺

激
を
与
え
る
体
操
で
す
。

左
右
の
上
肢
・
下
肢
を
複
合
的
に

動
か
し
、
脳
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
ア
ロ
マ
の

香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

二
の
腕
を
細
め
た
り
、
体
幹
や
脚

力
な
ど
を
強
化
す
る
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
系
の
道
具
を
使
い
、
姿

勢
を
保
ち
な
が
ら
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ

を
行
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
に
加
え

て
、
呼
吸
法
に
意
識
を
持
ち
、
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。

有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
組
み
合
わ
せ
。※

市
の
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
方
優
先

本
来
あ
る
べ
き
骨
格
の
状
態
に
体

を
リ
セ
ッ
ト
し
、
し
な
や
か
で
強

い
体
を
つ
く
り
ま
す
。

※利用前に初回講習会（要予約）の受講が必要です。

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。

※

旧
往
復
は
が
き
の

使
用
は
10
円
切
手
の

貼
付
を
お
忘
れ
な
く
。

 費 用   無 料

マシンと足踏み等を組み合わせたトレーニング。フリータイム登録者および各プログラムの受講者が利用
できます。混雑時に限り、登録者は優先的に入場案内を行う場合があります。

ラララフィット〈膝強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20

ラララフィット〈腰強化コース〉
（週1回コース） 定員15名

11：20～12：20
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　100 歳を超えても元気な老人は『百
ひゃくじゅしゃ

寿者』と呼ばれ
ています。「心身共に健康で長生き」は万人の夢でしょ
う。その鍵を握っているのは血管の若さです。実は、
百寿者の血管は驚くほど若々しい事が分かっています。
血管が若いと全身に栄養が行き渡り、病気のない活発
な身体を保てます。つまり、若者の体と同じような状
態を保てます。特定健診や人間ドッグで生活習慣病の
チェックがされますが、その主な目的は「動脈硬化の
予防＝血管を若く保つ」事です。毎日のバランスの良い
食生活、日常のこまめな運動習慣が、高血圧・糖尿病・
肥満などを防いでくれます。『20 歳の顔

・

は自然の贈り
物。50 歳の顔

・

はあなたの功績』（ココ・シャネル）と
いう言葉が私は大好きです。顔

・

を健
・

康
・

に置き換えて読
んでください。年を経るほど、それまでの生活態度（習
慣）が顔・健康状態に表れてきます。元気な長寿が実
現できるか否かは、あなたしだいなのです。
　　　　　　　　　　　　　    しもと医院　下戸文夫

百
ひゃくじゅしゃ（ももじゅ）

寿者をめざそう 　「夜泣き」は、夜、理由もなく異常に泣き続けるもので、
いろいろな場合（状況）があります。たとえば…
●一晩に何回泣くのか　●どのぐらいの時間泣き続けるのか
●寝かせたまま背中をさすってやると寝入るのか
●抱き上げてやらないと泣き止まないか
●泣き方が激しいか穏やかか　●泣いているときの姿勢はどうか
●昼寝はするのか　●どのくらいの時間眠るのか
●寝入る時にむずかるか、寝起きにむずかるか
●夜、寝るのは何時頃か（大人の生活リズムになっていないか）
●朝、何時頃目覚めるのか（睡眠時間は充分か）
●空腹で目覚めていないか
●湿疹、アレルギーがあるか（かゆくて眠れないのではないか）
●疳虫だけでなく、その他の疾病はないか（かぜ、耳、歯の異常など）
●寝ている部屋が冷えすぎていないか、暑すぎないか
●少しの物音で目覚めないか
●寝ているときの明かりが明るすぎないか

　などいくつもあり、育児方法や生活習慣、生活環境に
も関わってきますが、該当している事柄を考え、是正す
るだけでも改善することがあります。

　 　　　　　　　　　  はびきの鍼灸マッサージ師協会
　　　　　　　　　　　                  ☎ 072-958-5764

　
クレジットカードでの国民年金

 保険料納付のご案内

所得状況届けをまだ提出していない方へ

国民年金保険料のお支払は
 口座振替が便利でお得！
　国民年金保険料の支払いを口座振替にすると、方法に
よっては割引があり、納め忘れもありません。60 歳から
の任意加入は原則、口座振替のお支払いとなります。
口座振替の方法は以下の種類があります。
①毎月納付で翌月末振替（現金納付と同様で割引はありません）
②毎月納付で当月末振替（早割、毎月 50 円割引）
③  6 カ月分前納で10 月末に振替（1,110 円の割引、4 月末・

10 月末振替）
④ 1 年分前納・2 年分前納（4,110 円・15,650 円の割引、
　4 月末振替）
　口座振替の申込用紙は市役所年金担当窓口にご用意し
ています。①②は毎月10 日頃まで、③は８月末日まで、③
の上半期と④は翌年 2 月末までに申込が必要です。提出
はお取引銀行か年金事務所へお願いします。詳しくは年金
事務所までお問合せください。

　クレジットカードでの納付方法には以下の種類があります。
①毎月納付（カード会社の利用日、割引はありません）
② 6 カ月分（4 月・10 月の利用日、800 円の割引）
③  1 年分・2 年分（4 月の利用日、3,480 円・14,420 円

の割引）
　利用日と決済日はカード会社にお問合せください。60
歳からの任意加入の方もご利用できます。申込用紙は市
役所年金担当窓口にご用意しています。提出は年金事務所
へお願いします。申込の期日は口座振替と同じです。詳し
くは年金事務所までお問合せください

　20 歳前障害の障害基礎年金などを受給されている方の
「はがき」または「診断書」などの提出が遅れると一時的
に年金が停止されることがあります。未提出の方は至急ご
提出ください！！

天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531（代表）
　[ 平　日 ] 8:30 ～17:15  ※㈪は19:00 まで　[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
　→ 電話は自動音声案内です。5 で所員が出ます。※時間や時期により混み合っている場合がありますので、何度かおかけ直
　　 し願います。

市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  ＦＡＸ 072-956-1419
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338
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●●敬老祝金等を支給します●●

　平成 30 年 4 月 1日以前から本市に住民登録があり、
9月 1日（基準日）に引き続きお住まいの方が対象です。
→対象者には 9 月中旬にご案内を送付します。

対 象 年 齢 支給額
満101歳以上 大正 6 年 9 月１日以前生まれ 5 万円

満 100 歳 大正 6 年 9 月２日
    ～大正 8 年 3 月 31 日生まれ 10 万円

満 88 歳 昭和 4 年9 月 2 日
    　～昭和 6 年3 月 31 日生まれ

2 万円相当
のカタロ
グギフト

満 77 歳 昭和 15 年 9 月 2 日
  　～昭和 17 年 3 月 31 日生まれ

1 万円相当
のカタロ
グギフト

※今年度から 77 歳 88 歳の祝金はカタログギフトになります

●●羽曳野市敬老会を開催！●●

◆式次第 ( 第１部 式典、第２部 アトラクション )
　※概ね 2 時間（予定）

日　時 会　場

９月13 日㈭
   ９:30 ～  陵南の森
  12:45 ～  丹治はやプラザ
  15:30 ～  MOMOプラザ

９月14 日㈮   10:00 ～  石川プラザ
  13:30 ～  市民会館

ご長寿をお祝いしますご長寿をお祝いします ＜問合せ＞ 福祉総務課
☎ 072-958-1111  内線1121
FAX 072-957-1238

＜第 2 部 アトラクション＞

●●羽曳野市金婚祝賀会 ●● ＜11月9日㈮開催＞
[ 会場 ] ホテル・アゴーラリージェンシー堺
　　　　※各集合場所よりバスにて送迎
[ 対象 ] 市内居住で住民登録し、過去に申請がなく
　　① 昭和 43 年 10 月１日以前に婚姻届を提出した方。
　　② 実際に婚姻してからの年数が 50 年以上であること
　　　を証明できる夫婦
[ 申込 ] 福祉総務課、支所、MOMO プラザ、丹治はやプラザ、
石川プラザ、人権文化センターにある申請書に記入の上、婚
姻日が証明できる書類 ( 戸籍謄本など ) とともに福祉総務課
( 市役所別館 8 番窓口 ) へ提出。
[ 受付期間 ] 8 月 1 日㈬～ 9 月 7日㈮まで

市民文化祭の出展作品・参加者を募集します。市内在住・在勤・
在学の人ならどなたでも参加できます。定員になり次第締め
切ります。詳しくは各部門の代表者までご連絡ください。
受付：9 月 8 日㈯まで ※音楽部門は 8 月 23 日㈭まで

＜文化祭スケジュール＞
日　　時 開催場所

囲碁・将棋大会 10月21日㈰9:30～17:00 陵南の森公民館
謡曲大会 10月21日㈰10:00～ 17:00 LICはびきの（音楽実習室）
三曲会

（三絃・琴・尺八）10月21日㈰11:30～ 16:00 LICはびきの（ホールＭ）

展
　
示

児童画、書道、
茶席、華道、手芸、
絵画、俳画、工芸、
写真、俳句

・10月27日㈯9:30～17:00
　※茶席は10:00から
・10月28日㈰9:30～16:30
　※茶席は10:00から

LICはびきの

日舞・民舞大会 10月28日㈰10:00～ 17:00 LICはびきの（ホールＭ）
音楽会 11月3日㈷13:00～ 16:30 LICはびきの（ホールＭ）
吟詠大会 11月3日㈷13:30～ 17:00 市民会館

民謡・邦楽大会 11月4日㈰10:00～ 16:30 市民会館

[ 日時 ]10 月 20 日㈯ 14:00 ～
[ 場所 ] LICはびきのホールM

◎大道芸の世界的パフォーマー “ちゃんへん．”
◎和太鼓＋津軽三味線＋唄
　 天地揺さぶる祝祭ノ鼓動 “黒拍子”

●第 1 部 記念式典

●第 2 部 記念公演

第

 61
回

入場無料・記念品あり ＜参加・出展申込先＞
部 門 代 表 者 電話

市外局番

囲碁 黒川　寿満男 072-956-5812

音楽 塩野　美穂 090-4494-9220

絵画 吉岡　健一 072-939-5324

華道 徳島　久美子 072-939-4369

工芸 小谷　かよ子 072-956-1413

茶道 楠　法子 072-956-2297

三曲 石田　芳之 072-958-4464

詩吟 土田　章 072-953-2219

写真 高橋　保夫 072-957-1578

手芸 田仲　美知子 072-953-6679

将棋 若林　信一 072-958-1322

書道 森本　安子 072-956-5318

日舞 辻内　鈴江 072-953-2783

俳画 岡橋　百合子 072-956-7965

俳句 三好　広一郎 072-956-9390

邦楽 飛田　美和子 072-958-4838

民謡 田中　静子 072-958-0741

民舞 渡辺　裕子 072-939-6054

謡曲 松谷　昌孝 072-958-5081

桂 

春
團
治
（
落
語
）

生
駒 

尚
（
歌
謡
シ
ョ
ー
）

生
駒 

尚
子
（
歌
謡
シ
ョ
ー
）

Ten
s
ho
＆
Yua

（
マ
ジ
ッ
ク
）
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○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

読んでみませんか？

『メロンに付いていた手紙』
本田 有明／著　河出書房新社　
　海斗が誕生日に買っ
てもらったメロンの箱に
入っていた、鉛筆書きの
手紙。それに返事を書い
たことがきっかけで、彼
は北海道・夕張を訪ねる
ことになりますが…。

『ぼくのなまえはへいたろう』
灰島 かり／文　殿内 真帆／絵　
福音館書店　
　僕は、自分の名前で苦
労している。「昔の人みた
い」とか、「生まれるとき、
おならしたんでしょ」とか
言われるんだ。どうして
僕の親はこんな名前をつけたのだろう？

市内の図書館は全て休館です。
今月の休館日は 8月31日㈮

●こわいおはなし会
8 月5 日㈰　陵南の森図書館　11:00 ～
●本よんでビンゴ！
8 月1 日㈬～ 30 日㈭　陵南の森図書館
●工作教室
8 月 25 日㈯　陵南の森図書館　11:00 ～
●夏休み！おはなし大会
8 月 25 日㈯ 中央図書館 各回約 30 分
13:30~【6 歳以下向き　「桃太郎」ほか】
14:15~【7 ～ 10 歳向き　「ホレおばさん」ほか】
15:00~【11 歳以上向き　「ネコの大王」ほか】
主催：羽曳野市子ども文庫連絡会・おはなしの森

●うちわを作ろう
[ 日時 ]8 月 19 日㈰　中央図書館
① 13:45 ～【4~6 歳（保護者同伴）定員８人】
② 14:30 ～【小学生  定員 10 人】
[ 申込 ] 8 月 4 日㈯ 13:00 より中央図書館
カウンターにて受付
●ちびっこサロン 　
8 月8 日㈬　森のゆうびんきょく 10:30 ～
　　　　　  ( 市役所敷地内）

●夏休み子ども 1 日図書館員
中央図書館  8 月 21 日㈫

　　～ 23 日㈭
13:30～16:30

各日 4 人

陵南の森図書館 各日 4 人
羽曳が丘図書館

 8 月 22 日㈬
13:30～16:30

2 人
（各館）丹比図書館

東部図書館
[ 対象 ] 市在住の小学 4 年生～ 6 年生
[ 申込 ] 8 月 6 日㈪ 13:00 に各図書館
にお越しください。※定員を超えた場
合は抽選（初めての方優先）

おはなし会（8 月）
東部図書館   8 日㈬ 10:30 ～

羽曳が丘図書館 11 日㈯、25 日㈯ 15:00 ～
古市図書館 18 日㈯ 15:00 ～

中央図書館   5 日㈰、12日㈰、
26 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

12 日㈰、26 日㈰ 11:00 ～
18 日㈯ 15:00 ～
19 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長い話が聞ける子向き）

へアドネーション
3 月

がつ
下
げ

旬
じゅん

に背
せ

中
なか

まで伸
の

ばしていた
髪
かみ

を切
き

りました。今
いま

までのヘアスタ
イルとはガラッと変

か
わり、会

あ
う人

ひと
会
あ

う人
ひと

に、「短
みじか

くしたんやね。」と言
い

わ
れました。「ヘアドネーションをした
んです。」と答

こた
えると、何

なに
それ？とい

う感
かん

じの反
はんのう

応が返
かえ

ってきます。
ヘアドネーションとは、何

なん
らかの

病
びょう

気
き

が原
げんいん

因で髪
かみ

の毛
け

を失
うしな

い、ウィッ
グを必

ひつよう
要としている子

こ
どもたちにそ

の原
げん

料
りょう

となる毛
もうはつ

髪を間
かんせつてき

接的に提
てい

供
きょう

することです。髪
かみ

の毛
け

を寄
き ふ

附すると
いうことを知

し
ってから、私

わたし
自
じ

身
しん

いろ
いろと調

しら
べてみました。提

てい
供
きょう

する条
じょう

件
けん

としては 31 センチ以
い

上
じょう

の長
なが

さが

必
ひつよう

要であること。また、白
しら

髪
が

、髪
かみしつ

質、
年
ねんれい

齢、性
せいべつ

別、国
こくせき

籍などは問
と

わないと
いうことでした。私

わたし
の髪

かみ
がこれらの

条
じょう

件
けん

に届
とど

くまで 3 年
ねん

かかり、今
こ

年
とし

や
っと目

もく
標
ひょう

の長
なが

さになったのです。
私
わたし

の場
ば

合
あい

、ヘアドネーションに
賛
さんどう

同するヘアサロンでカットしても
らったので、郵

ゆうそう
送などあとのことも

含
ふく

めサロンにお願
ねが

いしました。しば
らくして活

かつどうだんたい
動団体から、お礼

れい
のポス

トカードが届
とど

きました。だれかの役
やく

に立
た

てたと実
じっかん

感できてうれしかった
です。

一
いっぽう

方、女
じょせい

性が長
なが

い髪
かみ

を切
き

ったとき、
「失

しつれん
恋したの？」など、何

なに
か心
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境
きょう

の
変
へん

化
か

があったかのように聞
き

くことが
多
おお

いかもしれません。ネガティブな
イメージさえあるようです。私

わたし
は、

親
した

しい人
ひと

にヘアドネーションをする

ことを宣
せんげん

言していたので、「目
もく

標
ひょう

達
たっせい

成
したね。」と言

い
ってもらいました。髪

かみ

を切
き

ったことで、これほどの達
たっせいかん

成感
を得

え
たことはありません。

ただ、ウィッグを作
つく

るには約
やく

30
人
にんぶん

分の髪
かみ

の毛
け

が必
ひつよう

要であるとのこと
です。すぐに困

こま
っている子

こ
どもに届

とど

く訳
わけ

ではないのがもどかしいです。
そのため、街

まちなか
中で髪

かみ
の長

なが
い人

ひと
を見

み
か

けると、つい協
きょう

力
りょく

を呼
よ

びかけたくな
ってしまいます。
ヘアドネーショ
ンをたくさんの
人
ひと

に知
し

ってもら
い、賛

さんどうしゃ
同者が増

ふ

えることを願
ねが

っ
ています。

サラダボール

羽
は

曳
びき

野
の し

市人
じんけんけいはつすいしん

権啓発推進 協
きょう

議
ぎ

会
かい
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講座受講生募集
申込方法 先着順。①来館（軽里 1-1-1LICはびきの内）・②電話・③ FAX（数字は受付優先順位）

※必要事項：氏名・性別・年齢・住所・電話番号　※どなたでもお申し込みできます。障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。

講座名 題　目 日　時 会　場 講　師
現代ビジネスが直面する課題 デジタルコミュニケーション - 人工知能との会話 - 8 月   4 日㈯ 13:00 ～ 14:30 LIC はびきの 三好哲也

『翔ぶが如く』解読 司馬遼太郎の描いた士族の乱 (1) 佐賀の乱 8 月 24 日㈮ 10:30 ～ 12:00 LIC はびきの 土居　豊
『翔ぶが如く』解読 司馬遼太郎の描いた士族の乱 (2) 神風連の乱 8 月 31 日㈮ 10:30 ～ 12:00 LIC はびきの 土居　豊

聴講生募集 [ 聴講料 ] 1 日につき 800 円（当日支払）　[ 場所 ] LIC はびきの内　[ 申込 ] 該当講義日の 1 週間前から当日まで

■ 問合せ ■ はびきの市民大学（業務受託者：株式会社みのりの里）　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

Ｈ 30 単位認定講座『古事記』をよむⅡ ～出雲の神話～
[ 開講日 ] ㈮ 10:30 ～ 12:00　[ 定員 ] 60 人　[ 費用 ] 3,000 円
[ 講師 ] 関西医療大学 非常勤講師 南山かおり　[ 場所 ] LIC はびきの
[ 申込期間 ] 8 月 12 日㈰～ 8 月 24 日㈮
[ 内容 ] 本講座では、古事記の「物語」を、原文に即して読み解いてゆきます。
今回は、出雲国を舞台にスサノヲや大国主神が大活躍。よく知られたあの
お話も、古事記のことばで読めば一味ちがうかも。
[支払方法] 来館または現金書留（申込から1週間以内にお支払いください。）
1 9/7 ヤマタノヲロチ 2 9/21 イナバの白うさぎ
3 10/5 根の堅州国 4 10/19 大国主神の国作り
5 11/2 葦原中国 6 11/16 大国主神の国譲り

公開講座　ワインと音楽のマリアージュを楽しむ
[ 開講日 ] 11 月 24 日㈯ 14:00（13:30 開場）　[ 定員 ] 60 人（先着順）
[ 費用 ] 3,000 円（500 円［受講料］+2,500 円［飲食費］）
　　　  ※お支払い［受講料］申込から 1 週間以内。［飲食費］講義当日。
[ 講師 ] 金銅真代（株式会社河内ワイン 専務・日本ソムリエ協会認定
　　　  ソムリエ）Yu-Ma〈ユーマ〉（ヴァイオリン）祖田修（ピアノ）
[ 場所 ] LIC はびきの 3 階 音楽実習室 
[ 申込期限 ]  11 月 17 日㈯まで
　　　　　　※定員に達しない場合は延長します。
[ 内容 ] ワイン片手に、演奏も楽しみながら JAZZ とは何かを学びます。 新酒
など 3 種類のワインとおつまみつきのミニワインセミナーに参加しませんか？
[ 注意 ] 飲酒をしての運転は絶対にしないでください。
[ その他 ] ワインの他に、ソフトドリンクもございます。

公開講座　タケダハムウインナー作り教室
[ 開講日 ] 9 月 29 ㈯ 10:00 ～ 12:00( 受付 9:30 ～ )　[ 定員 ] 30 人（先着順）
[ 費用 ] 300 円（当日支払）　[ 講師 ] タケダハム㈱　専属社員
[ 場所 ] LIC はびきの 3 階 視聴覚室
[ 申込期間 ]  8 月 7 日㈫～ 9 月 22 日㈯※定員に達しない場合は延長します。
[ 持物 ] エプロン・三角巾・飲み物・紙皿・割り箸
　　　  ※試食できます。食品衛生上持ち帰りは不可。
[ 内容 ] 無塩せきウインナーがどのように作られるのか、どんな味がする
のか、手作りを体験してみてください。実際に、工場で使われているお肉、
香辛料を使って、ウインナーを作ります。

大画面で講座を見てみよう
ご注意　講義を撮影した映像を見ていただきます。講師の登壇はありません。
[ 定員 ] 15 人（先着順）　[ 場所 ] LIC はびきの 2 階 学習情報室
[ 費用 ] 無料（入場整理券が必要。各日 9:00 ～ 1 階市民大学カウンターにて配布）
[ 対象 ] 市民大学受講生以外の方、他市の方も入場可。
[ 上映講義 ]　下記の各日 10:30 ～ 12:00、13:00 ～ 14:30

8月7日
㈫

【午前】西国三十三所観音巡礼と文学　講師／四天王寺大学 教授 源健一郎
【午後】『古事記』をよむ～神々の代の物語～天地の初め
　　　 講師／関西医療大学 非常勤講師 南山かおり

8月8日
㈬

【午前】世界遺産・古都奈良の文化財をめぐる～平城京跡～
　　　 講師／阪南大学流通学部 教授 来村多加史

【午後】司馬遼太郎の描いた西郷隆盛（『竜馬がゆく』など）講師／作家・文芸ソムリエ 土居豊

8月9日
㈭

【午前】サクラクレパス 96 年の歩みとこれから
　　　 講師／株式会社サクラクレパス 代表取締役社長 西村彦四郎

【午後】西洋美術における神話と象徴～絵画の謎を解く～　講師／大阪芸術大学 准教授 木村和実

陵南の森公民館グループ連絡協議会公開講座
 ■朗読学習会（朗読の例会を見学し、活動を体験）　日時  8 月 23 日㈭　14:00 ～16:00
　 会場  視聴覚室（2 階）　定員  10 人　持物  なし　申込  8 月1日㈬～22 日㈬
　 朗読ボランティアグループ羽曳野（橋本千文）携帯 080-5300-4312
 ■陶芸実習（お皿、お茶碗の制作）　日時  9 月 22 日㈯　13:30 ～14:30
　 会場  実習室（2 階）　定員  5 人　持物  なし　申込  9 月1日㈯～ 9 月15 日㈯
　 陶雅クラブ（岡田　甫）携帯 090-1146-1944
 ■日常英会話（日常会話を中心に、聞く・話すを練習）　日時  9 月 3 日㈪　19:00 ～20:30
　 会場  視聴覚室（2 階）　定員  3 人　持物  辞書（あれば）　申込  8 月10 日㈮～ 8 月 24 日㈮
　 英会話サークル（友田　均）携帯 090-5965-1469
 ■生け花（四季の花を生け、仲間との団欒も楽しく）　日時  9 月14 日㈮　18:00 ～20:00
　 会場  実習室（2 階）　定員  3 人　持物  なし　申込  9 月1日㈯～ 9 月12 日㈬
　 たちばなクラブ（石橋好子）携帯 090-3033-0048
 ■子供の為のダンスレッスン（年中～小 3 のダンス好きなお友達集まれ）
　 日時  10 月 6 日㈯、13 日㈯　13:00 ～14:30　 会場  第 2・3 研修室（2 階）　定員  20 人
　 持物  室内用の靴、運動しやすい服装、水筒、タオル
　 申込  8 月 6 日㈪～10 月 5 日㈮　ジャズダンスキッズⅠ（島田愛子）携帯 080-6140-1645
 ■子供の為のダンスレッスン（小 4 ～中 3 のダンス経験者大歓迎 ）
　 日時  10 月 6 日㈯、13 日㈯　15:00 ～16:30　 会場  第 2・3 研修室（2 階）　定員  20 人
　 持物  室内用の靴、運動しやすい服装、水筒、タオル
　 申込  8 月 6 日㈪～10 月 5 日㈮　ジャズダンスキッズⅡ（和田かおり）携帯 090-5153-4642
　 対象　市内在住・在勤・在学の方　費用　各講座 無料　定員になりしだい締め切ります。
　 ※受付時に氏名、住所、電話番号、年齢が必要です。

陵南の森公民館グループ連絡協議会公開講座（公民館共催）
 ■陵南子供習字（正しい筆順で美しい字をめざして）
　 日時　8 月18 日㈯ 9:30 ～11:30　会場　視聴覚室（2 階）　定員　10 人　持物　なし
　 申込　8 月1日㈬～ 8 月17 日㈮　陵南子供習字（廣瀬五月）携帯 090-4767-1462
　 対象　市内在住・在勤・在学の方　費用　無料　定員になりしだい締め切ります。
　 ※受付時に氏名、住所、電話番号、年齢が必要です。

陵南の森老人福祉センター
会場　陵南の森老人福祉センター２階大広間
費用　無料
対象　市内在住 60 歳以上で、老人福祉センター

使用証をお持ちの方。
※使用証は、陵南の森老人福祉センター事務所の

窓口で交付しますので、免許証・保険証など本
人確認ができるものをご持参ください。

ヘルシー体操　公開教室
  ヘルシー体操・ストレッチ体操で楽しく運動
しませんか。
日時　8 月 22 日㈬  14:00 ～15:00
持物　バスタオル・水分補給用飲料・靴下着用・

運動のしやすい服装
申込・問 合せ　矢戸　☎ 090-5368-3785　
書道クラブ　公開教室
  好きな一文字、書きましょう
日時　8 月 8 日㈬  13:00 ～15:00
持物　なし
申込・問 合せ　堂後　☎ 953-6660
陵南の森ダンスクラブ　公開教室
  楽しい音楽でダンスしましょう
  若い頃経験がある人･初心者歓迎
日時　8 月 24 日㈮  14:00 ～15:00
定員　10 人
申込・問 合せ　柴原　☎ 090-8570-9079
　　　　　　　※ 8 月17 日㈮  申込締切

第 35 回 陵南ふれあいフェスタ　のど自慢大会参加者募集
　市民のみなさま、のど自慢に出演しませんか。おひとりさまから、ファミリー、グループまでご参加おまちしています。
日時　９月 29 日㈯  9:00 ～13:00　　費用　無料　　定員　50 人　　場所　陵南の森公民館　２階研修室　　対象　羽曳野市民（年齢制限ありません）
申込　８月 28 日㈫10:00 ～12:00（９:55 開場）※代理の申込は「住所、氏名、電話番号、生年月日、曲名、歌手名」が必要。電話の申込は不可。
問合せ　陵南の森老人福祉センター　☎ 952-2751　　その他　※１人１曲２コーラス（通信カラオケＤＡＭより選曲）
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●問合せ●
政策推進課（市役所本館３階） 
☎ 072-947-3801（直通）

【メール】the60th@city.habikino.lg.jp

その他詳細は、市ウェブサイトに掲載しています。

● 募集テーマ「四季折々、はびきのの道」
本市には、最古の官道「竹内街道」や京都から高野山へ至る巡礼の道「東高野街道」、かつては飛鳥
の都と難波を結んだ流通の道「長尾街道」など、古墳とともに古くから守られてきた多くの街道が
あります。歴史や文化が息づき、人々の営みを感じられる街並みなど、後世に残したい道の風景を、
季節とともに自由に表現してください。

平成31年1月に羽曳野市が市制施行60周年を迎えることを記念して、
「絵画・写真コンテスト」を実施します。奮ってご応募ください！

市制施行60周年記念事業「絵画・写真コンテスト」

羽曳野　60周年　絵画写真

作品募集！

募集期間 平成30年 8月 8日㈬～10月19日㈮ 応募対象者【絵画部門】高校生以上　【写真部門】どなたでも

応募作品

・未発表かつ応募者本人による作品に限る
・1人1点まで（絵画・写真で1点ずつの応募は可）
・羽曳野市内を描いた（撮影した）作品に限る
・他のコンテストとの重複応募不可

応募方法

・応募用紙に必要事項を記入し、作品の裏面に貼付の
上、持参または郵送で応募

　（団体での取りまとめ応募可）
※応募用紙は市ウェブサイトに掲載および市内各施設に配架（入
手が難しい場合は担当まで）

作品規定
絵画部門

・平面作品に限る（キャンバスもしくは画用紙などの紙を使用）
・サイズは652mm×652mm以内
　（キャンバスS15号以内）※縦横自由

・画材自由（消えやすい画材は使用不可）

作品規定
写真部門

・プリント写真に限る（電子データでの応募不可）
・サイズは、四つ切・ワイド四つ切・A4のいずれか
　※縦横自由
・カラー・モノクロいずれでも可
・組写真・合成写真・加工写真は不可
　（トリミング、明度・彩度の補正は可）

各賞
【絵画部門】【写真部門】各7点・合計14点
・金賞：副賞（賞金１万円・ステーキ肉１万円相当）　・四季賞（春賞・夏賞・秋賞・冬賞）：副賞（ステーキ肉１万円相当）
・特別賞（市長賞）：副賞（60周年記念ワイン）　　���・特別賞（審査委員長賞）：副賞（60周年記念ワイン）

結果発表 11月頃郵送にて通知（予定）
※受賞された方の氏名（雅号・ペンネーム）・住所（市区町村まで）・性別・年齢は、広報はびきのおよび市ウェブサイト上で公開

作品展示
平成30年12月11日㈫～12月16日㈰：陵南の森総合センター１階
平成31年１月5日㈯～１月10日㈭：LICはびきの　アトリウム
※応募総数によっては全作品を展示できない場合あり

募集要項は、市内各施設のほか、市役所本館 3 階
政策推進課でも配布しています。

第15回 日本武尊・白鳥伝説 三市交流事業の参加者を募集します
　日本書紀の白鳥伝説に由来する、三重県亀山市・奈良県御所市・羽曳野市の３市は、「日本武尊・白鳥伝説ゆかりの地、
御陵のあるまち」という縁から平成10 年に都市間交流の合意書を交わしました。
　平成11年以降、白鳥が舞い降りた 3 市間において、歴史・文化を契機とした友好を図り、夢育むまちづくりを目指し
幅広い分野で交流を図るため、亀山市・御所市・羽曳野市の順に三市交流事業を開催してきました。
　今年度は、羽曳野市で開催します。市民の皆さんのご参加をお待ちしています！

日 時
平成 30 年 10 月 14 日㈰　
羽曳野市役所に 9：30 集合　17：00 解散（予定）
※雨天決行　※はびきのの夕べへはバスで移動。

対 象 市内在住の方。※中学生以下は保護者同伴。
定 員 30 人（応募者多数の場合は抽選。後日、当落を通知します。）
参 加 費 無料（昼食弁当（お茶付き）・参加記念品あり）

主な内容

・「スーパーカブキ ヤマトタケル」の講演
・峯ヶ塚古墳内の見学　・白鳥陵見学
・「世界遺産登録に向けての説明及び PR」
・はびきのの夕べ見学　 ※雨天の場合一部変更があります。

申 込
問 合 せ

往復はがきに必要事項①～⑦を記入して投函してください。
※８月 30 日㈭消印有効
なお、一枚のはがきで２人まで申し込みができますが、その場合、
同伴者の情報①～⑦もご記入ください。

印
字
し
ま
す
の
で

無
記
入
で
お
願
い

し
ま
す

【往信面】

〒 583-8585
羽曳野市誉田 4-1-1
羽曳野市役所
市民協働ふれあい課　宛

（3 市交流事業参加申込）

往信

①氏名（ふりがな）
②性別
③年齢
④郵便番号
⑤住所
⑥自宅電話番号
⑦当日連絡用の
　携帯電話番号

【返信面】

郵便番号
申込者住所
申込者氏名

返信

羽曳野市市民人権部市民協働ふれあい課
〒 583-8585　羽曳野市誉田 4丁目1番1号　☎ 072-958-1111（内線1060）
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府民お問合せセンター  ☎ 06-6910-8001
※訓練当日（9 月 5 日）は、電話がつながりにくく
なることがあります。

11:00 地震発生 !!（想定）
→館内放送や屋外スピーカーなどでお知らせ

11:03 大津波警報発表
→訓練用のエリアメール、
　緊急速報メールが届きます。
　※緊急地震速報のブザー音ではありません。

11:15 羽曳野市からの訓練情報

９月 5日 ㈪９月 5日 ㈬

○マナーモードでも着信音が鳴ります。
　※映画館などでは電源を切ってください。
○ 携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社に
お問い合わせください。

[ 主催：大阪 880 万人
　　　 訓練実行委員会 ]

訓練一斉実施 !!

問
合
せ

（
注
意
）

●問合せ● 観光課 ☎ 072-958-1111 内線 2760

はびきの軽トラ市

16:00
　　～20:00

高鷲駅北側ロータリー
8月26日㈰

● 出演者の都合に
より変更になる場合があります。
●イベント内容などの詳細は、ウ
ェブサイトで確認するか、お問い
合わせください。

お笑いライブに

「アインシュタイン」登場！

（よしもとクリエイティブエージェンシー）

納涼祭納涼祭

熱中症とは？
　熱中症とは、湿度が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウ
ムなど）のバランスが崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、
体温の上昇、めまい、体のだるさ、ひどい時には、けいれんや
意識の異常など、様々な障害をおこす症状のことです。家の中
でじっとしていても室温や湿度が高いために、体から熱がにげ
にくく熱中症になる場合があります。

こんな時はためらわずに救急車を呼んでください
☆自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、
　動けない場合

☆意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの
　症状を発見された方

☆予防のポイント☆
□ 部屋の温度をこまめにチェック！
   （普段過ごす部屋には温度計を置くことをお勧めします）

□ 室温 28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手
　 に使いましょう！

□ のどが渇かなくても、こまめに水分補給！

□ 外出の際は、体をしめつけない涼しい服装で、日よけ
　 対策も忘れずに！

□ 無理をせず、適度に休憩を！

□ 日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

＜問合せ＞  
● 柏原羽曳野藤井寺 消防組合消防本部 ☎ 072-958-0119
●健康増進課 ☎ 072-956-1000

熱中症にご注意羽 曳 野 市
空家バンク制度

　この制度は、本市の空家問題を解消し、地域の
活性化を推進するため、空家等の有効活用を促進
することが目的です。
　本制度を通じて、売却・賃貸を希望される空家
等所有者の物件情報や、空家等の取得・利用を希
望される人々のニーズ等の情報を登録し、全国に向
けて幅広く情報提供していくことで、空家の所有者
と希望者のマッチングを推進していきます。
　羽曳野市で、空家等を所有している方、空家等を
お探しの方は、空家バンクへ登録をお願いします。

対 象 物 件 空家・空地・空室・空店舗

都市開発部　建築住宅課　住宅政策推進室　
☎ 072-958-1111 （内線 2270 ～2274）

空家等の所有者 物件登録
・
閲覧

希望登録
・
閲覧

希望情報 物件情報
「売りたい！」
「貸したい！」

空家等の希望者

「買いたい！」
「借りたい！」

⇒⇒
⇒

⇒
羽曳野市
空家バンク
ウェブサイト

※市は交渉および契約に関与しません。

※「大阪版・空家バンク」
にも掲載

マッチング後は当事者で交渉・契約
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すくすく 子育て支援
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録

※お知らせや各種申
し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

4月2日㈪　子育て支援センターふるいち、むかいのは
新年度準備のため、「広場」はお休みです。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

おはなしの広場

よっといで３才児

ひつじさんと
一緒に

㈪㈬㈭10:00～11：30、
㈭のみ15:00～16:15も開放
就学前の子どもとその保護者対象
※2日㈭、22日㈬はお休み
　（ももんちゃんの日もお休みになります）
※1日㈬　身体測定　※29日㈬　誕生会

お休みです

9日㈭　11：00～11：30 

2日㈭　10：00～11：30  「しゃぼん玉で遊ぼう」
場所‐青少年児童センターグラウンド
　雨天：青少年児童センター2階
持物‐着替え・タオル・お茶・帽子
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成26年4月2日～平成27年8月31日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

━

22日㈬　10：00～11：30
（平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれ）

お休みです
（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）

2日㈭　10：00～11：30　「しゃぼん玉で遊ぼう」
（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ）
場所‐青少年児童センターグラウンド
　雨天：青少年児童センター2階
持物‐着替え・タオル・お茶・帽子

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん
（2歳児）

よっといで3才児
と一緒に

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可
■ 日時　8月2日㈭、9月13日㈭ 14:00～16:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

保育ボランティア（有償）募集
保育ボランティアを募集しています。（有償ボランティア）

「子育て講座」などに伴う保育のお仕事です。資格の有無は問いま
せん。詳しくは子育て支援センターふるいち・むかいのまでお問い
合わせください。

資格不要

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━

━

━

━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

1 歳 児 教 室

2 歳 児 教 室

3 歳 児 教 室

あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場

誕 生 会

おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※7日㈫、28日㈫はお休み
※20日　身体測定（毎月第3㈪です）

㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※身体測定15日（毎月第3㈬です）
※8日㈬は、「あそびの広場」のためお休みです。

㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
9日、23日は2歳児　2日、16日、30日は1歳児

お休みです。が、2日㈭、16日㈭はプールです。

お休みです。が、9日㈭、23日㈭はプールです。

7日㈫　「プールであそぼう」

8日㈬　「えのぐあそび」

28日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん きてね♪
※毎月第4㈫

20日㈪　（8月生まれのお友だち）
※毎月第3㈪です

27日㈪　※毎月第4㈪

病後児保育病後児保育 当日利用可能

休園日のお知らせ 8月11日㈯～8月15日㈬  まで休園させていただきます。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団生活が困難な期間、
看護師や保育士が一時的に保育します。

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ

■ 利用時間

1人1日1,000円（0歳～学童）
※延長30分300円
非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子どもは半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

☎ 072-937-0016
FAX 072-937-5716日 時

内 容
場 所

9月3日㈪　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど
四天王寺悲田院保育園

＊子育てサロン （対象）3、4カ月～1歳前後

・8月のサロン・親子教室はお休みです
・子育てサロンは９月です

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517・FAX 072-950-3457）

毎週㈫㈮10:00～11:30（7、14、17日は除く）
8月はプールを開放します

園庭開放時間など……

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施
● 申込 ： お申し込みの必要はありません。

日 時
内 容
場 所

17日㈮　10：15～11：30
ふれあいあそび、おたんじょう会、季節のうた　など
MOMOプラザ

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

9月10日㈪　10：30～11：30
製作、季節のうた、おはなし　など

＊1歳親子教室 （対象）平成28年4月～平成29年3月生まれ

日 時
内 容

9月13日㈭　10：30～11：30
製作、季節のうた、おはなし　など　（雨天：室内あそび）

＊2～3歳親子教室 （対象）平成26年4月～平成28年3月生まれ
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター メール配信登録
※お知らせや各種申

し込みの抽選結果
をメールで受け取
れます。

はびきの子育てネット
※『てとてと』は、サイ

ト内「配布物」にア
ップしています。

4月2日㈪　子育て支援センターふるいち、むかいのは
新年度準備のため、「広場」はお休みです。

妊娠・出産・育児期の困りごと（育児不安、育児ストレス、家事でお困りな
ど）を抱える家庭に、支援者が訪問するサービス※無料

～訪問までの流れ～
希望者から支援を受けたい旨の申し出→こども課で本支援の必要性を
判断→具体的なサービス（内容、期間など）を決定→訪問支援を開始

養育支援訪問事業 こども課 ☎072-958-1111 （内線1221・1253）

支援センターむかいの
（向野523　☎ 090-8880-0058・FAX 072-953-6361）

※同センター「ふるいち」「むかいの」
のスケジュールなどは、センター
ニュース『てとてと』か、はびきの
子育てネット（子育て支援センタ
ーのページ）をご覧ください。

━

━

━

み ん な の 広 場

あ そ び の 広 場

おはなしの広場

よっといで３才児

ひつじさんと
一緒に

㈪㈬㈭10:00～11：30、
㈭のみ15:00～16:15も開放
就学前の子どもとその保護者対象
※2日㈭、22日㈬はお休み
　（ももんちゃんの日もお休みになります）
※1日㈬　身体測定　※29日㈬　誕生会

お休みです

9日㈭　11：00～11：30 

2日㈭　10：00～11：30  「しゃぼん玉で遊ぼう」
場所‐青少年児童センターグラウンド
　雨天：青少年児童センター2階
持物‐着替え・タオル・お茶・帽子
3歳以上の子どもとその保護者対象

（平成26年4月2日～平成27年8月31日生まれ）

■実施場所：青少年児童センター（向野3-1-33）

━

━

━

━

22日㈬　10：00～11：30
（平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれ）

お休みです
（平成28年4月2日～平成29年4月1日生まれ）

2日㈭　10：00～11：30　「しゃぼん玉で遊ぼう」
（平成27年4月2日～平成28年4月1日生まれ）
場所‐青少年児童センターグラウンド
　雨天：青少年児童センター2階
持物‐着替え・タオル・お茶・帽子

ももんちゃん
（0歳児）

ぺんぎんさん
（1歳児）

ひつじさん
（2歳児）

よっといで3才児
と一緒に

★おひさま広場　対象の年齢の子どもとその保護者／親子で遊ぼうね！

はびきのファミリーサポートセンター＜協力会員募集＞
子育ての援助をしてくださる会員を募集しています。

古市4-2-9（子育て支援センターふるいち内） ☎・FAX 072-956-4943

こども家庭サポーター子育て相談　※電話、来所のどちらでも可 
■ 日時　8月2日㈭、9月13日㈭ 14:00～16:00
■ 場所　市役所別館2階プレイルーム

羽曳野市こども家庭サポーターの会　☎ 072-957-6000

■ 受付時間　㈪～㈮ 9:00～17:30（㈷、12月29日～1月3日を除く）
こども課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837

児童虐待の疑いなど「おかしい」と思ったら

白鳥児童館白鳥児童館
お部屋でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。午前中はちいさな
お友達もゆっくり遊べますよ。自由にお越しください。

利用時間：月～土 9：00～17：00
翠鳥園2-9-101　☎ 072-957-4900

保育ボランティア（有償）募集
保育ボランティアを募集しています。（有償ボランティア）

「子育て講座」などに伴う保育のお仕事です。資格の有無は問いま
せん。詳しくは子育て支援センターふるいち・むかいのまでお問い
合わせください。

資格不要

<各広場・保育室の開放時間>　※曜日、対象年齢は表を参照
・広　場　 ㈪～㈮10:00～11:30 ※㈷を除く
・保育室 　㈬～㈮14:00～16:00 ※㈷を除く

支援センターふるいち（古市複合館）
（古市4-2-9　☎ 072-958-3308・FAX 072-958-3350）

━

━

━

━

━

━

━

━

━

み ん な の 広 場

よ ち よ ち 広 場

わ ん ぱ く 広 場

1 歳 児 教 室

2 歳 児 教 室

3 歳 児 教 室

あ そ び の 広 場

双 子 の 広 場

誕 生 会

おはなしの広場

㈪㈫㈮　就学前の子どもとその保護者対象
※7日㈫、28日㈫はお休み
※20日　身体測定（毎月第3㈪です）

㈬　0歳～1歳半未満の子どもとその保護者対象
※身体測定15日（毎月第3㈬です）
※8日㈬は、「あそびの広場」のためお休みです。

㈭　隔週で年齢別（1歳児・2歳児）
9日、23日は2歳児　2日、16日、30日は1歳児

お休みです。が、2日㈭、16日㈭はプールです。

お休みです。が、9日㈭、23日㈭はプールです。

7日㈫　「プールであそぼう」

8日㈬　「えのぐあそび」

28日㈫　双子ちゃん、三つ子ちゃん きてね♪
※毎月第4㈫

20日㈪　（8月生まれのお友だち）
※毎月第3㈪です

27日㈪　※毎月第4㈪

病後児保育病後児保育 当日利用可能

休園日のお知らせ 8月11日㈯～8月15日㈬  まで休園させていただきます。

㈪～㈮　9：00～17：00（電話可）■ 予約受付時間

通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団生活が困難な期間、
看護師や保育士が一時的に保育します。

通常保育 8：00～18：00（7：30～8：00、18：00～19：00の延長可能）
当日保育 9：00～17：30（延長不可）
土曜日保育 8：00～17：00（当日利用および延長不可）※保育園通園児童のみ

■ 利用時間 

1人1日1,000円（0歳～学童）
 ※延長30分300円
非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降の子どもは半額

■ 利用負担金 送迎応相談。
詳しくはお問い合わせください。

NPO法人サポートネットワーク
ぬくもり

 ☎  072-937-0016
FAX 072-937-5716日 時

内 容
場 所

9月3日㈪　10：30～11：30 （12:00まで開放）
ふれあい遊びなど
四天王寺悲田院保育園

＊子育てサロン （対象）3、4カ月～1歳前後

・8月のサロン・親子教室はお休みです
・子育てサロンは９月です

四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ
（学園前 6-1-1　☎ 072-957-7517・FAX 072-950-3457）

毎週㈫㈮10:00～11:30（7、14、17日は除く）
8月はプールを開放します

園庭開放時間など……

場所の記載がないものは「四天王寺悲田院　研徳田ホール」で実施
● 申込 ： お申し込みの必要はありません。

日 時
内 容
場 所

17日㈮　10：15～11：30
ふれあいあそび、おたんじょう会、季節のうた　など
MOMOプラザ

＊すこやか広場 （対象）乳児から就学前まで

日 時
内 容

9月10日㈪　10：30～11：30
製作、季節のうた、おはなし　など

＊1歳親子教室 （対象）平成28年4月～平成29年3月生まれ

日 時
内 容

9月13日㈭　10：30～11：30
製作、季節のうた、おはなし　など　（雨天：室内あそび）

＊2～3歳親子教室 （対象）平成26年4月～平成28年3月生まれ

施設名 未就園児教室名 電話（市外局番072） あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）
「水遊びをしよう！（着替え・水筒を持ってきてね）」古 市 幼 稚 園 う さ ぎ 組 958-3359 8月23日㈭ 9：30～10：30
「水遊びを楽しもう（着替え・水筒を持ってきてね）」古 市 南 幼 稚 園 たん ぽ ぽ 広 場 958-7616 8月  2日㈭ 9：30～10：30

「水遊びをしよう」西 浦 東 幼 稚 園 にこにこくらぶ 957-7200 8月  3日㈮ 9：30～10：30

丹 比 幼 稚 園 チューリップ教室 954-0230 「水遊びをしよう！」8月  2日㈭ 9：30～10：30
埴 生 南 幼 稚 園 ひよこ組 教 室 957-0212 8月  2日㈭ 10：00～11：00「水遊びをしよう！」

白 鳥 幼 稚 園 なかよしランド ひよこ組 958-2601 「水遊びをしよう」8月  7日㈫ 9：30～10：30

「水遊びをしよう！（水着・タオル・ビーチサンダルを持ってきてね）」駒 ヶ 谷 幼 稚 園 わ くわ く体 験 958-8776 8月  9日㈭ 10：00～11：00
「水遊びをしよう！」        西 浦 幼 稚 園 あ ひ る 教 室 958-3538 8月  2日㈭ 9：00～10：00

埴 生 幼 稚 園 ぴよぴよくらぶ 955-1062 「水遊びをしよう」8月  2日㈭ 9：30～10：30

こども未来館たかわし（認定こども園） う さ ぎ 組 955-0730 ｢水遊び＆走りっこ(着替え・水筒を持ってきてね）」8月28日㈫ 9：30～10：30

8月21日㈫恵 我 之 荘 幼 稚 園 う さ ぎ 教 室 938-0017 「水遊びをしよう」10：00～11：00
高 鷲 南 幼 稚 園 げんきっきくらぶ 955-1624 「水遊びをしよう！（着替え・水筒を持ってきてね）」8月  2日㈭ 9：30～10：30

高 鷲 北 幼 稚 園 たんぽぽくらぶ 938-5577

●こどもステーション8月の予定 事前予約

※ 8月13～16日はお休みです。
ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（市役所南側）

☎・ＦＡＸ 072-957-1114（FAXでの申込可）詳細はお問い合わせください。 

※会場の記載のないものは、「こどもステーション」で実施

6日㈪ 時間要相談　「ひとりで悩まないで相談室」　
　参加費：1人1時間まで3,000円（会員半額）

4・18・25日㈯ 11:00～12:00　「さんすう科学くらぶ」　
　会費：月3,000円(教材費別途)　対象：幼児から　※体験有200円
4・18日㈯ 13:30～15:00　「図工くらぶ」　
　会費：月2回3,000円（教材費別途） 対象：幼児～どなたでも ※体験有500円

18日㈯ 10:30～12:00　「科学であそぼう」　
　身近なもので科学の不思議を体験しよう！参加費:500円（材料費込み）

25日㈯ 14:00～15:00　「英語くらぶ」　
　歌や絵本、ゲームで英語を身近に！ 会費:月2回2,000円 ※体験有500円

10日㈮～12日㈰　行先：奈良県つり橋の里キャンプ場
　「キャンプに行こう！！」　みんなで2泊3日の大自然の中での生活を楽しもう。
　詳しくは問い合わせください。

4・18・25日㈯ 10:00～10:50　「国語くらぶ」　
　読む・書く・見る・聞く・話すことで国語力を身につけよう！
　会費:3,000円（要教材費） ※体験有500円

24、31日㈮ 17:30～20:00　4、18、25日㈯ 11:00～13:00　「こどものふれあい広場」
　学習支援とこども食堂　みんなで一緒にごはんをつくろう。　要参加費（保険・食事代）

㈪～㈮ 10:00～16:00　「一時保育」　※要登録、予約は前日まで
1時間あたり：乳幼児500円～、学童300円～
会員登録の方は㈯ ㈰ ㈷時間外保育、送迎も可

20・27日㈪ 16:00～17:00 「こどもの手編みくらぶ」
　会費：月1回700円（教材費別途） 対象：小学生以上 ※体験有500円
24日㈮ 10:30～13:00 「こどもクッキング」 「お昼ごはんをつくろう」
　1人600円（小学生以上）同伴の大人1人400円
　幼児は保護者といっしょで800円（材料費込）

7月28日㈯～8月1日㈬ 「水泳教室」　会場：西浦東小学校（予定）　
　目指せカナヅチ克服‼　詳しくは問い合わせください。

毎週㈬㈭㈮ 12：00～13:30　「kiMaMaカフェ」 歌おう会は第2・第4㈮に
ふれあいレストラン(デザート・飲み物付き)※事前予約で別日も可。

つどいの広場　8月

施設名 電話（市外局番072） 園庭開放※健康相談は要予約 楽しい親子教室育児相談

坂門ヶ原保育園 956-6246 18日㈯ 雨天中止  10：00～11：30 開園中常時9:30～17:00（要予約）

陽 気 保 育 園 954-9630 ㈪～㈮13:00～15：00（要予約）

高 鷲 保 育 園 953-3883 10：00～11：30㈪㈫㈭ 開園中常時 7日㈫ 10：00～　プール※水着、タオルの用意

誉 田 保 育 園 958-2525 第4㈯ 10：00～11：30 ※園庭開放と同時に
　室内(ホール)開放も行います。(雨天可)

郡 戸 保 育 園 7日㈫ 10：00～11：00　プール開放7日㈫　プール開放938-5280

はびきの保育園 958-3328 3日㈮ 10：00～ 子育てサロン「水遊び」雨天：ボーリング

島 泉 保 育 園 953-4624 8日㈬ 10：00～ 子育てサロン「水あそび」

軽 里 保 育 園 958-3338
下 開 保 育 園 958-3318

四天王寺悲田院保育園 957-7517 10：00～11：30 8月はプールを開放します。㈫㈮
※7、14、17日を除く

ベビーハウス社協保育園 930-0240

高 屋 保 育 学 園
（認定こども園） 957-1234

㈪～㈮
10：00～11：00
（健康相談含む）

開園中常時

㈪～㈮開園中常時
（要予約）

向 野 保 育 園 953-2071

あおぞら保育園 950-1105 10：00～11：0023日㈭

保
育
施
設
の
子
育
て
支
援

●着替え・タオル・水筒・うわぐつをお持ちください。　●雨天時はどの園も室内で行います。

NPO法人サポートネットワークぬくもり あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

● あいあいルーム ＜開放時間＞㈫㈬㈮10：00～16：00

10日㈮　10：30～11：30 水遊び

17日㈮　10：30～11：30 水遊び

24日㈮　10：30～11：30 水遊び

31日㈮　10：30～11：30 スーパーボールすくい遊び
NPO法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲 5-422-22　☎・ＦＡＸ 072-939-1625

● つどいの広場　カンナ ＜開放時間＞㈪㈬㈮（㈷を除く）
10：00～12：00、14:00～16:00

  7日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、誕生日会、水遊び。
＊持物：タオル、着替え、お茶

28日㈫ 10：30～11：30 えほん・あらかると　絵本の読み聞かせ、リズム遊び、水遊び。
＊持物：タオル、着替え、お茶

23日㈭ 10：00～12：00〈夏休み工作③〉　木のおもちゃを作ろう！
無料　先着15人　木のおもちゃを作る。

小学生（1,2年生は保護者同伴）申込：6日㈪～8日㈬ ☎9：00～17：00

  9日㈭ 10：30～12：00〈夏休み工作②〉　木の貯金箱を作ろう！
無料　先着15人　木の貯金箱を作る。

小学生（1,2年生は保護者同伴）申込：1日㈬～3日㈮ ☎9：00～17：00

㈪～㈮　10：00～16：00 子育て何でも相談（電話可）
第2㈫　10：00～12：00 就労相談～子育て中の再就職～

その他の
お知らせ

子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　☎・ＦＡＸ 072-957-3282　http://kosodate-kurumi.com 

● くるみ ～手をつなぐ子育て～ ＜開放時間＞㈫㈬㈭ 10：00～16:00
12：00～14：00は園児昼寝

教
育
施
設
の
子
育
て
支
援

○お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。

羽 曳 が 丘 幼 稚 園 かん が るー 組 958-7201

８月の予定：園庭開放
園庭で水遊びを楽しむこともできます。
ビニールプールを用意しています。
ぜひお越しください。
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市立休日急病診療所健
ふ みり-ぁ

☎072-956-1000
（保健センター2階）

■内科・小児科・歯科
　診 療 日／日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／10:00～12:00、13:00～16:00
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診 療 日／土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間／18:00～22:00（受付は17：30～21:30）

■小児救急電話相談
　☎＃8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　☎06-6765-3650
　　　　　　　　（IP電話・ダイヤル回線など）

■救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・
　　　　　　　　　　　　　携帯電話・PHS）
　☎06-6582-7119
　　　　　（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

康

このページに
ついて詳しくは
ウェブサイト
を参照。

●検診（健診）は年度内に各 1 回。定員になり次第締切。FAX 申し込みは不可。

◆定期健康相談・栄養相談 8 月 6 日㈪ 午前中 ※要予約

【学ぶで～ 健康シリーズ（随時受付中！）】
教室を受講してあなたの健康度をアップしましょう☆
特定健診を受診してこの教室を受講すると健康マイレージに
応募できますよ。

　[ 対象 ] 羽曳野市民

★学ぶで～スクエアステップ ( 運動メニュー )
　1 辺 25cm の正方形を横 4 個×縦 10 個の計 40 個並べた
マットを利用し、そのマス目を踏むだけのシンプルな運動です。
[ 日時 ] 9 月 20 日㈭ 13:30 ～ 15:30（13:15 ～受付）
[ 場所 ] 市役所別館 2 階　[ 定員 ] 30 人（先着順）

その他の教室メニュー

歯科メニュー
13:20 ～ 15:30
（13:00 ～受付）

学ぶで～歯科
場所：保健センター
※歯科健診つきで、歯科清掃

用具の使い方も聞けます！
自分の虫歯菌もみれますよ。

9 月 7 日㈮

運動メニュー
13:30 ～ 15:30
（13:15 ～受付）

学ぶで～ウォーキング
場所：峰塚公園
雨天時：保健センター

10 月 31 日㈬

11 月～ 3 月分はウェブサイトまたはちらしをご覧ください。

保健センター外壁等改修工事のお知らせ
9 月（予定）まで保健センター外壁等改修工事のため、保健センターの駐車場および駐輪場が利用できません。ご迷惑をおかけ
しますが、市役所駐車場および駐輪場をご利用ください。

＜

無
料＞

ＨＩＶ・梅毒即日検査 
（梅毒検査のみは不可）

毎週㈬
[ 匿名可・予約不要 ] 9:30 ～ 10:30

＊夜間、土日検査は、chot CAST（チョットキャスト）で実施しています。
　詳しくは保健所へお問い合わせください。

肝炎ウイルス検査　　
予
約
制

第 2、4 ㈬ 13:30 ～
14:30風しん抗体検査　　　　

こころの健康相談（精神科医、精
神保健福祉相談員が相談に応じます）

こころの病気、
アルコール依存症など

医療機関に関する相談 毎週㈪～㈮   9:15 ～ 12:15
13:00 ～ 16:00

＜

有
料＞

水質検査（飲用水・井戸水
・遊泳場水・浴槽水）予

約
制

依頼の際は、
お問い合わせください。室内空気検査（ホルムアルデヒド

・VOC）

腸内細菌検査
（赤痢菌、チフス菌、パラチフス A 菌、
  サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌 O157）

毎週㈪～㈬  9:30 ～
12:00

寄生虫卵検査・ぎょう虫卵検査
予
約
制

毎週㈪～㈭  9:30 ～
12:00

藤井寺保健所 藤井寺市藤井寺 1-8-36  ☎ 072-955-4181
http://www.pref.osaka.lg.jp/fujiiderahoken/ ■生活衛生室　☎ 072-952-6165　　　※いずれも土、日、祝日は除く

胃がん・肺がん・大腸がん集団検診
( 受診時満 40 歳以上の市民 ) 午前中

コロセアム 9 月 13 日㈭ 石川プラザ 9 月 19 日㈬
乳がん・子宮がん集団検診

受診券 ( ピンクもしくは黄色の受診券ハガキ ) が必要
乳がん：1977 年以前の西暦奇数年生まれの女性
子宮がん：1997 年以前の西暦奇数年生まれの女性

コロセアム 9 月 2 日㈰

＜がん検診（集団検診）＞※予約制
平成 30 年 9 月分を受付中
詳細は「平成 30 年度健康だより」か
ウェブサイトを参照

胃・肺・大腸・子宮がん検診は無料
乳がん検診は1,000 円
※生活保護受給者は無料�※受給証明書が検診当日必要

費  

用

きらり☆わたしの美活  場所：保健センター 
　～女性の美しさのヒケツを学んでみませんか？～
[ 対象 ] おおむね 30 ～ 50 歳代の市民（女性）

10 月 11 日㈭
9：30 ～ 15：00

・更年期との付きあい方のお話
・ヒップアップと骨盤底筋を鍛える運動
・美しくなるためのレシピ（昼食付き）
・アンチエイジングにきく正しい歯磨き方法

先着 20 人

5 回コースで、健康増進計画、食育、食中毒予防などのテーマでお話
します。2 回目と 4 回目は簡単な調理実習で、5 回目は家で簡単にで
きる運動が学べます。4 回以上出席の場合は修了証書をお渡しします。

対象：食育に関心があり、ボランティア活動に興味がある市民
　　　5 回とも出席できる方優先

日　程 時　間 内　　容
10 月
30 日㈫

10：00 ～
12：00 開講式、「ボランティアについて」「食中毒予防について」

11 月
6 日㈫

10：00 ～
13：00

栄養の話「健康はびきの２１計画と食育推進計画」、「栄
養の基礎」 　調理実習 ( ヘルシークッキング )

11 月
13 日㈫

10：00 ～
12：00 栄養の話「食事バランスガイド・生活習慣病予防について」

11 月
20 日㈫

10：00 ～
13：00

栄養の話「食育をすすめていくために」「こころとから
だの健康づくり」　調理実習 ( 子どものおやつを作ろう）

11 月
27 日㈫

10：00 ～
12：00

運動指導士による話と実習「運動を生活に取り入れよう !」
修了式

詳しくは羽曳野市ウェブサイト・チラシなどをご覧ください。

キャロット教室 場所：保健センター　定員：先着 20 人
受講料：無料

8月は大阪府の食育推進強化月間です！
毎月 19 日は食育の日
家族で食事を楽しみま
しょう。

予 約 制

おおさか依存症土日ホットライン
～依存症に悩む人への土・日の相談窓口が開設しました～
アルコール・薬物・ギャンブル等依存症に関することでお困りでは
ありませんか？
「依存症に関する電話相談」を毎週土・日曜日に開設しています。
（平日に相談できない方は、ぜひご利用ください。）
依存症は回復が十分可能な病気です。本人や家族だけで抱えこまず、
まずはご相談ください。

電話相談　おおさか依存症土日ホットライン
☎ 0570（061）999　　開設日 毎週㈯・㈰／ 13:00 ～ 17:00
ウェブサイト　こころのオアシス【検索】http://kokoro-osaka.jp/
問合せ　府地域保健課　☎ 06（6944）7524

( 食生活改善推進員養成講座）
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◆乳幼児健康診査◆（会場：保健センター）
　対象児に個別通知します。健診日の２週間前までに個別通知
が届かない方は、健康増進課（保健センター）まで、ご連絡ください。

種　類 日　程 対　象　児

４カ月児 
健康診査

8 月 17 日㈮ 平成 30 年 4月1日～15日生まれ

8 月 31 日㈮ 平成 30 年 4月16日～30 日生まれ

9 月 14 日㈮、28 日㈮ 平成 30 年 5 月生まれ

１歳６カ月児 
健康診査

8 月 28 日㈫、29 日㈬ 平成 29 年 1 月生まれ

9 月 25 日㈫、26 日㈬ 平成 29 年 2 月生まれ

２歳６カ月児 
歯科健康診査

8 月 21 日㈫、22 日㈬ 平成 28 年 2 月生まれ

9 月 11 日㈫、12 日㈬ 平成 28 年 3 月生まれ

３歳６カ月児 
健康診査

8 月 7 日㈫、8 日㈬ 平成 27 年 2 月生まれ

9 月 4 日㈫、5 日㈬ 平成 27 年 3 月生まれ

◆マタニティスクール◆　・定員：20 人（先着順）
[ 日時 ]　＜あさがおコース＞ 　　（会場：保健センター、予約制）

1 回目 8 月 20 日㈪
10:30 ～ 15:00

マタニティクッキング
歯科健診（ランチ付き）

2 回目 9 月 6 日㈭
13:00 ～ 15:30

助産師に聞く
お産のための心と身体の準備

3 回目 9 月 15 日㈯
　９:30 ～ 12:00

沐浴体験
パパの妊婦体験

4 回目 9 月 20 日㈭
13:00 ～ 15:30

赤ちゃんの育て方
先輩ママとの交流

※平成 30 年 11・12 月出産予定の初産婦の方を優先。
※全４回の参加が難しい場合、第 3 回目のみの参加も若干名可能。

◆「ママとベビーの交流会」◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）上のお子さんの保育はありません　

[ 日 時 ] 9 月 20 日㈭　14:00 ～ 16:00
[ 対 象 ] 生後 3 カ月までのベビーとママ
[ 場 所 ] 保健センター 4 階

　身体計測・助産師と保健師による育児相談・
　絵本や遊びの紹介・妊婦さんとの交流会。
◆離乳食講習会◆　※予約制
・定員 15 組（先着順）対象となる乳児のみ保育あり

[ 日 時 ] 8 月 24 日㈮ ・9 月 19 日㈬のいずれか１日  
13:00 ～ 15:30

[ 対 象 ] 4 カ月児健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者
[ 場 所 ] 保健センター  3 階

◆ことばの相談◆　※予約制
「話し出す時に出だしがつまる」「正しく発音できない」「こ

とばを繰り返し言う」「コミュニケーションがとりにくい」など、
こどもの発音・吃音・言葉の遅れなど気になる方は一度ご相談
ください。

◆予防接種◆（接種には母子健康手帳と予診票が必要）
＜集団接種＞（ＢＣＧ）

※ BCG 接種は４カ月児健康診査と同日
４カ月児健康診査をすでに受け、BCG を
接種していないお子さんは、健康増進課

（保健センター）にお問い合わせください。
＜個別接種＞（各医療機関に直接電話で予約）

詳細は「平成 30 年度健康だより」、ウェブサイト参照。

育児相談一口メモ
～水遊び編～

水遊びの季節になりました。太陽の
光を浴び、皮膚から水や空気の刺激
を受けながら水遊びを楽しんで、夏を乗り切りましょう。
■ 水遊びは…
五感を発達させる　　

水に触れることで「冷たいな」や「バシャバシャ音
がするな」などいろいろなことを感じます。

水の中でバランス感覚を養う　　
少しプールをかき混ぜると体が水流に乗ってユラユ
ラを楽しむことができます。

こまめに水分補給を　　
まめに水分補給をし、遊んでいる時も顔色や唇の色を
チェックしてください。

遊んだあとはゆっくり休みましょう　　
体力を消耗しているので眠そうにしていたらゆっく
りお昼寝させてあげましょう。

家族で食卓をかこむ。　
食事の手伝いをする。

「いただきます」「ごちそうさま」
をきっちりと。

「早寝・早おき・朝ごはん」で生活リズムを整える。
行事食などを調べてカレンダーに書き込む。
家庭菜園、料理など体験する機会をもつ。

1

4

2

5

3

6

－もう受けましたか？－

　　　　　8 月は大阪府の食育推進強化月間です！
夏休みは家庭で食育をすすめるチャンス！

やろう！
食育 ～夏休み編～

◦数センチのプールでも
おぼれてしまいます。

◦入浴中・水遊び中は決して目を離さない。「ちょっと
室内に飲み物を取りに…」という場合でも子どもがす
べって溺れてしまう危険は十分にあります。

◦乳幼児だけで浴室には入れない。

◦浴室の入り口に鍵をかける。

◦浴槽の底に、滑り止めシールを張る。

◦祖父母や友人宅でも心掛ける。

い
た
だ
き
ま
す

長い夏休み、なにか１つでもして
みましょう！
今年度ははびきの食育だよりを
偶数月に発行中。

水の事故を予防しましょう
ただし!!
水の事故を予防しましょう
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おいしい水のできるまで　～石川浄水場見学会～
　5 月末から 6 月中旬にかけ、
石川浄水場の見学会に、小学校
4 年生の児童（12 校・858 人）
が参加しました。児童らは、水
道水ができるまでの過程をビデ
オやスライドで学び、実際に試
薬を入れると水の色が変化する
水質実験を体験しました。その後の施設見学では、石川から
の取水のしくみやろ過池、最新の紫外線照射装置等を見学。
浄水場でできたばかりの水を飲むと「おいしい！」と笑顔いっ
ぱいでした。最後は石川浄水場で作った『羽曳野のおいしい
水』をお土産に持って帰ってくれました。
　　　　施設見学（予約制） ℡ 072-958-1111 内線 5013

街かどから・・・

一般男子の部 B 級 一般男子の部 C 級 小学生の部
優　勝 ベッセルズ ビッグダディー 高鷲南子ども会連合会
準優勝 北青クラブ 古市荘園 羽曳山子ども会

第３位 球友クラブ
羽曳山タートルズ

クリーンセンター
ふくやパイレーツ

第 44 回 羽曳野市ソフトボール連盟会長杯大会結果
　4 月初旬から 5 月末にかけ、青少年児童センターなどで
同大会が開催されました。結果は下表のとおりです。

2020 年 東京でのメダルを目標に
　4 月にカナダのモントリオールで行
われたボッチャ・ワールドオープン大
会で、羽曳野市に住む中村拓海さんが
団体戦に出場し優勝（個人戦は 4 位）
しました。社会人となってからはじめ
て挑んだ大会で結果を残すことができ
た拓海さんは『この夏（8 月）、イギリ
スのリバプールで開催される世界選手権で良い成績を残し、
2020 年の東京につながれば』と話され、パラリンピック
で金色に輝くメダルを狙います。

アーバンスポーツ〝BMX〟　国際大会出場　　　
　丹比小学校６年生の池田
光太さんが、４月に広島で
開 催 さ れ た「FISE WORLD 
SERIES Hiroshima 2018」に
出場し、第 5 位に入賞しまし
た。光太さんが出場したフラッ
トランド（Jr）種目では、平
地でアクロバティックな技の
難易度や独創性を競います。

日本語学習で国際交流～みやびの集い～　
　６月 17 日㈰、国際交流ボランティアサークルみやびが
行う日本語教室の第 18 回国際交流パーティーが市民会館
で開催されました。パーティーには、アジア圏を中心に世
界各国から来日された方々が集
い、日本語教室で勉強している
生徒による日本語スピーチや、
沖縄三線の演奏など、たいへん
楽しい一日になりました。

水辺の観察会
　７月１日㈰、石川河川敷で緑の
少年団と南河内水生生物研究会で
水辺の観察会を開催しました。ア
ユやヌマチチブを採集でき、みん
なで観察しました。

安全安心パトロール　見守り活動もうすぐ 12 年
　７月７日㈯、古市小学校で日本財団の助成を受けて購
入したパトロール車の出発式が行われました。古市校区
青少年健全育成連絡協議会の中川代表は「これからも地
域のパトロー
ルを実施する
ことにより、
さらなる安全
安 心 な 地 域
づくりを進め
ていきます。」
と抱負をのべ
られました。

30 年目、悲願の日本一
　6 月 23 日㈯、東京体育館で開催された全日本シニア空手
道選手権（組手部門）で新極真会南大阪支部の中島匡聡 3 段

（61 歳）が優勝されました。“折
れない気持ち”を貫き決勝戦へ、「先
生や仲間の声がよく聞こえまし
た。自分の実力以上の力が出まし
た。」と声援を送り続けた皆さん
に感謝の言葉を述べられました。

わんぱく相撲大阪大会でナンバーワン！
　6 月 9 日㈯、大浜公園相撲場（堺市）
で開催された「第 23 回わんぱく相
撲大阪府決勝大会（小学生 4 年生の
部）」にて、はびきの埴生学園 4 年
生の麻田紗妃さんが見事優勝されま
した。麻田さんは、5 月 5 日に開催
された羽曳野青年会議所主催の「第
28 回わんぱく相撲はびきの場所」
で優勝し、今大会の代表として出場。
参加者 80 人の頂点に輝きました。

©折口裕介
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「こんにちはあかちゃん」に掲載をご希望の方は、①住所 ②赤ちゃんの氏名（ふりがな）③生年月日 ④コメント ⑤撮影者のお名前と続柄 ⑥電話番号
を明記し、⑦画像を添付の上、kouhou@city.habikino.lg.jp までメールをお送りください。メール以外の申込については、お問い合わせください。
＜問合せ＞ 秘書課 広報担当 ☎ 072-958-1111（内線 3333・3340）　

こ
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ん

< 羽曳が丘 >

< 高鷲 >
< 野々上 >

母親の由香さん
撮影撮影

撮影

母親の真由美さん

母親の順子さん

小
こみなみ

南  祐
ゆうひ

陽ちゃん
一
いちみや

宮 陵
りょうしろう

士朗ちゃん 三
み よ し

好 航
こ う た ろ う

太郎ちゃん
平成29 年4月 18日 生まれ

平成29 年10 月 30 日 生まれ
平成29 年 12 月 6 日 生まれ

この笑顔に癒されるよ♪
明るく、心優しい子に育ってね。３人仲良く元気に大きくなってね。

・・・・・ ＨＡＢＩＫＩＮＯ ＣＩＴＹ ＴＯＰＩＣＳ

百花ちゃん（姉）と大志朗ちゃん（兄）と一緒に

一丸となって行政対象暴力を撃退 
　７月２日㈪、市役所にて「第
12 回羽曳野市行政対象暴力対
策連絡協議会」を開催し、北川
市長、羽曳野警察署長、大阪府
警察本部刑事部捜査第四課暴力
団対策室長、大阪府暴力追放推
進センター専務理事ら警察関係
者、大阪弁護士会の対策委員会

弁護士と市管理職員など 33 人が出席しました。暴力団などが、
行政やその職員に対して行う不当な行為（行政対象暴力）を予防
し、排除するため、市・警察・弁護士会が互いに連携し、一丸となっ
て取り組んでいきます。

姉
弟
２
人
仲
良
く
、

広
い
心
で
優
し
い
男
の
子
に
な
っ
て
ね
！

お
姉
ち
ゃ
ん
の
奈
乃
羽
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

NHK ラジオ公開収録「民謡をたずねて」 
　6 月 29 日㈮、LIC はびきので市制施行 60 周年の
記念事業として、日本を代表する民謡歌手が集まり、
会場を訪れた約450人の来場者へ、民謡の魅力をたっ
ぷりとご紹介くださいました。放送は 8/25 ㈯、9/1
㈯、9/8 ㈯でいずれも 12:30 ～ 12:55。（ラジオ第
1 ／ FM ／国際放送）

東日本大震災から 7 年 5 カ月・続く交流

▲ 大島の皆さんと中学校にて ▲ 大島の浸水域ほか ▲ 気仙沼大島大橋（今年度中完成予定） ▲ つぶたん短冊

　特産はブルーベリー、つばき油など。ま
た、カキ・ホタテ・ワカメなどの養殖も盛
ん。2013 年 12 月には埴生南小学校から、
島内にある介護施設へ車椅子１台を届けた。

　７月 5 日㈭、樽井議長、北川市長と高崎教育長が気仙沼湾に
浮かぶ、東北最大の有人離島（島面積 9.05k ㎡）の大島を訪れ、
高鷲中学校から預かった七夕の短冊などを届けました。大島中
学校と高鷲中学校は東日本大震災後からずっと交流が続いてい
ます。地震発生当時の津波被害などの様子について、観光ボラ
ンティアの小野寺しめ子さんは、『津波で流れてきた重油に引火

し発生した亀山の火災では、中学生も率先して消火にあたっ
た』と説明してくれました。大島中学校生徒会会長の水上
雄介さんは『浜などを見てもらえればまだ復興が進んでい
ないのがわかります。大島中学校を支援してくださる方々
の思いで支えられている。これからも交流を続けてくださ
い。』と話しました。



20 −はびきの　2018.8.1−



－はびきの　2018.8.1－市役所　☎072-958-1111
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの（生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館（西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター

（老人福祉センター・公民館・図書館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター

（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター（休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ（中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館（峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647　℻ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 090-8880-0058　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
クリーンピア 21（休業日：㈫）
☎ 072-975-2580　℻ 072-975-2577
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場

（休業日：㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート（土・日・祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設
こども課からのお知らせ
■児童扶養手当現況届
■対■象  ひとり親家庭などで児童扶養手
当を受給している方（所得状況により
支給が停止されている方も含む）
■届■出  対象者には案内を送付。8 月1
日㈬～ 31日㈮９:00 ～ 17:00 の間
に必要書類を持参し、手続きをして
ください。本人による届出がないと
手当は支給されません。
■特別児童扶養手当所得状況届
■対 ■象  障害のある20 歳未満の子ども
を養育し、特別児童扶養手当を受給し
ている方　■届■出  対象者には案内を送
付。8 月10 日㈮～ 9 月11日㈫９:00
～17:00 の間に手続きをしてください。
届出がないと手当は支給されません。
■ 問 こども課　☎ 072-947-3836（直
通）℻ 072-956-0730

下水道総務課からのお知らせ
■公共下水道供用開始（8月1日から）
　島泉・高鷲・向野・南恵我之荘・伊賀・
はびきの・学園前・野・樫山・郡戸・
河原城・野々上・軽里・西浦・大黒・
古市・栄町地区のそれぞれ一部の地
域で公共下水道の使用が可能となり、
処理区域は 994ha に広がり、整備
率は 84.6％に達しました。（処理区
域図の閲覧は下水道総務課まで。）
■排水設備工事（水洗化工事）は
　3 年以内に指定工事店で。
　処理区域になると、供用開始から
3 年以内に公共下水道に接続する排
水設備工事をしてください。生活環
境の改善や河川・水路の水質保全の
ためにも、速やかに工事を行ってく
ださい。（一覧表は市ウェブサイトま
たは、下水道総務課まで。）
■排水設備工事（水洗化工事）の
　助成制度
　市では、改造工事や切り替え工事
の負担を少しでも軽くし、速やかに
公共下水道に接続していただくための
助成制度を設けております。
■対■象  汲み取り便所改造工事と浄化槽
切り替え工事。（家屋の新築、便所の
増築は対象外）
※助成制度には、「補助金の交付」と

「融資のあっ旋（銀行貸し付け）」が

あり両方受けることもできます。
≪補助金≫建物の形態や便所の処理
方法、個数により異なります。

（例）
一戸建て住宅

汲み取り便所  10,000 円  
浄化槽    8,000 円

≪融資のあっ旋≫工事にかかった費
用分（上限 50 万円）。
≪要件≫①市税、下水道事業受益者
負担金の滞納がないこと。②供用開
始から 3 年以内に工事を行うこと。
③融資のあっ旋を受けるときは、府
内在住の連帯保証人があること。
■申■ 込 指定工事店を通じて申請してく
ださい。 ■ 問 下水道総務課　☎ 072-
958-1111　内線 2370・2390

固定資産税・都市計画税 減免制度
　 以下のすべてに該当する納税義務者。
① 納税義務者が平成 30 年1月1日現在

で 65歳以上、障害者、寡婦または寡
夫のいずれかであること。

② 納税義務者および当該納税義務者と生
計を一にする者の全員が、住民税均等
割非課税限度額以下の所得であること。

■住民税均等割非課税限度額（市税条例第14 条第 2 項）
扶養の人数 前年度の合計所得
扶養なし 320,000 円  　
扶養 1 人 830,000 円  　
扶養 2 人 1,150,000 円  　 
扶養 3 人 1,470,000 円  　  

③ 所有している固定資産が自己居住用だ
けであり、所有家屋の延床面積が70
㎡以下であること。

④ 固定資産税および都市計画税の年税額
（土地・家屋）の合計が 5万円以下で
あること。

≪減免額≫申請日以後に到来する納期
　に納付すべき税額の2 分の1の額。
≪申請期限≫各納期限まで。
■持■ 物物 認印  ■ 問 税務課固定資産税担当 
☎ 072-958-1111 内線 1550・1551

個人事業税
【第 1 期分の納期限：８月 31日㈮まで】
　8 月に第1期・第 2 期分の納付書を
まとめて送付します（口座振替を除く）。
■ 年税額が1万円以下の場合は、第 2 期分

の納付書はありません。
■ 個人事業税の納付用紙のうち、コンビニ

収納用のバーコードが印刷されたもの（30
万円以下）は、納付書に記載されている
全国のコンビニで納めることができます。

■納付には、便利で安心・安全な口座振替
　をご利用ください。

■ 問 大阪府南河内府税事務所  ☎0721-
25-1131  [ 府税あらかると] 検索

－ 制度 －  
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看板や広告塔などの表示・設置の
注意点
　屋外広告物の表示などには、「許可」
が必要な場合があります。手続き漏れ
のないよう、ご注意ください。また、
老朽化などによる落下事故が全国で起
こっています。広告物の安全点検など
適切な設置・管理をお願いします。
■問  都市計画課　☎ 072-958-1111　
内線 2573

大阪府の［設備投資応援融資］と
［開業サポート資金］のお知らせ
■設備投資応援融資
　平成 30 年度から新たに第 4 次産
業革命関連設備に係る保証料優遇措
置などを創設しました。
①設備投資応援融資〔保証協会保証付〕

《使途》 設備資金・設備に付随する運転
　資金（設備資金の 2 分の1以内）

《限度額》 2 億円（うち無担保 8,000万円）
《期間》 10年以内（無担保）、20年以内（有担保）
《金利》 年1.2％以下の固定
《保証料》 9段階別信用保証料（0.35％～1.9％）
※国の「認定経営力向上計画」の実施に必
　要となる設備は、一律年0.7％で利用可能。
②金融機関提案型〔設備投資特別枠〕
金融機関からの提案による設備投資を
対象とした融資です。金利、その他の
要件などは金融機関が決定。

■開業サポート資金
　府内で新たに事業を始める方、ま
たは、事業開始後 5 年未満の方を応
援します。特に、多様な起業家の育
成に向け、女性・若者・シニア・UIJ
ターン該当者の金利の引下げや、「地
域支援ネットワーク型（※） 」の金利
や保証料を一般の開業資金よりも低
く設定し、自己資金要件の緩和など
も行っております。

（※） 融資後３年間、商工会・商工会議所・公
益財団法人大阪市都市型産業振興センタ
ー、金融機関の経営サポートがあります。

女性・若者・シニア・UIJ ターンの要件
《女性》事業主が女性
《若者》事業主が受付時点で 35 歳未満
《シニア》事業主が受付時点で 55歳以上
《UIJ ターン該当者》受付時の1 年以内
に東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈
川県、茨城県）に在住していた方が、府
内で創業するものであること。

■ 問 大阪府商工労働部中小企業支援
室金融課制度融資グループ
☎ 06-6210-9508

証明書交付サービスの一時停止
　システムメンテナンスのため、コン
ビニおよびＭＯＭＯプラザにおける
証明書交付サービスを停止します。

《停止期日》 8月18日㈯ 終日 ※19日
㈰ 6:30 から再開予定。（ＭＯＭＯプ
ラザは９:00 再開予定）
《交付を停止する証明書》
・住民票の写し   ・印鑑登録証明書
・戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）
・戸籍個人事項証明書（戸籍抄本）
・戸籍の附票の写し  ・市府民税証明書

【注意】メンテナンスの状況により、
停止時間を変更する場合があります。
■ 問 市民課 ☎ 072-958-1111 内線1670

マイナンバーカードをつくろう
■こんなに便利！マイナンバーカードは
　無料で取得できます
①顔写真付の公的な身分証明書として！
②マイナンバーの提示はこれ1枚でＯＫ！
③コンビニで住民票などの証明書が取得！
④行政手続や民間サービスの電子申請
　に利用できます！
■申請も簡単です
① 申請する ･･･（郵送、スマートフォン、

パソコン、証明用写真機）通知カー
ドについている交付申請書に、顔写
真を貼って郵送。

　※ 転居などをした場合は、市民課窓口か支
所で新しい申請書を受け取りください。

② 約 1 カ月後 ･･･ 市役所からご自宅に
はがき（交付通知書）が届きます。

③はがきに記載の指定窓口でカード
　 を受け取る ･･･ 必要な持ち物を持

参の上、市民課または支所に必ず
ご本人がお越しください。

■ 問 マイナンバー総合フリーダイヤル ☎
0120-95-0178（平日 9:30 ～20:00、
㈯㈰㈷ 9:30 ～17:30）／ 市民課 ☎
072-958-1111 内線1670

税理士による無料税務相談センター
　口頭による所得税・相続税や経理
などに関する相談（1人 30 分程度）。 
■と■ き 8 月 9 日㈭・24 日㈮ 13:00 ～
16:00　■場■所  市役所本館1階税務相
談コーナー（市民相談室）  ■対■象  一般
納税者で、税理士の関与がない方
■申■込  電話による先着順（予約状況に
より当日申込も可）　■￥  無料
■問  近畿税理士会 富田林支部事務局
☎ 0721-25-6250（㈪～㈮ 9:00 ～
17:00）羽曳野市役所での税理士相
談は11月まで開催。※（公）富田林納
税協会でも開催。

聴覚障害者用防災の手引き
　聴覚障害者用の防災の手引きが必
要な方はお申し込みください。
■申■込  毎週㈬ 10:00 ～ 12:00
羽曳野市身体障害者福祉協議会（市
役所別館２階）  ■ 問 羽曳野市身体障
害者福祉協議会ろうあ部会（山本）
℻ 072-958-3752

災害時要援護者支援台帳の情報提
供の同意について
　羽曳野市災害時要援護者支援制度
における要援護者支援台帳に登録さ
れた方に、個人情報の共有について
の同意書を郵送します。台帳を町会・
民生委員・自主防災組織などに配布
することに同意される方は同意書を
返送ください。なお、返送がない場
合は同意されないとみなし、町会な
どへの情報提供は行いません。
■ 問 福祉総務課 ☎ 072-947-3831（直通）

戦没者遺児による慰霊友好親善事業 
参加者募集
　日本遺族会は、先の大戦で亡くなら
れた戦没者の遺児を対象に旧戦域を訪
れ、慰霊追悼と現地住民との友好親善
を目的に行います。複数回の応募可。
■￥  10 万円（参加費）
■ 問 同会事務局　☎ 03-3261-5521

足湯休止のお知らせ
　陵南の森老人福祉センターの足湯
設備のメンテナンスのため、次の期
間休止いたします。
■期■間 8 月 1 日㈬～ 31 日㈮ ※ 9 月
3 日㈪より利用可。
■ 問 同センター　☎ 072-952-2751

新築・増築家屋の実地調査
　家屋の固定資産税額を算出するた
め、実地調査を行っています。家屋
全体（収納スペースを含む）が調査
の対象です。ご協力をお願いします。
なお、登記申請のない家屋を新築・
増築・取壊したときは、届出書の提
出が必要です。
※実地調査は、事前に日程を通知した上
で、評価補助員（税務課職員）が行います。
不審に思われた際は、身分証の確認もし
くは、税務課までお問い合わせください。

■ 問 税務課固定資産税担当
☎ 072-958-1111 内線 1540・1550

－ お知らせ －  
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G20 大阪サミット開催 (2019 年 )
　来年 6 月 28 日・29 日に、日本初
開催となる G20 サミットが大阪で開
催されます。大阪・関西のホスピタリ
ティで、会議のため訪れるたくさん
の方々に、最高のおもてなしを届け
ましょう。サミット成功に向け、皆
様のご理解・ご協力をお願いします。
■ 問 2019 年 G20 大阪サミット関西
推進協力協議会事務局
☎ 06-6210-9401 内線 3217

セアカゴケグモに注意！
　排水溝や花壇、エア
コン室外機裏、墓石周
りなど、エサとなる昆
虫がいる場所に生息し
ます。
■見つけても素手で触らず靴で踏み潰
すか、家庭用殺虫剤（ピレスロイド系）
で駆除してください。
■卵は靴で踏み潰してください。
■噛まれた場合、噛まれた箇所を水
で洗い流し、できるだけ早く病院で治
療を受けてください。（噛まれたクモ
を殺虫して病院へ持参してください。
適切な治療につながります。）
■問 環境衛生課 ☎ 072-958-1111 内
線 2841／ 藤井寺保健所 ☎ 072-
952-6165

はびきの中学生 study-O 8 月・9 月
≪東教室（市役所）≫
 ［8 月］25 日㈯・26 日㈰ 
 ［9 月］1日㈯・2 日㈰
≪西教室（あいあいハウスおよび支所）≫
 ［8 月］26 日㈰
 ［9 月］1日㈯・2 日㈰
■と■き  各教室［午前クラス］9:30 ～12:30

［午後クラス］13:30 ～16:30　■￥  無料
■対■象  市内在住・在学の中学生
※随時受付中！ 詳しくは、市ウェブサイト
　または担当まで。
■問   政策推進課 特命プロジェクトチーム  
☎ 072-958-1111  内線 3530

「子どもの人権 110 番」強化週間
　いじめ、不登校、体罰、児童虐待
など子どもの人権問題に関する相談
を人権擁護委員または法務局職員が
お応えします。（☎ 0120-0

ぜろぜろななのひゃくとおばん

07-110）
～相談は無料で、秘密は必ず守ります～
■と■ き 8 月 29 日㈬～ 9 月 4 日㈫
8:30 ～ 19:00（9 月 1 日 ㈯・2 日
㈰は、10:00 ～ 15:00）
■ 問 大阪法務局人権擁護部
☎ 06-6942-9496

樹木の無償配布
　地域の方々が協同で、多くの人の
目に触れる場所（敷地の接道部やコ
ミュ二ティースペースなど）での緑化
活動です。
■対■ 象 ○町会・住宅・学校・PTA など
団体の皆さんと地域の方々 ○工場な
どの社員と地域の方々など
樹木の種類（高木）
キンモクセイ サザンカ ヤマザクラ
ヤマモモ イロハモミジ コブシ
サルスベリ ソメイヨシノ ハクモクレン
ハナミズキ セイヨウカナメ（レッドロビン）
●1カ所あたり高木10 本以上の申
請が配布条件です。●配布数量には
限りがあり、ご希望本数が確保でき
ない場合があります。●樹木は、地
植えしてください。●樹種は変更す
る場合があります。
■申■ 込 みどり推進室にある申請書に、
ご記入の上、提出してください。
■締■切  8 月 24 日㈮
■配■布  平成 31年 2 月～3 月予定
■問 道路公園課 みどり推進室
　☎ 072-958-1111　内線 2430

水銀使用廃製品の拠点回収
【蛍光管・乾電池・水銀体温計（電子体温計を除く）】
　2 カ月に一度、偶数月の燃えないゴ
ミで回収していましたが、水銀による
環境の汚染を防止し、健康保護および
生活環境の保全を図るため、平成 30
年6月から一般収集をしておりません。
水銀体温計 → 公共施設回収ボックス
蛍光管・乾電池 → 購入元の電気店お
よび公共施設回収ボックス（電気店によ
っては、引き取りを行っていない場合が
ありますので、ご確認ください。）
※事業所から排出されるものについては、
　回収ボックスの対象外です。

《回収ボックス設置場所》
●市役所本館1 階　●支所 
● LIC はびきの　　●市民体育館
●はびきのコロセアム 
●陵南の森総合センター 
●丹治はやプラザ　●石川プラザ 
● MOMOプラザ　 ●エコプラザはにふ

※ 各施設の屋内にボックスを設置してい
　るため、開館時間内にお願いします。 
■問  環境衛生課  ☎ 072-958-1111
内線 2841

中学校卒業程度認定試験
　やむを得ない理由で義務教育を終
えることができなかった方に、高等学
校などへ進学のできる文部科学省の
認定試験が行われます。
《資格》
① 就学義務猶予免除者である方または

就学義務猶予免除者であった方で平
成 31 年 3 月 31日までに満 15 歳以
上になる方  

② 保護者が就学させる義務の猶予また
は免除を受けず、平成 31 年 3 月 31
日までに満 15 歳以上に達する方で、
その年度の終わりまでに中学校を卒
業できないと見込まれることについ
て、やむを得ない事由があると文部
科学大臣が認めた方  

③ 平成 31年 3 月 31日までに満16 歳以
上になる方（①④に該当する方を除く）  

④ 日本国籍を有しないで、平成 31 年 3
月 31日までに満 15 歳以上になる方

■申 ■込 8 月 20 日㈪～ 9 月 7 日㈮ 消
印有効文部科学省に出願書類を提出

（郵送）　■試 ■験 10 月 25 日㈭ 10:00
～ 《科目》 国語、社会、数学、理科、
外国語（英語）　■場■ 所 エル・おおさか
7 階 705 号室（大阪市中央区北浜東
3-14）　■問 学校教育課 ☎ 072-958-
1111 内線 4272

～平和の象徴～
　被爆に耐え、現在も生き続ける『広
島のアオギリ』と『長崎のクスノキ』
の被爆樹木の苗木が植樹から 3年
たちました。
　これらは、終戦から 70年の平成
27年に譲り受けた苗木で、当初は
幹が細く、心配が尽きませんでした
が、現在では幹も太く、葉も大きく
たくましく育ってきました。
　これからも市民の皆様とともに、
この平和の象徴を大切に育ててまい
りたいと思います。

問合せ：人権推進課
☎ 072-958-1111内線 1054

（↑）長崎のクスノキ
（←）広島のアオギリ
陵南の森総合センターにて
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－ 募集 － 

－ 講座 － 

保育士募集（非常勤職員・嘱託員）
■定■員 若干名　■対■ 象 保育士資格を有
する方　■勤■務 向野保育園など予定。
㈪～㈯ 9:00 ～ 17:15 週 5 日程度
勤務（採用場所によっては変更あり）
■申■込・■問 こども課（市役所本館 1 階）
☎ 072-958-1111 内線1234

留守家庭児童会（学童保育）職員募集
①非常勤職員 募集　
■定■員  若干名 ※広報紙発行時点で採用
決定した場合はお断りします。
■賃■金  月額 107,870 円 （実質平均月額
120,000 円～ ※長期休み中の午前勤務
を加味）（社会保険、福利厚生の加入あり）
■勤■務  通常㈪～㈮ 12:45 ～ 17:45、
夏休みなど 8:30 ～ 17:15
■申■ 込 履歴書およびエントリーシートを
提出。※書き方は要項を確認するかお
問い合わせください。※郵送不可。※
受付期日、任用期間などもお問い合わ
せください。 ■試■験  申込時に面接日時
を相談の上、決定します。
②臨時職員（日々雇用）募集
■定■員  若干名　■賃■金  時給1,010 円（社会
保険、福利厚生の加入なし）
■勤■務  通常 ㈪～㈮ 12:45 ～17:45、
夏休み中など 8:30 ～17:15

《①②共通》■対■象   高校卒業以上～平
成30年度中に満67歳になる方まで。 
■申■込・ ■ 問 社会教育課（別館 3 階）
☎ 072-958-1111 内線 4510・4520

フレスポ 2018   運営ボランティア、
アトラクションチーム・サークル募集
　市内の障害者の方を対象にした運
動会のボランティアを募集します。友
達・サークル単位での申し込みをお
待ちしています。（内容：競技の補助、
準備、片付け など）
■と■き  10 月13 日㈯ ８:00 ～16:00
■場■所  はびきのコロセアム メインアリ
ーナ　■ 他他 昼食支給。ボランティア保
険加入。ボランティア証明発行可。

《アトラクション（運動系）をしてもら
えるチーム・サークルを募集》12:45 ～
13:15（約 30 分程度）　■申■・込 ■ 問 事前
申込。社会福祉法人たけるの里ボラン
ティア担当  ☎ 072-959-2062

こども夢プラン推進委員会
傍聴者募集
■と■ き 8 月 28 日㈫ 14:00 ～ 16:30
■場■ 所 市役所本館４階北会議室
■定■ 員 4 人（申込多数の場合は抽選）
■申■・込 ■問  はがきまたは FAX で、「こ
ども夢プラン推進委員会傍聴申込」
と記載の上、郵便番号、住所、氏名、
電話番号を明記し、〒 583-8585 羽
曳野市こども課まで。8 月 10 日㈮
消有効。こども課  ☎ 072-958-1111  
内線1234　℻ 072-956-0730

心の輪を広げる体験作文・障が
い者週間ポスター募集
　障がいのある人とない人との心のふ
れあいを綴った作文、障がい者への理
解を促進するポスターを募集します。
≪作文≫ 400 字詰め原稿用紙（縦
書き）※点字、メールでの応募可。
小・中学生は２～４枚、高校生・一
般は４～６枚　≪ポスター≫小・中
学生のみ。B3 または四つ切りサイ
ズ画用紙（縦長のみ）※特別支援学
校の児童も含め募集対象です。
■申■込・ ■ 問 9 月 5 日㈬まで当日消印有
効。郵送または持参（㈯㈰㈷を除く）
〒 540-8570 大阪市中央区大手前
3-2-12 大阪府福祉部障がい福祉室
障がい福祉企画課権利擁護グループ  
☎ 06-6941-0351 ℻ 06-6942-7215
※詳細は大阪府ウェブサイトをご覧
ください。

指定管理者募集（公の施設）
　平成 31 年 4 月からの管理運営を
行う指定管理者を募集します。
※ 詳細は、市ウェブサイトをご覧ください。
≪要項配布≫ 8 月 1 日㈬～ 31 日㈮
≪現地説明会申込≫8月8日㈬～17日㈮
≪現地説明会≫ 8 月 21 日㈫
≪応募受付≫ 9 月 7 日㈮～ 14 日㈮ 
≪ 3 施設一括管理≫
・羽曳が丘コミュニティセンター（はび
きの庵円想を含む。）・丹比コミュニテ
ィセンター・東部コミュニティセンター 
■期■間  平成 31 年 4 月 1 日から 3 年間 
■管■理  市民協働ふれあい課（市役所本館
1 階）☎ 072-947-3609（直通）
≪ 2 施設一括管理≫
・グレープヒルスポーツ公園・駒ヶ谷テ
ニスコート　
■期■間  平成 31 年 4 月 1 日から 3 年間　
■管■理  スポーツ振興課（市役所別館３階）
☎ 072-947-3901（直通） 

※ 募集要項などの書類は、各施設所管課
窓口で配布または、市ウェブサイトか
らダウンロードしてください。

■ 問 行財政改革推進課
☎ 072-958-1111　内線 3590

統計調査員募集
■今年度の統計調査は
　平成 30 年住宅・土地統計調査
　調査員説明会は 8 月下旬予定です。
この調査から応募される方は、8 月 13
日㈪までにご連絡ください。
　平成 31 年度の調査から応募される方
は、8 月 13 日㈪以降にご連絡ください。

≪内容≫各種統計調査説明会への出
席、担当調査区の確認、調査書類の
世帯または事業所への配布、回収、
検査、市役所への提出など。※調査
活動期間は、非常勤の公務員です。調査
活動に影響がなければ兼業可。
≪期間≫調査の基準日前後２カ月程
度です。※異なる場合もあります。
≪報酬≫調査員手当あり。調査ごと
で国の基準により算出されます。 
■対■象  ① 20 歳以上 70 歳未満（平成
30 年 10 月 1 日現在）で、健康な方 
②責任を持って調査事務を遂行でき
る方 ③知り得た情報などを守れる
方 ④警察、選挙、税務事務、報道
関係、興信所の仕事に従事していな
い方 ⑤暴力団員または暴力団密接
関係者でない方
■申■込・ ■問  総務課 ☎ 072-947-3812

（直通）

夏休み 親子体験教室 Let’s 和楽器
　琴と尺八の演奏と、琴の体験教室
■と■ き 8 月 25 日㈯ 13:30 ～ 15:00
■場■ 所 青少年児童センター 1 階会議室 
■￥  無料　■申■ 込 不要　■ 問 社会教育課
☎ 072-958-1111 内線 4460

～ 送りつけ商法 ～
宅配で商品が届き受け取ってしまった
が、全く注文した覚えが無い。そこで、
送り状に記載している電話番号に問い
合わせたところ、「6 カ月前に注文を受
けた。返品希望なら解約料と送料負担
で商品を送り返せ。」と言われた。
どうしたらいいの？

Q

宅配が届いたら送り主を確認し、身
に覚えが無い場合は、受け取り拒否
する。間違って受け取った場合は、
開封せず、宅配業者に連絡し引き取
りを申し出る。
不審な商品が届いたら、消費生活セ
ンターに相談してください。

A

【消費生活相談】☎ 072-947-3715（直通）
毎週㈪㈬㈭㈮ 10:00 ～12:00、13:00 ～15:30

教えて !

消費生活 Q A＆
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夏休み！木工教室　親子で一緒に作りませんか。
■と■ き 8 月 23 日㈭ 9:00 ～ 12:00　■場■ 所 グレープヒルスポーツ公園
■対■ 象 幼稚園児（保護者同伴）・小学生　■定■ 員 30 人　■ ￥ 300 円（材料費・保険料
込み）※当日現金にてお支払い。 ■申■・込 ■問  事前申込。同公園事務所  ☎ 072-958-
5511 ※詳細は、ウェブサイトに記載

男女共生セミナー「IRIS サイエンス・キャンパス～ほたるの光を作ってみよう！～」
　科学っておもしろい♪子どもたちの「なぜ？」を育み、個性を養うセミナーです。 
■と■ き 9 月 29 日㈯ 10:00 ～ 12:00　■場■ 所 市役所別館２階 研修室
■対■ 象 市内在住の小学１年～ 3 年生とその保護者　■定■ 員 20 組 40 人
■講■師  大阪府立大学理系女子大学院生チーム IRIS（アイリス）  
■ ￥ 1組 500 円　■ 他他 一時保育 ２歳～就学前の幼児（無料・先着５人）※要予約
■申■・込 ■ 問 ９月 10 日㈪ 17:00 までに電話・FAX・メールのいずれかでお申し込
みください。FAX・メールの場合は、件名に「男女共生セミナー申込」と明記し、
①セミナー名 ②子どもと保護者の氏名・年齢 ③住所 ④電話番号 ⑤一時保育の有
無（※保育を利用する子どもの氏名・年齢）をご記入ください。人権推進課 ☎
072-947-3606（直通）℻ 072-958-8061 メール jinkensuishin@city.habikino.lg.jp
※子ども 1 人に対し、保護者 1 人同伴必要。
※定員超過の場合は抽選。結果は、締切後 10 日以内に通知（郵送）します。

【共催】大阪府立大学女性研究者支援センター

白鳥児童館だより（8 月） 翠鳥園 2-9-101  ☎・℻ 072-957-4900
[ 開館日 ] ㈪～㈯ 9:00 ～17:30 ※㈷を除く  ■対■象  小学生・保護者同伴の乳幼児
［みんなで遊ぼう水曜日］水あそび・水風船で遊ぼう（水着、短パン、Ｔシャツで遊べます）  
　 ■と■き  8 日㈬ 10:00 ～ 11:30　■持■物物 着替え、水筒　※申込不要

［将棋であそぼう］　■と■き  8 日㈬ 15:30 ～ 16:30
［絵本のへや］絵本・紙芝居など　■と■き  21日㈫・27 日㈪ 10:30 ～ 11:30
［みんなで遊ぼう水曜日］プラバンを作ろう　■と■き  22 日㈬ 14:00 ～ 15:30
［トライルーム］ 貯金箱を作ろう
　■ と■き  25 日㈯ 9:30 ～ 11:30　■対■象 ●小学 1 ～ 3 年生　●事前の色付け作業（絵の具）
　も参加できる方。　■申■ 込 8 月18 日㈯～24 日㈮ ※電話のみ　■定■ 員 15 人（先着順）　
　■ ￥ 100 円（当日持参）　≪色付け作業日≫23 日㈭・24 日㈮のどちらか14:00 ～15:00
　内 30 分程度。申込時に色付け作業の希望日を伺います。　
※夏休み期間中の児童館内は、乳幼児・小学生の利用場所が決まっています。ウェブサイトまたは
　児童館内のご案内をご覧ください。

青少年児童センターだより（8月）向野3-1-33 ☎ 072-952-0032 ℻ 072-937-8580
　［一般開放］ ㈪～㈮13:00 ～17:00　㈯ 9:00 ～17:00 ※㈷除く
　※夏休み期間中は㈪～㈯ 9:00 ～17:00 まで一般開放しています。
子ども広場「将棋広場」～初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください～
 ■ と■き  4 日・18 日・25 日㈯ 15:00 ～ 17:00 ※日程変更の場合あり  ■ 対■象 おおむね小学生

【夏休みおもしろ教室】各教室の申込は 8 月 1 日から（㈰㈷除く）電話のみ
 ●ステンドうちわ ～カラーセロハンを使い、オリジナルうちわを作ろう～
　  ■ と■ き 16 日㈭ 13:00 ～ 14:30　■対■象 幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　  ■ 定■員 15 人（定員になりしだい、締切り）　■￥ 無料　■持■物物 筆記用具、はさみ
 ●フォトスタンド ～デコスィ－ツの写真たてを作ろう～
　  ■ と■ き 17 日㈮ 13:00 ～ 14:30　■対■象 幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　  ■ 定■員 15 人（定員になりしだい、締切り）　■￥ 100 円　■持■物物 なし
 ●メッセージボ－ド ～マグネットでメモなどが貼れるメッセージボードを作ろう～
　  ■ と■ き 18 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■対■象 幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　  ■ 定■員 15 人（定員になりしだい、締切り）　
　   ■￥ 100 円　■持■物物 筆記用具、はさみ、ペットボトルのふた 5 個
 ●ぱっくん貯金箱 ～不思議なからくり貯金箱を作ろう～
　  ■ と■ き 20 日㈪ 13:00 ～ 14:30　■対■象 幼児と小学生（小学１年生まで保護者同伴）
　  ■ 定■員 15 人（定員になりしだい、締切り）　
　  ■ ￥ なし　■持■物物 筆記用具、はさみ、さし、１ℓ牛乳パック 1 本
 ●ランプシェ－ド ～風船にたこ糸を巻いて、ランプシェ－ドを作ります～
　  ■ と■ き 25 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■対■ 象 幼児と小学生（小学３年生まで保護者同伴）
　  ■ 定■ 員 15 人（定員になりしだい、締切り）　■￥ 100 円　■持■物物 なし

脳いきいき教室
　健康チェック、健康ミニ講座、認知
機能トレーニング、軽い体操、交流会
■と■き 《㈬コース》9月19日、10月3日・
17 日・31 日　《㈭コース》9 月 20 日、
10 月 4 日・18 日、11 月 1 日
13:00 ～ 16:00　■場■ 所 大阪府立大
学大学院療養学習支援センター（羽
曳野キャンパス）　■対■象 ● 65 歳以
上で物忘れが増えてきたと感じてい
る方 ● 4 回参加できる方。※認知
症の診断や治療を受けられている方
は不可。 ■￥  無料　■申 ■・込 ■ 問 往復
はがきに「名前、年齢、住所、電話
番号」を記入の上、8 月 17 日㈮必
着（多数の場合は、抽選）。〒 583-
8555 はびきの 3-7-30 （小泉まで）  
☎ 072-950-2927　メール koizumi@
nursing.osakafu-u.ac.jp 

防火管理講習 柏羽藤火災予防協会主催
第１日目（甲種防火管理講習）
　 ●防火管理の意義と制度 ●火気取扱

いの基礎知識 ●危険物と地震対策 
●防火管理の進め方と消防計画　　

第２日目（甲種防火管理講習）
　 ●施設・設備の維持管理 ●防火管理

に係る教育および訓練　●実技・効
果測定・修了証交付　　　　

※講習の詳細はお問い合わせください。
■と■き 9 月 13 日㈭ 9:50 ～ 16:00

（9:30 受付）、14 日㈮ 10:00 ～ 16:00
■場■所 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防
本部 3 階 視聴覚室（藤井寺市青山
3-613-8）　■定■員 50人程度（先着順）
■持■物物  受講票、テキスト引換券、筆記用
具、動きやすい服装（2 日目）、弁当な
ど　■他他 電車、バスをご利用ください。 
■申■込 8 月 20 日㈪～ 24 日㈮ 9:00 ～
17:00 火災予防協会（消防本部３階予
防課内）に、受講料 2,000 円持参の
上、申込ください。（火災予防協会員
は、1,000 円）※受講料は返金不可。※
30 分遅刻の場合は受講不可。 ■ 問 柏羽藤
火災予防協会 ☎ 072-958-9940

夏だ！HAPIBAR で工作をしよう
①オリジナルプレート /8 月 3 日㈮ 
②万華鏡 /8 月 7 日㈫・10 日㈮
③ランチョンマット/8月21日㈫・24日㈮
※いずれも10:00 ～12:00、14:00 ～16:00

■場■所  Cafe HAPIBAR（ハピバール：西
浦1112-2） 　■対■象  小学生　■申■込  不
要　■￥  ①③1,000 円 ② 800 円
■問  ふたかみ福祉会ハピバール（大西）
☎ 072-958-3232 
メール nandaka.egao@hapi-bar.com
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各コミュニティセンター教室
受講生募集（指定管理者：株式会社クリーン工房）

■ＭＯＭＯプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-957-5553
　※詳細はお問い合わせください。
リフレッシュヨガ教室（木曜コース）受付中 
■と■き  8 月 9 日・23 日・30 日、9 月 6 日・
20 日・27 日㈭ 15:15 ～16:45
■定■員 20 人　■￥  4,620 円  ※ 8 月 30
日以降 2,310 円

ベビーダンス教室 受付中
■と■き  8 月 2 日・23 日、9 月 6 日・20
日㈭11:15 ～12:15  ■場■所  はびきの庵 
円想　■対■象  3 カ月～2 歳前後の赤ち
ゃん　■定■員  6 人（大人同伴）　
■￥  3,000 円 （月 2 回分）　

キッズ☆ベビーダンス教室 受付中
■と■き  8 月 2 日・23 日、9 月 6 日・
20 日㈭ 10:00 ～10:45  ■場■所  はび
きの庵 円想　■対■象  1歳半～就学前　
■定■員  6 人（大人同伴）　■￥  3,000 円 

（月 2 回分

和装教室 名古屋帯コース
■と■き  ①9月26日・27日②10月10日・
11日③10 月24日・25日④11月7日・
8 日⑤11月 21日・22 日（㈬㈭開催）

［朝］10:00 ［昼］14:00 ［夜］18:00
※㈭の夜はありません。
■場■所  はびきの庵 円想　■対■象  女性
■定■員  各 8 人　■定■員  6 人（大人同伴）
■他他  着物、帯、小物の無料貸し出し可。
■持■物物  詳細は、お問い合わせください。
■￥  2,000 円 （5 回分）  ■申■ 込 8 月1日
㈬ 11:00 ～

フラダンス教室（2 期） 受付中  
■と■き  8 月7 日・21日・28 日、9 月11
日・25 日㈫ ①初心者 9:30 ～10:30
②経験者10:35～11:35　■￥  4,110 円 
※ 8 月 21日以降 2,055 円

やさしいヨガ教室（2 期） 受付中  
■と■き  8 月 2 日・9 日・16 日・30 日、
9 月 6 日・20 日・27 日㈭ 14:00 ～
15:30　■￥  4,110 円 ※ 8 月 30 日以降
2,055 円 

" 夏休み " こどもクラブ 受付中 
　「スライム作り」「ちょっと怖い話」「牛
乳パックで工作」など
■と■き  8 月 25 日㈯・26 ㈰ 10:00 ～
11:15　■ ￥ 300 円（1回）

■石川プラザ（以下）
　問合せ　☎072-950-2002
　※詳細はお問い合わせください。
歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■き  8 月 21日、9 月18 日㈫ 14:00 
～15:30　■￥  510 円（１回）

土曜ベーシックヨガ教室（2 期） 受付中
■と■き  8 月 4 日・18 日・25 日、9 月1日・
8 日・29 日㈯10:00 ～11:30　
■￥  4,620 円 ※ 8 月 25 日以降 2,310 円

ママヨガ教室（2 期） 受付中 
■と■き  8 月 7 日・21日、9 月 4 日・11日・
18 日㈫ ① 9:30 ～ 10:30 ② 10:45
～11:45　■対 ■象  6 カ月～2 歳児とお
母さん  ■￥  4,110 円 ※ 8 月 21日以降
2,055 円 

■丹治はやプラザ（以下）
　問合せ　☎ 072-937-2355
　※詳細はお問い合わせください。
歌声くらぶ 当日受付 13:30 ～
■と■ き 8月28日、9月25日、10月23
日㈫14:00 ～　■ ￥ 510 円（１回）

女性のための瞑想・癒しヨガ教室
（2 期） 受付中
■と■ き 8 月 7 日・21日・28 日、9 月 4 日・
11日・18 日㈫13:30 ～　■ ￥ 4,620 円 
※ 8 月 28 日以降 2,310 円

リフレッシュヨガ教室（2 期） 受付中
■と■ き 8 月 8 日・22 日・29 日、9 月5 日・
19 日・26 日㈬ 10:00 ～　■ ￥ 4,620
円 ※ 8 月 29 日以降 2,310 円

太極拳教室（2 期） 受付中
■と■ き 8 月 8 日・22 日、9 月 5 日・26
日㈬13:30 ～　■ ￥ 3,080円 ※8月22
日以降1,540 円

民踊教室（2 期）河内音頭ほか 受付中
■と■ き 8月3日・24日、9月7日・21日
㈮13:30 ～　■ ￥ 3,080 円 ※ 8 月 24 日
以降1,540 円

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

手書き要約筆記奉仕員養成講座
　聴覚障害の方、病気や事故、高齢
などにより“聞くこと”でお困りの方に、
内容を書いて伝える筆記通訳です。
■と■ き 9 月1日～12 月15 日㈯  9:30
～12:00（全13 回、初回 9:00 ～）
■場■所 市役所別館２階研修室または A
棟東・中会議室　■定■ 員 15 人
■ ￥ 3,600 円（テキスト代、税込）
■申■・込 ■ 問 8 月17 日㈮締切。障害福
祉課　☎ 072-947-3824（直通）
☎ 072-958-1111 内線 1151

消費者被害から身を守ろう！
　悪質商法や振り込め詐欺などによ
る消費者被害を未然に防止するため、
自治会、老人クラブなどに講師を無
料で派遣し啓発講座を開催していま
す。申し込みは、実施日1カ月前まで。

■申■・込 ■ 問 産業振興課  
☎ 072-958-1111 内線 2780

色彩検定２級・３級対策講座
羽曳野市地域しごと支援事業
■と■ き 10月9日㈫・11日㈭・15日㈪・
19 日㈮・23 日㈫・25 日㈭・30 日㈫、
11 月 1 日㈭・6 日㈫・8 日㈭
10:00 ～ 16:00
■場■ 所 LIC はびきの 中会議室 B
■対■ 象 ①～③全てを満たす方 ①市内
在住の方 ②色彩知識を活かした就職
を希望の方 ③全日程出席できる方
※学生、新卒者、現在働いている方（正
　社員・自営業者）は対象外。
■定■ 員 20 人　■ ￥ 9,882 円（教材費）
※交通費等実費、別途検定料必要（任意）
■申■・込 ■ 問 産業振興課および市役所別
館、市内公共施設に備え付けの申込
書（市ウェブサイトからダウンロー
ド可）に必要事項を記入し、FAX・
郵送・持参にて申込。9 月 18 日㈫ 
必着。〒 583-8585 誉田 4-1-1 産
業振興課まで　℻ 072-950-2055
☎ 072-958-1111　内線 2751
※応募者多数の場合は、抽選。※詳細は
市ウェブサイトをご覧いただくか、お問
い合わせください。
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井上千栄子　ろう花・
粘土展 ～百花繚乱～
■と■ き 8 月 18 日㈯～
10 月 14 日㈰
■場■ 所 ギャラリーはびきの

（市役所東玄関横）開館 9:00 ～ 17:00
（㈯㈰開館 ※㈷閉館）
■ ￥ 入館無料
■ 問 市民協働ふれあい課
☎ 072-958-1111 内線 1081
《おしゃべりサロン－制作体験－》
　バラを使って “アレンジメント” ま
たは “リース” どちらかを作成します。
■と■き  9月10日㈪ 《1部》10:00～11:30 

《2 部》13:30 ～ 15:00　■場■所  ギャラリ
ーはびきの　■定■員  各 10 人（先着順）
■￥ 1,000 円 ※おつりの無いようにご
用意ください。■持■物物  なし　■申■込・ ■問  市
民協働ふれあい課  ☎ 072-958-1111 
内線 1081

フラダンス＆ハワイアンイベント
■と■ き 8 月 22 日㈬ 13:00 ～ 14:00 頃
■場■ 所 クリーンピア21 1階エントランス
クリーンピア 21 は夏休み期間中も営
業しています。※毎週㈫は休館日

■ 問 クリーンピア 21 ☎ 072-975-
2580

古市古墳群を英語でガイド講座Ⅲ
■9月15日㈯　講座（峰塚公園管理棟）
■ 9 月 29 日㈯　見学・講座
　日本武尊白鳥陵～小白髪山古墳ほか
■ 10 月 13 日㈯　見学・講座
　西馬塚古墳～墓山古墳～野中古墳ほか
■ 10 月 27 日㈯　見学・講座
　鉢塚古墳～仲哀天皇陵～野中寺など
■ 11 月 10 日㈯　見学・講座
　津堂城山古墳～雄略天皇陵古墳など
■12月1日㈯　講座（峰塚公園管理棟）

※見学ルート・時間はお問い合わせください。
■講■師  湯山・クリスタ・マリア（ドイツ
出身）　■定■員 30 人（初めての方優先）
■ ￥ 3,000 円（6 回 ）　 ■申 ■・込 ■ 問 〒
583-0872 はびきの1-391-25 四十四
の会（細見）携帯080-5328-1137 メール 
k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp

羽曳野まち歩きガイド養成講座
■ 9 月 7 日㈮　羽曳野市の概要と歴史
■ 9 月 28 日㈮
　世界文化遺産を目指す古市古墳群
■ 10 月 19 日㈮　歴史遺産を活かす

■場■ 所 峰塚公園管理棟 ※講座は 13:30
～  ■ ￥ 無料　■申■・込 ■ 問 電話またはメ
ール申込。氏名・住所・電話番号を
お伝えください。羽曳野まち歩きガ

市民会館主催の教室
（指定管理者：株式会社みのりの里）

■市民会館（以下）
　問合せ　☎ 072-958-2311
　（h-shiminkaikan@minorinosato.com)
  ○申込は直接、市民会館の窓口まで。
  ※受講料は返金できません。
ピラティス（2 期） 受付中
■と■き  8 月 7 日・21日・28 日、9 月 4
日・11日・18 日㈫ 10:00 ～11:00
■定■員  15 人　■￥  4,620 円（6 回）

ブリザーブドフラワー教室 受付中
■と■き  9 月7日㈮10:00 ～12:00　 
■定■員  8 人　■￥  4,500 円（材料費込）
■持■ 物物 はさみ、ごみ袋、新聞紙1枚、作
品を入れる袋

－ 催し － 

－ スポーツ － 

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
�【合同会社 IM総合企画　☎072-242-7997】��【株式会社ホープ　☎092-716-1404】��【株式会社宣成社　☎06-6222-6888】

イドの会（細見）携帯080-5328-1137 
メール k.hosomi.11373@onyx.ocn.ne.jp

夏休み親子で楽しむ古市古墳群
応神天皇陵古墳をひとまわり
　《コース》観光案内所（古市駅東側
広場）～誉田八幡宮～応神天皇陵古
墳 1 周（約 2 時間）
■と■ き 8 月 25 日㈯～ 31 日㈮ ① 10:00
～ ② 15:00 ～　■ ￥ 無料　■申 ■・込 ■ 問
希望日・参加人数をご連絡ください。
羽曳野まち歩きガイドの会（細見）携帯
080-5328-1137  メール k.hosomi.11373@
onyx.ocn.ne.jp ※詳細は羽曳野市観光協
会ウェブサイトをご覧ください。

フリーマーケット出店者募集
　家庭で不要となった家具や衣類、地
元野菜の販売が対象。（飲食販売不可）
■と■ き 9 月 23 日㈰ 10:00 ～ 13:30
■場■ 所 市民体育館（西浦）　■対■ 象 地域
住民　■定 ■数 15 ブース ※出店場所
を選ぶ順番は受付順。 ■ ￥ 1 ブース
1,540 円　■申■・込 ■ 問 市民体育館（西
浦） ☎ 072-958-2340

羽曳野市市制施行 60 周年記念
夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会  
 《主催》株式会社かんぽ生命保険・NHK・
　　　  NPO 法人全国ラジオ体操連盟

　5 年ぶりに、羽曳野市で夏期巡回
ラジオ体操・みんなの体操会を開
催！ 6:30 から NHK ラジオ第１で
全国に生放送。放送終了後には「ポ
イントレッスン」も開催。（参加記
念品も用意しています）
■と■ き 8 月 25 日㈯ 6:00 までに集合。
■場■ 所 峰塚公園 ※雨天時は峰塚中学
校体育館で開催（上靴必要）　
■ 他他 入場制限あり。※駐車場に限り
があります。徒歩・自転車などでご
来場ください。 ■問   社会教育課 ☎
072-958-1111 内線 4450

平和パネル展
　平和の尊さについて考えてみませんか。
■と■ き 8 月 6 日㈪～ 15 日㈬（㈯㈰除
く）9:00 ～ 17:30
■場■ 所 市役所本館 1 階 ロビー
■問  人権推進課  ☎ 072-958-1111 内
線1054

高齢者敬老入浴
■と■ き 8 月15 日㈬、9 月15 日㈯
■対■象   65 歳以上の市民（入浴時に対象
年齢以上であるかを確認）
■￥  100 円　■施■設   古市温泉  ☎ 072-
956-0338　■ 問 福祉総務課 ☎ 072-
958-1111 内線 1121

第 40 回市民総合体育大会
ソフトテニスの部（一般の部）
申込締切日変更

（変更前）10 月 2 日㈫ 締切を
（変更後）9 月 27 日㈭ 締切に変更。
■申■・込 ■ 問 スポーツ振興課 ☎ 072-958-
1111 内線4411 ℻ 072-956-7196／は
びきのコロセアム ☎ 072-937-3123／
市民体育館（西浦） ☎ 072-958-2340

羽曳野市ソフトテニス連盟
会長杯大会
■と■ き 9 月 23 日㈰ 7:00 ～ 17:00

《予備日 9 月 30 日㈰》※ 7:00 ～練
習可。　■場■ 所 市民体育館（西浦）テ
ニスコート　■対■ 象 市内在住・在勤・
在クラブの高校生以上または連盟が
認めた方　■部■門  男子・女子 1 部（高
校生以上）、男子・女子 2 部（40 歳
以上）、男子・女子 3 部（55 歳以上）
■ ￥ 1 チ ー ム 2,000 円（ 高 校 生 は
1,500 円）　■申■・込 ■ 問 9 月 6 日㈭ま
でに電話・FAX 申込。（猪

い の さ こ

砂）☎ 072-
956-4788・携帯090-3821-7547・
℻ 072-926-6996／（渡辺） 携帯080-
5779-3089
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球出しプログラム
“メキメキ球出しタイム”
　80 分間さまざまな球出しを行うプ
ログラムです。
■￥  40 分 300 円／ 80 分 500 円
■対■象  中学生以上のテニス経験者 ※
詳細はウェブサイトを検索。

駒ヶ谷テニスコート（SSKテニススクール）
※詳細はウェブサイトを検索またはお問い
　合わせください。（申込：駒ヶ谷テニスコート）

 　☎ 072-957-5963

はびきのコロセアム教室参加者募集
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合
　は抽選。（申込：コロセアム）

　 ☎ 072-937-3123

親子スポーツ教室
■と■ き 9月6日～11月15日 （㈭10 回）

《Ａ》9:30 ～ 10:10 《Ｂ》10:15 ～
10:55 《Ｃ》11:00 ～12:00　
■場■ 所 サブアリーナ ※変更あり　
■対 ■ 象 市内在住の方で《Ａ・Ｂ》平成
27 年 4 月2日～平成 28 年 4 月1日
生の未就学児1人とその親　《Ｃ》平
成 27年 4月1日までに生まれた未就
学児1人とその親
■定■ 員 各 35 組 70 人　■￥  《Ａ・Ｂ》
4,000 円 《Ｃ》5,000 円　■申 ■ 込 8月
9日㈭ 9:00 ～ ※妊婦の方は参加不可。

フットサル教室
■と ■ き 10 月 6 日～3 月 9 日㈯日程は
受付時にお知らせ。① 8:30 ～10:00
②10:15 ～11:45
■場■ 所 メインアリーナ　■対■ 象 ①市内在
学の小学生　①女子10 人、男子1
年～3 年 20 人 ②男子 4 年～ 6 年 
各10 人　■￥  3,000 円（10 回）　
■持■物物 運動できる服装、上靴、飲み物、
着替え　■申 ■ 込 8 月 25 日㈯ 9:00 ～ 
※参加費持参（電話不可、代理可）

大阪エヴェッサチアダンススクール
■と■ き 8 月 6 日・13 日・20 日・27 日㈪ 
①18:15 ～19:15 ②19:30 ～20:30
■場 ■ 所 フリールーム　■対 ■ 象 ① 4 歳～
小学 3 年生 ②小学 4 年生～中学生 
※（市外可）　■定■ 員 ①②各 20 人　■￥  
6,480 円（4 回）　■持■物物 運動できる服
装、上靴、飲み物、着替え　■申■ 込 受
付中 ※参加費持参（電話不可、代理可）

夏休みかけっこくらぶ
　走るのが苦手などのお悩みに元阪神
タイガーストレーナーが指導します。
■と■ き 8 月24日㈮18:30 ～約1時間
■場■ 所 サブアリーナ　■対■ 象 小・中学生

（市外可）　■定 ■ 員 30 人　■￥ 1,000 円
（保険料含む）　■持■ 物物 動きやすい服装・
上靴・飲み物　■申■ 込 受付中 ※参加費
持参（電話不可・代理可）

市民体育館（西浦） 教室参加者募集
※申込開始時刻の時点で定員を超えた場合
　は抽選。（申込：市民体育館） 
   ☎ 072-958-2340

第 2 回 ミニバスケットボール教室
■と■ き 7 月 5 日～ 9 月13 日㈭ （全10
回）18:30 ～20:00　■対■ 象 小学 5・
6 年生の男女（市外可）※平成 30
年 4 月1日時点の学年。※ 4 年生以
下は応相談。 ■定■員   男女各12 人（先
着順）　■￥  5,140 円（スポーツ保険
料含）　■申■ 込 受付中

第 2 回 カラダほぐし教室
■と■ き 7月5日～9月13日㈭ （全10回）
10:00 ～11:00　■対■ 象 18 歳以上の男
女。市外可。 ■定■員   12 人　■￥  5,000
円（スポーツ保険料含）　■申■ 込 受付中

第 2 回  整ヨガ教室
■と■ き 7月2日～9月17日㈪ （全10回）
18:30 ～20:00　■対■ 象 18 歳以上の男
女（市外可）　■定■員  20人　■￥  5,140 円

（スポーツ保険料含む）　■申■ 込 受付中

第 2 回  朝 YOGA 教室
■と■ き 7月7日～9月15日㈯ （全10回）
10:00 ～11:30　■対■ 象 18 歳以上の男
女（市外可）　■定■員  20人　■￥  5,140 円

（スポーツ保険料含む）　■申■ 込 受付中

親子スポーツ教室（後期）
　跳び箱、マット、平均台、ボール、
などを使い元気な心と体を育てます。
■と■ き 9 月5日～11月14 日㈬ （全10
回）《Ａ》9:30 ～10:10　《Ｂ》10:15
～10:55《Ｃ》11:00 ～12:00
■対■ 象《Ａ・Ｂ》平成 27年 4月2日～平
成 28 年 4月1日生で平成 30 年 4月
1日現在で、2 歳以上の子どもとその親。

《Ｃ》平成 26 年 4月2日～平成 27年
4月1日生で平成 30 年 4月1日現在
で、3歳以上の子どもとその親。　■定■員   

《Ａ》15 組 30人《Ｂ》20 組 40人《Ｃ》
25 組 50人　■￥  《Ａ・Ｂ》4,110 円《Ｃ》
5,140 円（スポーツ保険料含）　■申■ 込 8
月1日㈬10:00 ～※受付開始時点で
定員を超えた場合は抽選。※妊婦の
方は参加不可。

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは株式会社ホープまで ☎ 092-716-1404 へ。

羽曳野市バドミントン連盟
会長杯大会
■と■ き 9 月 23 日㈰
■場■ 所 はびきのコロセアム　■対■ 象 市バ
ドミントン連盟登録者（当日登録可
能で年間登録費１人 500 円、学生
は免除）　■部■門  男子・女子ダブルス（1
部・2 部・3 部（初心者）・シニアの
部（40 歳以上））※申込状況により
主催者が種目変更し、申込希望種目
を調整します。 ■ ￥ 1 人 1,000 円
■申■・込 ■ 問 9 月 5 日㈬までに FAX・郵
送申込 ※ FAX 申込の際は電話で到着
確認を行ってください。スポーツ振興
課 ☎072-958-1111 内線4411 ℻072-
956-7196／羽曳野市バドミントン連
盟（大江）携帯090-7762-5066
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広告掲載に関する問い合わせは合同会社ＩＭ総合企画まで ☎072-242-7997へ。

8 月の 相談日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

7 日・14 日・21 日・28 日
9 月 4 日㈫ 13:00 ～ 17:00 市役所 1 階 市民相談室

随時予約を受け付けています。☎ 072-957-4000 
1 日あたり定員 8 人。相談時間 30 分。
※対象者は、市内在住・在勤・在学の方に限ります。
※ 相談回数は 1 人、1 年度 1 回でお願いします。
※陵南の森総合センターは、素足厳禁です。靴下を着用してください。

2 日・16 日
9 月 6 日㈭ 13:00 ～ 17:00 陵南の森総合センター

行政相談 8 日㈬ 13:00 ～ 15:00 市役所 1 階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

女性相談
1 日㈬・10 日㈮
9 月 5 日㈬ 13:30 ～ 16:30

市役所 1 階 市民相談室
（電話・面接）

人間関係、暴力、からだのことなど、女性が抱える悩みを専門
の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111　内線 105522 日㈬ 13:30 ～ 16:30 陵南の森総合センター（面接）

消費生活相談 毎週㈪㈬㈭㈮［㈷は除く］
10:00 ～ 16:00 ※受付 15:30 まで 市役所 2 階 消費生活相談室 ☎ 072-947-3715

障害者生活相談

毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-957-1607　ＦＡＸ 072-957-1604
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
8:45 ～ 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530　ＦＡＸ 072-950-1531
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-953-0519　ＦＡＸ 072-953-0567
毎日［㈯㈰㈷年末年始は除く］
9:00 ～ 16:00 相談支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175　ＦＡＸ 072-957-2176

障害者雇用相談 16 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室 障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 保健センター ☎ 072-956-1000
教育相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］10:00 ～ 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） ☎ 072-958-7867
家庭児童相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（家庭児童相談担当）に予約。☎ 072-947-3837 （直通）
ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 9:15 ～ 17:00 市役所 1 階 こども課 こども課（児童支援担当）に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308 ［むかいの］ 携帯 090-8880-0058

総合相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直
接お越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

毎月第 1 金曜日 13:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

毎月第 3 金曜日 13:00 ～ 17:00 市民会館 3 階 第 6 会議室

心配ごと相談
東部地域 9 日㈭ 14:00 ～ 16:00 市役所別館 2 階 

ボランティアセンター
予約不要、直接お越しください。
民生委員が、あらゆるご相談に応じます。
社会福祉協議会　☎ 072-958-2315西部地域 23 日㈭ 14:00 ～ 16:00 社会福祉協議会西部事務所

ボランティア相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。
☎ 072-958-2315

総合福祉相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

介護相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00 市役所別館 1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可能。 
☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 ～ 17:00 LIC はびきの 1 階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 21 日㈫ 13:00 ～ 16:00 市役所 2 階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着 3 人。
☎ 072-958-1111　農業委員会事務局まで

地域就労相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:00
地域就労支援センター

（人権文化センター内および
 産業振興課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16 ～おおむね 25 歳） 毎日［㈯㈰㈷は除く］9:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）

を専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1172

青少年本人専用相談 毎日［㈯㈰㈷は除く］16:00 ～ 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者がお受けします。
☎ 06-6946-0003　メール：ssl@yso.or.jp
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PC 講座「デジカメ写真の整理と
編集、活用」受講者募集

（羽曳野ＩＴサポート会）
■と■ き ① 9 月 6 日㈭ 写真の取り込み、
整理 ② 9月13日㈭ 写真の修整、加工 
③ 9 月 20 日㈭ 写真で作品づくり（各
日13:30 ～16:30）　■場 ■所  市民会館
4 階研修室　■対■象  20 歳以上の市民・
市内在勤で初心者の方。　■定■員  14 人 

（応募多数の場合は、抽選。）
■￥   3 回1,350 円（テキスト代含む）  
■他他  Windows7使用　■申■込  往復はがき
に、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号（無記入無効）、生年月日を明
記。8 月10 日㈮必着。〒 583-8585 
羽曳野市誉田 4-1-1羽曳野市社会福祉
協議会付、羽曳野 ITサポート会宛
■問  羽曳野 ITサポート会（本田）
☎ 072-939-3733 携帯090-5169-9031

第 22 回 白鳥祭
　盆踊り（河内音頭）、模擬店ほか
■と■ き 8 月 5 日㈰ 15:00 ～21:00
■場 ■ 所 白鳥会館広場　■ 問 同会館 ☎
072-958-4171

葛
ふ じ い で ら

井寺「千日まいり」8 月 9 日㈭
に伴う交通規制 

■規■制 藤井寺駅・葛井寺周辺道路
■時■間 16:00 ～ 23:00 一般車輌・バ
イクなどの通行が禁止されます。（路
線バスは除く。）
○   自転車の方は、「カルタ池跡仮設駐輪

場」「市立藤井寺駅南駐輪場」「ブクン
ダ公園仮設駐輪場」をご利用ください。

○ 規制区域内・時間帯に車で移動され
る方は、車庫への進入・出庫などを
予定されている方は、「居住区関係車
輌の証」をお申し込みください。

　8 月 6 日㈪ 10:00 ～17:00 まで。

■問 葛井寺  ☎ 072-938-0005
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（あて先）〒 583-8585 羽曳野市役所 秘書課広報担当
初めての方やしばらく掲載していない方を優先しています。作品・氏名に必ずふりがなを添えてください。

－ 市民のページ － 個別指導110 番 受講者募集
（パソコンサークルステップ）
　パソコン、スマホ、タブレットの操
作でわからないところがある方
■と■き  8 月 3 日・24 日・31日㈮10:00
～12:00、8 月 7 日・21日・28 日㈫
15:40 ～16:40　 ■場■所  LIC はびきの
3 階　■￥  1,200 円（1時間）　■他他  レン
タル可（要予約）  ■申■込・ ■問  電話申込。
パソコンサークルステップ（山田） 携帯
090-6608-5799

ボランティアパソコン講座
受講者募集（パソコン交流館）
①エクセル活用講座 9:30 ～11:30
　8 月 6 日・20 日・27 日㈪
②合成・変形写真講座 9:30 ～11:30
　8 月 7 日・21日・28 日㈫

■場■所  市民会館 4 階第12 会議室
■対■象  マウス操作に慣れている方
■￥  1,500 円（1回 500 円）  
■申■・込 ■ 問 パソコン交流館（国沢）
☎ 072-956-4197 携帯050-5328-6368
※費用は初日に全額お支払いください。
　返金不可。

マンツーマン・パソコンセミナー
① ワードの基礎から応用  文字入力、文

書、はがき、表（住所録・名簿）作成など
② エクセルの基礎から応用  表の作

成、データ入力、グラフ作成、家計簿、
住所録、表計算、関数計算など

■と■き  ㈪～㈮９:30 ～11:30、12:30
～14:30、15:00 ～17:00 ※時間帯、
応相談。㈯ ㈰ ㈷ 休み。 ■￥  各講座 
10,000 円（5 回分）※分納可（1 回
2,000 円）テキスト代込。 ■申■込・ ■問  
陵南の森生きがい情報センター内 河
内飛鳥 UNIC 会  ☎ 072-931-1900 
※つながらない時は携帯電話まで。 

（佃）携帯 090-2065-6575

はびきのおもちゃ病院
■と■き  8 月12 日㈰ 9:00 ～12:00
■場■所  市役所別館 2 階 
※部品交換が必要な場合は実費負担。
■問  羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）

牛乳パックではがき作り
■と■き  8 月10 日㈮ 10:30 ～12:00
■場■所  クリーンピア 2 階工作室 
■￥  無料　■持■物物  エプロン、クリアファ
イル、はがきに挟む押し花など
■問  はびきの生活学校（宝本）
☎ 072-953-7450

夏休み早朝 タケルくん体操
■と■き  8 月 6 日㈪ 《1回目》6:15　

《2 回目》6:40  ※10 分程度
■場■所  峰塚公園　■￥  無料
■問  NPO 法人羽曳野市柔道整復師会
あさの整骨院　☎ 072-958-6966

大人の講座 8 月 （体験あり）
①自力整体  7日・21日㈫15:00 ～16:30
②手編み  20 日・27日㈪14:30 ～16:00

■￥  ①2,000 円（月2 回）、②1,000 円
（月1回）※要会員、材料費別
■場■所・ ■申■込・■ 問  FAX 申込可。
NPO 法人南河内こどもステーション 
☎・℻ 072-957-1114

みんなの食育講座
①おひとり分の簡単作り置きおかず
　   8 月 23 日㈭ 10:00 ～12:30
　 ■ ￥  800 円（材料費、レシピ）
②自家製酵母の簡単パンと低糖質ジャム
　 9 月1日㈯ 10:00 ～12:30
　■ ￥  2,000 円（材料費、レシピ、持ち
　　 帰りのパン生地、ジャム）
※①②軽食を用意しています。

■場■・所 ■申■込・ ■問  はみんぐ南河内 
☎ 072-976-5255

無料法務・法律相談会（研志会員）
　相続・遺言、許認可、社会保険・労
働問題ほか、日頃の法律上の悩み事
を、弁護士、行政書士、土地家屋調査士、
社会保険労務士などがお伺いします。
■と■ き 8 月 26 日㈰ 13:30 ～16:30
■場■ 所 市役所Ａ棟西会議室　■申■・込 ■問
要予約。研志会（城） ☎ 0721-69-8050
メールsadatakakun@leaf.ocn.ne.jp
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平和をねがうコンサート 
■と■ き 8 月11日㈯14:00 ～　■場■ 所 LIC
はびきの ホールＭ　■出■演  松野迅（バ
イオリン）ほか　■￥  一般 2,000 円、
小中高生・障害者1,000 円（全席自
由） ※ LIC はびきの、チケットぴあで
発売中。
■ 問  廣谷  携帯080-3797-3214

ゴスペル1日無料体験 
■と■ き 8 月 8 日㈬19:30 ～21:00　
■場■ 所 LICはびきの 3 階 多目的スタジオ
■申■・込 ■ 問 ジョイフルクワイア（瀬戸山） 
携帯090-9863-2139

第4 回体の歪み無料勉強会（要予約）
■と■ き 8月18日・25日㈯13:30 ～15:30
■場■ 所 LIC はびきのセミナー室  

■対■象  どなたでも  ■定■員  7人（先着順）  
■申■・込 ■ 問 金森  ☎ 072-947-9453

ミュージックセラピー 
■と■ き 8月10日・24日㈮10:00 ～11:00  
■場■ 所 LIC はびきの 小会議室 C
■ ￥ 300 円（1回）  ■申■・込 ■ 問 板垣翠（音
楽療法士（補）） 携帯090-5993-3483

　来年 6 月 28 日・29 日の両日、大阪市住之江区の「イ
ンテックス大阪」において『Ｇ 20 サミット首脳会議』
が開催され、大阪市内を中心に大規模な警備・交通
規制が実施されます。羽曳野警察署においても、同サ

ミット警備に向け、6 月 27 日「大阪府羽曳野警察署
Ｇ 20 サミット対策委員会」を設置し、各種諸対策を
実施していきますので、市民の皆様のご理解、ご協力
をお願いします。

羽曳野警察署Ｇ20サミット対策委員会設置
羽曳野けいさつ署こちら 誉田 4-2-1   ☎ 072-952-1234  羽曳野警察署 検 索

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
■シルバー会員募集中　
　社会のために、自らのために、あなたの豊
かな知識・経験を活かしませんか。

［ 資格］●市内在住、60歳以上の健康で働く意
欲のある方 ●事業趣旨に賛同していただける方

［ 入会方法］入会説明会の参加（必須）後、申込
書類を期日までに提出してください。その際、
年会費として 2,000 円が必要です。理事長
の承認後、会員登録が完了します。

[ 入会説明会 ] ●8月14日㈫13:30 ～ 市役所
別館 2 階  ●8月17日㈮13:30 ～ シルバーワ
ークプラザ 3 階　※事業説明、入会手続き案
内、入会申込書の配布など。

■シルバー人材センターへの仕事依頼（☎072-936-1500）　
公共的・公益的な団体です。安心して仕事をお任せください。見積無料！

軽作業 （屋内）事務所・マンションなどの清掃、片づけなど  （屋外）庭・空き地
 の草刈り、植木の剪定、消毒、水やり、溝掃除、荷物出しなど

施設管理 建物・駐車場・事務所・倉庫の管理など
一般・経理事務 書類や伝票の整理、集計事務、事務補助など

筆耕・毛筆 封筒、はがき、表彰状、感謝状など
 修理 軽易な大工、波板張替え、ふすま・障子・網戸の張替え、塗装など
 家事援助・介護サービス 家の清掃、洗濯、買い物、食事の支援、病院・施設での洗濯サービスなど

羽曳野市野々上 4-5-12    ☎ 072-936-1500    ＦＡＸ 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　      E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

■空家・空地の管理をお引き受けします
　当センターは、羽曳野市と「空家の適正管理
の促進に関する連携協定」を締結し、空家見
守りサポート業務を実施しています。

■介護職員初任者研修講座 （旧ホームヘルパー2 級課程に相当）
【第 3 回コース】 10 月 2 日～11月 27 日に実施予定
　（第 4 回コース平成 31 年1月～）
　※日程は広報 9 月号またはウェブサイトで掲載。

《場所》羽曳野市シルバー人材センター 
　　　（申込書配布と申込受付 9:00 ～17:00）

《対象》開始日に満 16 歳以上で、福祉・介護の就業を希望・検討している方
《費用》一般 34,000 円、シルバー会員 25,000 円※税込、テキスト代 5,400 円別途
《定員》20 人（受講者が 8 人に満たない場合は講座中止）　《締切》9 月28 日㈮まで

【
7
月
号
の
訂
正
】
シ
ル
バ
ー
貸
農
園

　
所
在
地
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　（
正
）
南
恵
我
之
荘
5
丁
目 

で
す
。

　
●社会福祉協議会● 総合福祉センター（市役所別館）1階⑦番　☎072-958-2315　ＦＡＸ 072-958-3853

http://www.hasyakyo.net/　Eメール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

8 月の「ベビっこひろば」はお休みです

福祉分野の就職相談会・見学会の開催
【日時】8 月 23 日㈭ 10:00 ～15:00
【場所】市役所別館 3 階 会議室
【対象】参加自由　※送迎あり
【共催】羽曳野市介護保険事業者連絡協議会
         羽曳野市福祉施設連絡会

手芸教室（手芸ボランティア「手づくり」）
　紬でつくる小物入
れ（眼鏡可）～折り
紙だたみのモチーフ
を使って～
【東部】市役所別館 2 階研修室  8 月 23 日㈭
【西部】西部事務所（支所横）    8 月 31 日㈮
 ※各会場 13:00 ～※ 8 月10 日㈮締切

【対象】市内在住の 60 歳以上の方
【持物】裁縫道具・ボンド
【費用】500 円（材料代）
【申込・問合せ】往復はがきにて①住所
②氏名③電話番号④年齢⑤希望場所（東
部・西部）⑥これまでの参加回数を明記
の上、〒 583-8585 羽曳野市誉田 4-1-1
羽曳野市社会福祉協議会まで郵送。

保育士・看護師（准看護師可）募集
 ■あおぞら保育園 　☎ 072-950-1105
 ■ベビーハウス社協  ☎ 072-930-0240
 詳細は、お問い合わせください。

飛鳥の真銅善夫様より今年もぶどう
1.2㎏入り100 箱をご寄付いただき、
市内施設に配付いたしました。

羽曳野市商工会チャリティーゴル
フコンペ実行委員会の 皆様より、
80,100 円のご寄付を頂きました。

善意のご寄付ありがとうございます
匿名  　　 　　　　　                ¥ 2,000
匿名　　 　　　　　　          　  ¥ 2,000
四ツ葉のクローバー涌元順子　     ¥ 2,000
浅田照次  　　 　　　　　          ¥20,000
浅田悦弘　　 　　　　　　      　¥10,000
匿名　　 　　　　　　          　  ¥10,000
羽曳野市環境衛生事業協同組合　 ¥30,000
羽曳野市商工会                        ¥80,100チャリティーゴルフコンペ実行委員会
真銅善夫　　　          ぶどう1.2kg 100 箱
　　　　　　　　　　 （平成 30 年 6 月 敬称略）

愛の献血にご協力を（400ml 献血限定）
8 月 3 日㈮ 10:00 ～16:30
LIC はびきの（羽曳野ライオンズクラブ共催）
8 月12 日㈰ 10:00 ～16:00
羽曳野市役所（羽曳野青年団協議会共催）
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平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
4
日
か

ら
６
月
27
日
ま
で
の
、 

24
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
な
ど
の
専
決
処
分
の
報
告
、
は
び

き
の
エ
ル
・ 

エ
ス
、
み
の
り
の
里
の
事
業
状
況

と
決
算
、予
算
に
つ
い
て
な
ど
11
件
の
報
告
や
、

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
14
件
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
議
結
果
と
13
名
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
の
内
容
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
し

ま
す
。

1

 

第
2
回
定
例
会

平
成
30
年
第
2
回
定
例
会
報
告

　
　
　
　
　 

一
般
質
問
・
委
員
長
報
告
等

清寧天皇 河内坂門原陵

５
月
28
日
㈪

６
月
4
日
㈪

６
月
12
日
㈫

６
月
13
日
㈬

6
月
14
日
㈭

６
月
19
日
㈫

６
月
27
日
㈬

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
１
日
目

・
議
案
審
議

○
本
会
議
第
２
日
目

・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

○
幹
事
長
会
議

○
本
会
議
第
３
日
目

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

○
本
会
議
第
４
日
目

・
一
般
質
問
（
2
議
員
質
問
）

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
本
会
議
第
５
日
目

・
委
員
長
報
告
等

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111

  1

  2
  3～ 9
  9

第 2 回定例会
定例会のあゆみ
議案審議表
一般質問
総務文教常任委員会
委員長報告
次回日程
編集後記

もくじ
発行：羽曳野市議会　　編集：市議会だより編集委員会
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議案番号 件　　　名 結　果

報　告      1
2
3

4
5
6
7
8
9

10
11

地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
専決処分の報告について（羽曳野市税条例等の一部を改正する条例）
専決処分の報告について（羽曳野市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例）
専決処分の報告について（羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例）
専決処分の報告について（平成 29 年度羽曳野市一般会計補正予算（第８号））
専決処分の報告について（平成 29 年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第６号））
繰越明許費繰越計算書について
平成 29 年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について
平成 30 年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について
平成 29 年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について
平成 30 年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について

報　告

承　認

承　認

承　認

承　認

承　認

報　告

報　告

報　告

報　告

報　告

議　案    38
39
40
41
42
43
44
45
46

47
48

49

50
51

固定資産評価審査委員会委員の選任に係る同意について
羽曳野市防災行政無線（同報系）デジタル化整備工事の請負契約について
羽曳野市立埴生南小学校・羽曳が丘小学校エアコン設置工事の請負契約について
羽曳野市立古市小学校・駒ヶ谷小学校・西浦東小学校エアコン設置工事の請負契約について
羽曳野市立高鷲小学校・高鷲南小学校エアコン設置工事の請負契約について
敬老祝金事業に係るカタログギフトの取得について
災害派遣手当等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市税条例等の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市重度障害者の医療費の助成に関する条例及び羽曳野市ひとり親家庭の医療費の助成に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関
する協議について
平成 30 年度羽曳野市一般会計補正予算（第１号）
平成 30 年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第１号）

同　意

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

原案可決

即日原案可決

諮　問      1 人権擁護委員の推薦について 同　意

意　見      2
3
4
5

旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書
所有者不明の土地利用を求める意見書
バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を求める意見書

「要介護・要支援者に対する医療による維持期リハビリの廃止撤回」を求める意見書

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

即日原案可決

特別委員会等の補欠委員の選任等について
諸般の報告

報　告

報　告

 第 2 回定例会で審議された案件と議決結果
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3

金
銅
宏
親
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

場
合
の
今
後
の
取
り
組
み
と
周
辺
整
備
は
。

②
今
年
の
９
月
に
イ
コ
モ
ス
の
委
員
に
よ
る
、

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が
世
界
文
化
遺
産
に

ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
持
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、

そ
の
価
値
を
未
来
に
ま
で
残
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
保
存
管
理
の
仕
組
み
を
持
っ
て
い

る
の
か
確
認
す
る
た
め
現
地
調
査
が
あ
る
が
、

準
備
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

①
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ

ば
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
方
た
ち
に
、
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
の
価
値
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
心
地
よ
く
滞
在
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が
必
要

に
な
る
。
例
え
ば
車
で
来
ら
れ
る
方
の
た
め

の
案
内
標
識
や
、
古
墳
群
を
徒
歩
や
自
転
車

で
め
ぐ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
誘
導
サ
イ
ン

の
設
置
、
説
明
看
板
の
多
言
語
化
、
地
元
店

舗
等
の
協
力
を
得
て
、
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の

確
保
な
ど
は
、
登
録
さ
れ
て
か
ら
取
り
組
ん

で
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
現
在
順
次

進
め
て
い
る
。
②
今
年
９
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
イ
コ
モ
ス
の
現
地
調
査
に
向
け
、
効
率

よ
く
見
て
回
る
た
め
の
ル
ー
ト
や
、
ど
こ
で

ど
ん
な
説
明
を
す
る
か
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
出
土
遺
物
の
写
真
な
ど
、
当
日
そ

の
場
で
見
て
い
た
だ
く
た
め
の
資
料
の
準
備

も
行
っ
て
い
る
。

●
質
問　
世
界
文
化
遺
産
を
当
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

●
市
長　

世
界
文
化
遺
産
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
に
は
幾
つ
か
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
点
が

あ
る
。
一
つ
は
資
産
の
価
値
、
そ
れ
が
あ
る

当
市
の
歴
史
に
、
市
民
が
誇
り
を
持
て
る
か

で
あ
る
。
２
つ
目
は
資
産
の
活
用
で
、
日
本

中
、
世
界
中
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用

し
た
情
報
発
信
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
映
像
の

作
成
、
活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
使

い
情
報
発
信
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
来
訪
者
受
け
入
れ
の
た
め
の
環

境
整
備
や
、
古
墳
以
外
で
も
、
来
ら
れ
た
方

を
お
も
て
な
し
で
き
る
こ
と
が
必
要
。
世
界

遺
産
の
あ
る
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
町
並
み
、

景
観
な
ど
も
順
次
整
備
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
だ
が
、
当
市
は
、
昨
年
の
竹
内

街
道
横
大
路
（
大
道
）
の
日
本
遺
産
認
定
、

そ
し
て
市
制
施
行
60
周
年
、
来
年
に
は
百
舌

鳥
・
古
市
古
墳
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

と
、
今
こ
そ
当
市
が
国
内
外
に
大
き
く
飛
躍

す
る
と
き
。
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
れ

ば
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
が
当
市
に
訪
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
当
市
を
訪
れ
た

方
々
に
心
地
よ
く
滞
在
し
て
い
た
だ
き
、
当

市
の
魅
力
を
伝
え
る
と
き
が
来
た
。
そ
の
た

め
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が
必
要
だ
。
こ
れ

を
機
に
、
市
民
の
皆
様
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
、
そ
し

て
誇
れ
る
羽
曳
野
市
の
構
築
に
最
善
の
努
力

を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
両
副
市
長
の
役
割
に
つ
い
て

一
般
質
問

松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
妊
産
婦
支
援
と
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
、
当
市
の
移
住
、
定
住
を
促

す
情
報
サ
イ
ト
「
は
び
す
む
」
に
は
、
大
阪

で
働
く
女
性
が
当
市
を
訪
れ
、
徐
々
に
当
市

で
子
ど
も
を
生
む
気
持
ち
へ
と
変
わ
っ
て
い

く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。 

人
情
に
厚
く
、
周

り
の
人
が
応
援
し
て
く
れ
る
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
に
異
論
は
な
い
。
で
は
、
当
市
が
進
め

る
行
政
施
策
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
機
能
を
備

え
た
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も

遅
々
と
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み
が
見
え
な

い
が
、
妊
産
婦
支
援
に
お
け
る
市
と
し
て
の

自
己
評
価
と
、
優
先
す
べ
き
事
業
に
ど
の
よ

う
な
も
の
が
必
要
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
周

辺
他
市
で
は
デ
イ
ケ
ア
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

を
通
じ
て
産
婦
へ
助
言
や
支
援
を
行
う
産
後

ケ
ア
事
業
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
事
業
に
つ
い
て
の
必
要
性
の
認
識
と
取
り

組
み
の
方
向
性
は
。

●
答
弁　

母
子
保
健
法
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
様
々
な
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

で
は
全
数
面
接
を
行
い
、
乳
幼
児
健
診
時
に

は
健
康
管
理
や
保
健
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

家
族
を
含
め
た
子
育
て
に
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
健
康
診
査
の
受
診
率
は
府
の
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
、
事
業
内
容
の
自
己
評

価
は
、
概
ね
市
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
優
先

す
べ
き
事
業
と
し
て
は
、
個
別
に
支
援
計
画

を
作
成
し
、
個
別
の
支
援
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
産
後
ケ
ア
事
業
の
必
要
性
は
認

識
し
て
い
る
が
、
受
け
入
れ
施
設
の
確
保
の

課
題
が
あ
る
。
引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め

た
い
。

●
意
見　
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る

妊
婦
の
割
合
が
22
％
、
う
つ
病
の
リ
ス
ク
が

高
い
産
婦
は
実
に
１
割
も
あ
る
と
い
う
現
実

を
真
剣
に
、
深
刻
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
不
安
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
を
支
援

し
な
け
れ
ば
、
産
後
う
つ
へ
追
い
や
る
こ
と

に
な
る
。
少
子
化
、
人
口
減
少
の
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
一
刻
も
早
く
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
政
策
課
題
で
、
産
後
ケ
ア
事
業
も
必

要
性
を
理
解
し
て
い
る
な
ら
、
導
入
を
前
提

と
し
た
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
「
必
要
な
と

こ
ろ
へ
の
必
要
な
支
援
」
は
で
き
な
い
。

《
市
独
自
の
水
防
情
報
の
取
得
に
つ
い
て
》

●
質
問　
国
交
省
は
、
洪
水
時
の
河
川
の
水

位
の
計
測
に
特
化
し
た
安
価
な
水
位
計
を
設

置
す
る
計
画
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

は
危
機
管
理
型
水
位
計
と
呼
ば
れ
、
従
来
型

と
で
は
10
分
の
１
以
下
の
費
用
で
設
置
で
き

る
。
中
小
河
川
を
持
つ
当
市
と
し
て
は
、
河

川
の
状
況
を
早
い
段
階
で
把
握
す
る
ツ
ー
ル

だ
と
考
え
る
が
、
市
内
を
流
れ
る
河
川
、
特

に
溢
水
や
破
堤
の
恐
れ
が
あ
る
地
点
へ
の
設

置
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

●
答
弁　

当
市
内
を
流
れ
る
河
川
に
は
カ
メ

ラ
や
水
位
計
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
設
置

数
は
少
な
く
、
観
測
地
点
か
ら
各
地
点
の
水

位
を
推
計
し
て
い
る
。
国
、
府
は
本
年
度
中

に
南
河
内
地
域
で
は
３
河
川
に
設
置
。
今
後

も
洪
水
リ
ス
ク
の
高
い
箇
所
、
水
位
計
が
な

い
河
川
を
優
先
的
に
、
河
川
管
理
者
に
お
い

て
設
置
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
河
川

の
水
位
情
報
は
、
防
災
・
減
災
の
対
策
面
で

大
変
有
効
と
考
え
て
い
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
と
、
特
産
品
販

売
や
飲
食
店
と
の
連
携
に
つ
い
て



市議会だより

−市議会だより　2018.8.1− 7

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
発
達
障
が
い
児
者
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
30
年
度
、
国
に
お
け
る
予
算
案
に
、

発
達
障
が
い
者
支
援
関
係
施
策
予
算
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
ペ
ア
レ
ン
ト
・

メ
ン
タ
ー
養
成
等
の
事
業
と
し
て
、
研
修
の

実
施
、
活
動
費
の
支
援
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
、
ま
た
家
族
の
ペ
ア
レ
ン
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
と
あ
る
。

当
市
で
も
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
件
数
は
増
加
傾
向
だ
が
、
市
の
取
り

組
み
は
。
ま
た
４
年
前
の
私
の
質
疑
の
際
に
、

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基
礎
研
修
へ

の
庁
内
関
係
課
が
参
加
し
た
取
り
組
み
や
、

基
礎
的
な
調
査
研
究
を
す
る
と
答
弁
し
た
が
、

４
年
強
も
経
っ
た
現
在
の
状
況
は
。
ま
た
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
状
況
や
、
当

市
の
利
用
状
況
、
障
が
い
者
の
方
の
フ
ォ
ロ

ー
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

平
成
29
年
度
１
歳
半
健
診
、
７
８
６

名
の
受
診
者
の
う
ち
、
要
フ
ォ
ロ
ー
と
判
断

し
た
子
供
は
２
３
８
名
。
３
歳
半
健
診
は

７
５
２
名
の
受
診
者
で
１
５
１
名
が
必
要
と

判
断
。
当
市
で
は
、
研
修
会
等
を
実
施
し
て

の
ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
実

施
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
発
達
に
障
が
い
を

持
つ
子
ど
も
、
保
護
者
支
援
は
、
重
要
な
課

題
で
、
ペ
ア
レ
ン
ト
・
メ
ン
タ
ー
事
業
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
有
効
な
対
応
策
で
あ
る
た
め

関
係
各
課
で
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
当
市
内
に
は
、
四
天
王
寺
悲
田
院
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
福
祉
型
で
の

運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
利
用
枠
は

毎
日
登
園
が
34
名
、
週
２
回
の
登
園
が
13
名

の
計
47
名
。
ま
た
利
用
枠
か
ら
漏
れ
た
児
童

は
、
他
の
事
業
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
パ
ン

ダ
教
室
な
ど
で
か
か
わ
り
の
継
続
を
図
っ
て

い
る
。　

●
質
問　
結
局
、
４
年
前
に
答
弁
し
た
内
容

と
何
ら
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
旧

態
依
然
の
中
で
、
関
係
課
に
は
わ
か
る
人
、

で
き
る
人
が
い
る
。
し
か
し
、
真
剣
に
は
取

り
組
ま
な
い
。
他
の
関
係
機
関
に
責
任
を
転

嫁
す
る
よ
う
な
体
制
の
中
で
、
調
査
研
究
、

協
議
な
ど
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
思
う
。
市

と
し
て
、
発
達
障
が
い
と
い
う
障
が
い
福
祉

に
取
り
組
む
姿
勢
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

障
害
福
祉
課
、
健
康
増
進
課
、
こ

ど
も
課
の
３
課
が
連
携
、
協
働
し
て
事
業
を

実
施
し
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
や
障
が
い

児
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更
に
進
め
る
。

●
質
問　
発
達
障
が
い
児
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制

が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
の
は
、
担
当
部
局

が
多
岐
に
わ
た
り
、
発
達
障
が
い
を
メ
イ
ン

に
し
た
部
署
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に

大
き
な
問
題
が
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

事
業
の
必
要
性
を
認
識
し
、
対
応

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
発

達
障
が
い
児
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
結

成
し
て
い
な
い
が
、
複
数
の
部
署
に
ま
た
が

る
も
の
に
つ
い
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
結
成
し
、
創
意
工
夫
し
て
、
事
業
が
放
置

や
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
対
応
を
考
え
る
。

●
要
望　

国
際
社
会
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
い
わ
ゆ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
推

進
で
あ
り
、
根
幹
の
指
針
は
、
誰
も
置
き
去

り
に
し
な
い
、
の
１
点
。
そ
の
た
め
の
行
動

を
力
強
く
支
え
る
力
、
精
神
、
哲
学
が
今
こ

そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
誰
も
置
き
去
り
に
し

な
い
」
と
い
う
精
神
の
も
と
、
体
制
を
整
え

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

●
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
独
自
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

渡
辺
真
千
（
日
本
共
産
党
）

《
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年

に
向
け
て
の
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
の
移
動
を

支
援
す
る
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

こ
と
や
、
交
通
費
の
負
担
を
補
助
す
る
制
度

を
、
今
後
実
施
し
て
い
く
考
え
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
外
出
支
援
等

を
含
め
た
施
策
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

当
市
で
は
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
が
比
較
的
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

無
料
の
公
共
施
設
循
環
福
祉
バ
ス
を
補
完
さ

せ
な
が
ら
走
ら
せ
て
い
る
。
定
員
オ
ー
バ
ー

の
場
合
に
は
、
補
助
の
バ
ス
を
走
ら
せ
て
利

便
性
を
図
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
守

る
と
い
っ
た
点
で
は
無
料
バ
ス
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

●
要
望　
無
料
で
運
行
し
て
い
る
循
環
バ
ス

は
稀
で
あ
る
が
、
こ
の
バ
ス
だ
け
で
は
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
声
が
市
民
の
中

に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
外
出
支
援
は
、
高
齢

者
の
生
活
の
質
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
と
て

も
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
河
内
長
野
市
で
行

わ
れ
る
よ
う
な
、
福
祉
と
ま
ち
づ
く
り
の
両

方
の
視
点
で
、
交
通
費
の
補
助
や
新
し
い
交

通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
要
望
す
る
。

《
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
と
学
校
教
育
に
つ

い
て
》

●
質
問　
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
導
入
に
際

し
て
、
平
成
28
年
９
月
議
会
で
の
答
弁
で
は
、

「
不
安
は
否
め
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
不
安
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
ど
れ
く
ら
い
の
子
ど
も
の
評

定
が
修
正
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

テ
ス
ト
の
成
績
だ
け
に
こ
だ
わ

り
、
平
素
の
学
習
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
生
徒

が
出
る
の
で
は
な
い
か
等
の
懸
念
が
あ
っ
た

が
、
問
題
な
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
評
定
は
、

大
阪
府
の
報
道
に
よ
る
と
、
平
成
28
年
度
は

上
方
、
下
方
修
正
と
も
１
年
生
で
約
10
％
、

２
年
生
で
約
８
％
が
修
正
対
象
に
な
っ
た
。

●
要
望　
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
は
、
年
１
回

の
テ
ス
ト
で
内
申
点
に
修
正
が
加
え
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
４
教
科
の
内
申

平
均
が
５
教
科
の
結
果
で
決
め
ら
れ
る
と
い

う
大
き
な
矛
盾
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

だ
ら
け
の
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
よ
り
、
そ
の

予
算
を
教
員
の
増
員
に
回
し
、
子
ど
も
た
ち

に
一
人
ひ
と
り
、
丁
寧
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
教
育
の
改
善
を
要
望
す
る
。

《
図
書
館
事
業
と
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
に
つ
い
て
》

●
質
問　
図
書
館
は
社
会
教
育
施
設
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
う
公
共
施
設
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
統
廃
合
は
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
第
３
次
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
や
図
書
館
事
業
を
今
後
ど
う
進
め

る
の
か
。

●
答
弁　

現
時
点
で
は
、
統
廃
合
の
計
画
は

な
い
。
読
書
活
動
推
進
計
画
に
つ
い
て
は
、

関
係
部
署
と
の
連
携
を
密
に
し
、
職
員
の

資
質
向
上
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に

努
め
て
「
く
ら
し
の
中
の
図
書
館
」
を
目

指
す
。

●
要
望　

図
書
館
事
業
の
継
承
発
展
の
た

め
、
正
規
職
員
の
図
書
館
司
書
の
配
置
と
ゲ

ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
依
存
が
高
い

中
学
生
へ
の
対
応
と
し
て
、
全
中
学
校
へ
図

書
館
司
書
の
常
駐
配
置
を
強
く
要
望
す
る
。
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上
薮
弘
治
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
公
立
認
定
こ
ど
も
園 

こ
ど
も
未
来
館
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
の
保
護

者
か
ら
の
意
見
集
約
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

４
月
１
日
の
開
園
以
降
、
保
護
者

か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
質
問　
全
員
給
食
化
の
意
見
や
要
望
は
。

●
答
弁　

こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
週
に
数
回
や
月
に
数
回

の
利
用
希
望
が
多
く
、
弁
当
が
傷
み
や
す
い

夏
場
や
体
調
不
良
時
と
い
っ
た
意
見
も
い
た

だ
い
て
い
る
。

●
質
問　
西
部
こ
ど
も
園
に
関
し
て
、
今
後

保
護
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

一
定
の
構
想
が
固
ま
り
次
第
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

●
質
問　
東
部
こ
ど
も
園
に
関
し
て
、
い
つ

頃
具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
る
の
か
。

●
答
弁　

平
成
30
年
度
中
に
方
向
性
を
示
す

こ
と
と
し
て
お
り
、
就
学
前
教
育
、
保
育
の

充
実
を
図
る
べ
く
議
論
し
て
策
定
し
、
お
示

し
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

こ
ど
も
未
来
館
た
か
わ
し
に
続

き
、
西
部
、
東
部
と
３
園
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
示

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
保
護
者
の
意
見
を
正

確
に
集
約
し
、
議
会
に
情
報
開
示
を
願
う
。

ま
た
、
東
部
の
こ
ど
も
園
に
関
し
て
は
、
役

所
内
に
幼
保
育
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

女
性
の
社
会
進
出
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て

姿
勢
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
子
ど
も
た

ち
が
世
界
に
羽
ば
た
け
る
基
礎
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
な
こ
ど
も
園
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
強
く
願
う
。

《
幼
保
無
償
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
無
償
化
に
対
し
て
、
今
後
当
市
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
重
点
に
置
き
、
ど
の
よ

う
な
作
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
、
示

さ
れ
る
新
た
な
制
度
の
周
知
に
関
し
て
は
、

広
報
誌
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
だ
け
で

な
く
、
認
可
施
設
、
認
可
外
保
育
施
設
等
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
を
通
じ
て
、
十
分
な
広

報
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
幼
稚
園
、
保
育
園
に
入
園
を
希
望

さ
れ
な
い
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

今
年
度
に
実
施
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

に
お
い
て
、
ほ
か
の
項
目
と
あ
わ
せ
て
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、

ど
の
よ
う
な
策
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

●
答
弁　

今
後
、
計
画
策
定
の
検
討
過
程
の

中
で
、
将
来
予
測
を
踏
ま
え
て
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

●
要
望　
無
償
化
が
決
定
さ
れ
た
と
き
の
入

園
希
望
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
の
問
題
や
保
育
士
の
人
数
確
保
を
算
出
で

き
な
い
。
大
変
な
作
業
で
あ
る
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
課
題
点
の
ク
リ
ア
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
国

の
対
応
も
注
視
し
、
交
付
金
や
補
助
金
の
動

き
を
俊
敏
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
市
の
裁
量
権
が

生
か
せ
る
条
件
で
あ
れ
ば
、
民
間
の
保
育
士

不
足
の
解
消
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。
無
償
化
に
よ
り
行
政
の
対
応
が
遅
れ
、

待
機
児
童
増
加
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
に
な

ら
な
い
よ
う
、
万
全
の
体
制
を
と
る
こ
と
を

切
に
願
う
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
当
市
で
の
外
国
人
就
労
者
、
就
学
者
の
状

況
に
つ
い
て

花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《「
み
ん
な
で
防
災
大
作
戦
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　
防
災
大
作
戦
に
つ
い
て
、
広
域
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の
防
災
訓
練
を
期
待

し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
訓
練
内
容
は
。

●
答
弁　

訓
練
は
、
９
月
１
日
防
災
の
日
に

峰
塚
公
園
に
て
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
予
定
。
会
場
を
八

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
訓
練
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

想
定
し
、
行
動
や
救
援
内
容
な
ど
を
体
感
す

る
こ
と
で
防
災
や
減
災
に
対
す
る
意
識
の
向

上
を
図
る
。

●
質
問　
地
域
防
災
訓
練
と
の
連
携
や
広
域

で
行
う
と
い
う
課
題
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

防
災
訓
練
の
記
録
動
画
を
作
成
し
、
参
加
で

き
な
か
っ
た
市
民
が
公
民
館
や
自
宅
な
ど
で

視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

地
域
で
は
、
町
会
や
自
主
防
災
組

織
な
ど
を
中
心
に
防
災
力
向
上
を
図
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
小
学
校
区
で
の
防
災
訓
練

の
実
施
や
防
災
講
演
会
の
開
催
な
ど
各
種
防

災
事
業
に
参
加
し
、
連
携
や
広
域
化
を
構
築

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
記
録
動
画
は
今
後
の
防

災
教
育
に
お
い
て
利
活
用
の
幅
も
広
が
り
、

非
常
に
有
用
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
広
域
で
の
訓
練
を
実
施
で
き
な
い

の
が
残
念
。
記
録
動
画
を
作
成
し
、
地
域
防

災
に
役
立
て
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

《
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
》

●
質
問　
補
助
金
を
活
用
し
た
町
会
で
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
数
、
設
置
傾
向
は
。
防
犯

カ
メ
ラ
マ
ッ
プ
は
作
成
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

平
成
29
年
度
末
で
延
べ
38
自
治
会
で

87
台
。
自
治
会
内
に
出
入
り
す
る
主
要
道
路
へ
の

設
置
が
多
い
。
不
法
投
棄
や
悪
質
な
セ
ー
ル
ス
の

減
少
に
効
果
が
あ
る
。
マ
ッ
プ
は
警
察
と
の
関
係

か
ら
、
住
宅
地
図
上
で
の
管
理
は
行
っ
て
い
る
。

●
質
問　
補
助
制
度
の
拡
充
や
市
独
自
で
の

設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

●
答
弁　

大
阪
府
に
再
度
、
所
要
の
財
政
措

置
と
施
策
の
充
実
強
化
を
要
望
し
て
い
る
。

地
域
で
効
果
的
な
場
所
に
設
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
自
治
会
等
へ
の
費
用
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
に
も
制
度
を
研
究
、

検
討
し
て
い
る
。

●
要
望　
補
助
金
制
度
を
調
査
、
研
究
し
、

１
台
で
も
多
く
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
地
域
に

設
置
で
き
る
よ
う
業
務
の
拡
充
を
強
く
要

望
す
る
。

《
空
家
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
地
権
者
に
ど
の
よ
う
に
指
導
、
勧

告
を
行
う
の
か
。
対
象
物
件
を
空
家
マ
ッ
プ

や
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
で
表
記
で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

特
定
空
家
の
場
合
、
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
書
面
に
て
助
言
、
指
導
、
勧
告

な
ど
の
行
政
指
導
を
順
次
行
う
。
空
家
の
表

記
は
個
人
情
報
の
観
点
か
ら
好
ま
し
く
な
い
。

●
要
望　
物
件
の
所
有
者
に
十
分
説
明
し
、

気
概
を
持
っ
た
対
応
を
要
望
す
る
。

●
質
問　
駅
周
辺
に
は
多
く
の
空
家
が
あ
る

が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
空
家
対
策
と
地
域
の
活
性
化
を

図
る
施
策
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

●
答
弁　

適
正
管
理
の
指
導
を
行
い
、
空
家

の
利
活
用
を
促
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　
４
月
よ
り
国
交
省
が
中
古
住
宅
の

流
通
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
行
政
が
後
ろ

盾
と
な
る
「
安
心
Ｒ
住
宅
、
お
墨
付
き
住
宅
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

運
用
を
注
視
し
、
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

●
意
見　
民
間
の
活
力
と
ア
イ
デ
ア
を
前
面

に
出
し
、
市
は
優
良
物
件
を
お
墨
付
き
住
宅

と
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
、
空
家
対
策
と
地

域
の
活
性
化
に
効
果
的
に
働
く
と
考
え
る
。
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今
井
利
三
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
市
民
、
高
齢
者
、
子
ど
も
の
危
機
管
理
に

つ
い
て
》

●
質
問　
認
知
症
の
方
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
場
合
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
課
が
中
心
と
な
っ

て
動
く
の
か
。

●
答
弁　

行
方
不
明
と
な
ら
れ
た
高
齢
者
へ

の
対
応
は
、
地
域
包
括
支
援
課
が
中
心
に
動

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
羽
曳
野
市
徘
徊
高

齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が
あ
り
、

徘
徊
認
知
症
高
齢
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た

際
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
市
役
所

内
の
各
職
場
と
市
内
の
公
共
施
設
、
在
宅
介

護
セ
ン
タ
ー
、
協
力
介
護
保
険
事
業
所
等
へ

ご
本
人
の
情
報
を
家
族
の
同
意
の
も
と
に
提

供
す
る
も
の
。
徘
徊
を
疑
う
高
齢
者
を
見

か
け
た
と
市
民
か
ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
円
滑
な
本
人
確
認
が
可
能
と
な
る
。
事

前
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
当
市
独
自
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
が
付
い
た
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ー
ル
の
配
布
も
あ
る
。
平
成
30
年
度
よ
り
、

高
齢
者
の
行
方
不
明
時
も
含
め
、
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
見
守
り
等
の
推
進
を
図
る
た

め
、
郵
便
局
、
銀
行
、
新
聞
配
達
店
、
宅
配

業
者
等
の
事
業
者
と
順
次
、
羽
曳
野
市
見
守

り
協
定
の
締
結
を
行
う
予
定
。

●
質
問　
低
学
年
の
児
童
が
行
方
不
明
に
な

っ
た
場
合
、
学
校
は
ど
の
よ
う
に
連
絡
、
捜

索
す
る
の
か
。

●
答
弁　

小
・
中
学
校
で
も
児
童
生
徒
の
帰

宅
が
遅
い
場
合
、
通
常
は
保
護
者
か
ら
学
校

に
そ
の
趣
旨
の
連
絡
が
入
る
。
事
案
に
巻
き

込
ま
れ
て
帰
宅
が
遅
く
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス

は
、
幸
い
市
内
で
は
発
生
し
て
い
な
い
。

●
質
問　
山
口
市
で
は
、
ほ
っ
と
安
心
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ

は
官
民
、
市
内
事
業
者
が
一
体
と
な
り
、
行

方
不
明
者
に
関
し
て
市
内
の
防
災
メ
ー
ル
で

登
録
者
へ
連
絡
し
、
行
方
不
明
者
の
情
報
を

メ
ー
ル
発
信
し
、
発
見
す
る
制
度
で
あ
る
。

小
学
生
な
ど
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る

こ
と
も
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
の
防

災
メ
ー
ル
の
制
度
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
意

見
を
聞
く
。

●
答
弁　

防
災
メ
ー
ル
と
い
う
仕
組
み
は
な

い
が
、
有
効
な
方
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

●
要
望　
防
災
メ
ー
ル
で
発
信
し
て
事
業
者
、

商
店
、
青
少
年
指
導
員
等
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

《
市
民
参
加
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
事
業
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

健
康
状
態
を
評
価
す
る
こ
と
で
健

康
の
維
持
や
疾
患
の
予
防
、
早
期
発
見
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、
特
定
健
診
と
そ
れ

に
14
項
目
を
追
加
し
た
市
民
健
診
及
び
成
人

歯
科
健
診
が
あ
る
。
ま
た
、
市
民
の
主
体
的

な
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
特
定
健
診
、
市

民
健
診
、
各
種
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の
向

上
を
目
標
に
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
40
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
に
、
市
民
の
皆
様
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
定
健
診
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
を
受
け
た
方
に

応
募
用
紙
を
健
康
増
進
課
ま
で
送
っ
て
い
た

だ
き
、
抽
選
で
引
換
券
と
商
品
を
交
換
す
る
。

●
意
見　
健
診
、
健
康
体
操
に
行
く
と
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
、
市
内
の
登
録
店
で
特
典
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
市
民
参
加
を
動
機
付
け

る
制
度
を
提
案
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

黒
川
　
実
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

《
保
育
園
、
小
学
校
の
通
園
・
通
学
時
の
問
題

に
つ
い
て
》

●
質
問　
脱
ゆ
と
り
教
育
で
教
科
書
が
分
厚

く
な
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
く
、
子
ど
も
の

負
担
が
増
え
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
の
意
見

や
今
後
の
対
処
は
。

●
答
弁　

加
重
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

意
見
が
増
え
て
い
る
実
態
は
な
い
。
対
策
と

し
て
、
持
ち
帰
る
も
の
を
一
覧
表
に
し
、
家

庭
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
書
写
や
図
工
等
の

教
材
を
置
い
て
帰
る
な
ど
、
各
小
学
校
で
過

度
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

●
質
問　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
荷
物
は
重
く
、
成

長
に
課
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
聞
く
。
負

担
を
減
ら
す
た
め
に
置
き
勉
は
で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

ラ
ン
ド
セ
ル
が
原
因
で
身
体
的
症

状
が
出
た
と
い
う
事
案
は
な
い
。
10
年
前
と

比
べ
て
ペ
ー
ジ
数
は
３
割
増
え
た
が
、
ラ
ン

ド
セ
ル
の
軽
量
化
等
で
児
童
が
感
じ
る
負
担

感
は
許
容
範
囲
内
。
適
切
な
学
習
習
慣
を
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
日
々
の
時
間
割
を
家

庭
で
確
認
を
お
願
い
し
、
必
要
最
小
限
の
持

ち
物
に
す
る
指
導
を
し
て
い
る
。

●
要
望　
ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
い
と
い
う
声
が

あ
る
。
問
題
が
出
て
く
る
前
に
学
校
側
か
ら

生
徒
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を

実
施
し
、
今
後
の
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
。

教
科
書
を
学
校
と
家
庭
用
の
２
冊
を
用
意
し

た
り
、
教
科
書
を
学
校
に
置
い
て
帰
る
等
、

当
市
も
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

●
質
問　
月
曜
日
と
週
末
の
保
育
園
の
送
迎

は
布
団
が
あ
り
、
雨
の
日
は
大
変
危
険
で
あ

る
。
布
団
の
リ
ー
ス
な
ど
を
し
て
保
護
者
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
市
内

保
育
園
で
実
施
し
て
い
る
園
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

衛
生
面
な
ど
考
慮
し
基
本
週
明
け

に
持
参
し
て
も
ら
い
、
週
末
に
持
ち
帰
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
以
前
一
部
の
民
間
保
育
園

で
リ
ー
ス
対
応
を
さ
れ
て
い
た
が
、
衛
生

面
や
費
用
の
問
題
も
あ
り
現
時
点
で
は
な

い
。

●
質
問　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

お
願
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

●
答
弁　

近
隣
市
で
は
一
部
リ
ー
ス
対
応
を

し
て
い
る
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
は
し
て
い
な
い
。
当
市
も
今
の
と

こ
ろ
予
定
し
て
い
な
い
。

●
要
望　
保
護
者
は
布
団
、
着
替
え
等
荷
物

が
多
く
、
雨
の
日
は
５
倍
危
険
と
さ
れ
て
お

り
、
園
児
が
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
近
隣
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
保
護
者
の
負
担
、

危
険
を
減
ら
す
た
め
に
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
予
定
は
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
荷
物
の
負
担
に
つ

い
て
話
し
合
い
の
場
を
作
り
、
事
故
が
起
き

る
前
に
保
護
者
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
。

《
府
営
古
市
住
宅
に
つ
い
て
》

●
質
問　
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

●
答
弁　

３
棟
１
２
５
戸
の
建
築
工
事
が
完

了
し
て
お
り
、
各
種
検
査
後
７
月
７
日
に
入

居
開
始
の
予
定
。
第
２
期
工
区
は
２
０
２
０

年
末
、
第
３
期
工
区
は
２
０
２
３
年
夏
頃
、

第
４
期
工
区
は
２
０
２
５
年
度
末
頃
の
入

居
開
始
と
な
る
説
明
を
受
け
て
い
る
。

●
質
問　
以
前
の
答
弁
で
、
調
整
池
を
整
備

し
、
雨
水
対
策
に
取
り
組
む
と
し
て
い
た
が
、

第
１
期
工
事
で
の
近
隣
の
雨
水
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

雨
水
貯
留
施
設
を
設
置
す
る
計
画

と
な
っ
て
お
り
、
規
模
は
区
域
全
体
で
約
２
︐

９
０
０
㎥
。
今
回
の
工
事
で
７
０
０
㎥
が
貯

留
で
き
、
一
時
的
な
多
量
の
雨
も
区
域
外
に

流
出
さ
せ
な
い
対
策
を
し
て
い
る
。

●
要
望　
雨
水
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
あ
る

が
、
も
う
一
度
こ
の
地
域
の
雨
水
対
策
の
見

直
し
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
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広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

《
新
制
度
下
で
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
》

●
質
問　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
国
民
健
康
保

険
の
都
道
府
県
化
で
当
市
の
保
険
料
、
値
上

げ
さ
れ
た
世
帯
数
と
割
合
、
市
の
独
自
事
業

や
市
民
健
診
の
内
容
と
受
診
料
、
減
免
制
度

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
一
般
会
計
繰
入
や
基

金
活
用
を
見
直
し
、
値
上
げ
さ
れ
た
世
帯
の

保
険
料
を
引
き
下
げ
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

値
上
げ
は
低
所
得
の
１
人
世
帯
で

４
︐
２
４
４
世
帯
、
加
入
者
の
約
26
．
２
％
。

市
独
自
の
保
健
事
業
の
継
続
は
可
能
。
健
診

は
今
年
度
よ
り
無
料
に
な
っ
た
。
前
納
報
奨

金
制
度
は
継
続
し
、
平
成
30
年
度
予
算
は

７
千
万
円
を
計
上
し
た
。
保
険
料
の
み
に
着

目
し
た
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
は
望
ま
し
く

な
い
。
基
金
は
、
当
市
独
自
の
特
色
あ
る
施

策
で
被
保
険
者
・
市
民
へ
の
還
元
と
国
保
財

政
基
盤
の
安
定
化
の
た
め
に
活
用
す
る
。

●
要
望　
国
民
健
康
保
険
は
国
保
法
第
１
条

の
規
定
の
と
お
り
社
会
保
障
の
仕
組
み
で
あ

り
、
国
や
自
治
体
の
公
費
投
入
は
当
然
。
他

の
医
療
保
険
よ
り
高
い
こ
と
自
体
が
制
度
の

矛
盾
。
６
年
間
は
激
変
緩
和
と
見
直
し
の
期

間
で
も
あ
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
や
府

に
大
幅
な
補
助
金
の
増
額
と
保
険
料
率
や
制

度
の
見
直
し
を
求
め
、
今
回
の
値
上
げ
世
帯

に
は
基
金
活
用
も
し
、
減
免
を
。

《「（
仮
称
）
西
部
こ
ど
も
未
来
館
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　
恵
我
之
荘
・
丹
比
幼
稚
園
と
向
野

保
育
園
を
統
廃
合
す
る
西
部
こ
ど
も
園
の
計

画
と
内
容
は
。
３
園
の
在
園
児
が
３
０
２
人
、

３
歳
児
保
育
実
施
で
さ
ら
に
大
規
模
園
に
な

る
。
遠
距
離
か
ら
の
通
園
方
法
、
安
全
対
策

の
考
え
は
。
地
域
、
関
係
者
の
声
は
ど
の
よ

う
に
聞
い
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

新
築
棟
で
３
か
ら
５
歳
、
向
野
保

育
園
部
分
で
０
か
ら
２
歳
児
の
保
育
を
実
施

す
る
予
定
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
１
９

年
度
に
か
け
て
基
本
設
計
と
実
施
設
計
を
作

成
し
、
２
０
２
０
年
度
に
か
け
て
建
築
工
事

を
実
施
・
竣
工
、
２
０
２
１
年
度
に
開
園
予

定
。
徒
歩
・
自
転
車
通
園
を
基
本
に
、
遠
方

の
児
童
が
安
全
に
通
え
る
方
法
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。
混
雑
緩
和
の
た
め
送
迎
時
の
動

線
を
工
夫
す
る
な
ど
し
、
運
用
に
問
題
は
な

い
。
説
明
の
準
備
が
整
え
ば
、
で
き
る
だ
け

早
く
地
域
や
保
護
者
等
の
意
見
を
聞
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
こ
ど
も
園
あ
り
き
で
は
な
く
、
就

学
前
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
動
向
や
こ
ど

も
未
来
館
た
か
わ
し
の
検
証
も
し
、
幼
稚
園

の
耐
震
化
・
建
て
か
え
も
含
め
、
保
護
者
や

関
係
者
、
地
域
、
専
門
家
の
意
見
を
し
っ
か

り
聞
い
て
進
め
て
ほ
し
い
。

《
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
防
犯
・
安
全
対
策
に

つ
い
て
》

●
質
問　
防
災
マ
ッ
プ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
不

審
者
が
出
た
場
所
や
人
通
り
の
少
な
い
場
所

な
ど
を
地
図
に
落
と
す
防
犯
マ
ッ
プ
づ
く
り

や
メ
ー
ル
で
の
不
審
者
情
報
、
夕
方
の
見
守

り
な
ど
、
当
市
の
取
り
組
み
と
考
え
は
。

●
答
弁　

校
区
安
全
マ
ッ
プ
は
全
小
学
校
と

義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
に
お
い
て
作
成
し

て
お
り
、
防
犯
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
る
学

校
は
約
半
数
。
今
後
各
校
で
対
応
し
て
い
く

よ
う
依
頼
し
て
い
き
た
い
。
不
審
者
情
報
は

保
護
者
に
対
し
、
学
校
を
通
じ
て
大
阪
府
警

の
安
ま
ち
メ
ー
ル
の
登
録
を
呼
び
か
け
た

い
。
下
校
時
の
見
守
り
の
充
実
は
各
校
区
の

青
少
年
育
成
協
や
福
祉
委
員
会
と
も
連
携

し
、
校
区
間
で
の
情
報
交
換
を
進
め
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活

用
や
日
ご
ろ
か
ら
の
防
犯
訓
練
、
見
守
り
体

制
な
ど
、
子
ど
も
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
て
》

●
質
問　
今
年
の
秋
に
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議
（
イ
コ
モ
ス
）
に
よ
る
審
査
と
現
地
調
査

が
行
わ
れ
る
。
古
墳
群
の
名
称
、
大
型
バ
ス

で
の
観
光
の
対
応
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
充

実
と
人
的
配
置
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

●
答
弁　

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
に
古
代
の

日
本
の
王
た
ち
が
葬
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
名
称
の
問
題
に
よ
っ
て
価
値
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
専
門
家
か
ら
も
登
録

に
支
障
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
型
バ

ス
は
市
役
所
の
議
会
棟
下
に
約
５
台
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
今
後
も
来
訪
者

に
わ
か
り
や
す
い
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　
世
界
遺
産
の
登
録
に
万
全
を
期
し
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
と
し
て
、
常
時
の
人
的
配

置
を
考
え
て
い
く
こ
と
や
資
料
館
の
建
設
な

ど
、
必
要
な
事
業
に
対
し
国
や
大
阪
府
の
財

政
的
な
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
も
要
望
す
る
。

《
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
》

●
質
問　

西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
が
老
朽
化

し
、
改
修
せ
ず
、
営
業
は
終
了
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
代
替
対
応
に
つ
い
て
何
ら
か
の

措
置
を
講
ず
る
考
え
は
。
ま
た
、
中
央
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
プ
ー
ル
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

そ
し
て
活
用
方
法
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

●
答
弁　

西
浦
の
市
民
プ
ー
ル
に
か
わ
り
、

中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
来
年
度
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
整
備

の
進
捗
状
況
は
、
応
札
業
者
が
な
く
入
札
は

中
止
と
な
り
、
再
度
入
札
を
実
施
し
た
が
同

様
の
結
果
で
、
来
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
は
困
難

な
状
況
。
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
市
民
プ
ー

ル
が
来
年
夏
に
オ
ー
プ
ン
が
困
難
な
場
合
、

来
年
度
は
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
21
の
プ
ー
ル
、

学
校
プ
ー
ル
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

●
要
望　
こ
の
ま
ま
で
は
市
民
の
楽
し
み
が

今
年
と
来
年
、
2
年
続
け
て
失
わ
れ
て
し
ま

う
。
市
民
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
き
た
市
民
を

代
弁
し
て
強
く
抗
議
す
る
。
従
来
の
よ
う
な

市
民
プ
ー
ル
の
利
用
が
実
現
で
き
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

《
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
充
実
に

つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
も
平
成
30
年
３
月
末
で
60

歳
以
上
の
方
は
３
人
に
１
人
。
高
齢
者
が
増

え
る
一
方
、高
齢
者
の
収
入
や
所
得
は
減
る
中
、

高
齢
者
の
収
入
の
新
た
な
確
保
や
生
き
が
い

等
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
事
業
の
主
な
活
動
、

就
業
機
会
の
開
拓
と
拡
大
、
会
員
の
要
望
に

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
60
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
臨
時
的
か

つ
短
期
的
な
就
業
等
の
機
会
を
確
保
し
、
生

き
が
い
の
充
実
、
社
会
参
加
の
推
進
を
図

り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
運
営
さ
れ
、
就
業
延
べ
人
員
は

10
万
３
︐
０
３
２
人
で
、
平
成
30
年
度
か
ら

は
空
家
・
空
き
地
の
管
理
業
務
や
介
護
職
員

初
任
者
研
修
事
業
な
ど
、
新
た
な
事
業
も
始

め
ら
れ
て
い
る
。
最
低
賃
金
は
毎
年
10
月
１

日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
年
間
で
単
価
の

契
約
を
し
て
い
る
た
め
、
改
正
は
翌
年
４
月

１
日
か
ら
に
な
る
。

●
要
望　
生
活
の
補
助
、
健
康
や
生
き
が
い

の
た
め
に
も
就
業
機
会
の
開
拓
や
拡
大
と
と

も
に
、
会
員
の
声
や
要
望
に
引
き
続
き
対
応

し
、
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
た
め

場
所
の
周
知
も
強
く
要
望
す
る
。
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
空
家
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
空
家
と
、
特
定
空
家
所
有
者
へ
の
指
導
の

現
状
は
。
空
家
を
解
体
す
る
た
め
に
、
市
よ

り
認
定
・
登
録
す
る
工
事
業
者
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

現
在
、
羽
曳
野
市
版
空
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
は
無
い
が
、
空
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
啓
発
す
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
く
。
特
定
空
家
所
有

者
へ
の
指
導
は
、
羽
曳
野
市
空
家
等
対
策
協

議
会
内
の
空
家
等
判
定
委
員
会
に
て
、
特
定

空
家
に
な
り
得
る
可
能
性
の
あ
る
空
家
に
つ

い
て
判
定
し
、
指
導
に
従
わ
な
い
所
有
者
に

は
、
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
助
言
及
び
指
導
、

勧
告
、
命
令
等
の
行
政
指
導
を
順
次
行
う
よ

う
進
め
て
い
く
。
工
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

羽
曳
野
市
建
設
工
事
競
争
入
札
参
加
有
資
格

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
工

事
業
者
の
一
覧
で
案
内
し
て
い
る
。

●
要
望　
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る

物
件
は
、
わ
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
課
題
も
指

摘
さ
れ
、
国
土
交
通
省
は
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
、
検
索
で
き
る
全
国
版

空
家
・
空
地
バ
ン
ク
を
構
築
し
、
そ
の
試
行

運
用
を
開
始
し
た
。
当
市
も
全
国
版
空
家
・

空
地
バ
ン
ク
へ
の
参
加
を
要
望
す
る
。
羽
曳

野
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
な
ど
の
よ

う
に
、
公
認
工
事
業
者
に
関
す
る
規
定
な
ど

を
定
め
、
工
事
業
者
を
募
集
し
、
契
約
検
査

課
な
ど
で
登
録
さ
れ
て
い
る
工
事
業
者
を
認

定
す
る
な
ど
、
市
と
工
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
市
指
定
工
事
業
者
の
制
度
導
入
を

要
望
す
る
。

《
公
共
施
設
で
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
事
業
に
つ

い
て
、
学
校
の
屋
上
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
、
発
電
し
た
電
気
を
買
い
取
っ

て
母
校
を
応
援
す
る
と
い
う
新
た
な
取
り
組

み
が
あ
る
。
買
い
取
っ
た
電
気
を
事
業
者
が

売
電
し
、
売
り
上
げ
の
一
部
が
市
に
寄
付
さ

れ
て
、
校
舎
の
改
修
や
備
品
購
入
費
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
管
理
費
用
等
に
充
て
ら
れ
る
と

い
う
も
の
。
当
市
で
は
全
小
・
中
学
校
の
耐

震
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
が
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
教
育
施
設
に
設
置
す
る
検
討
を

し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

耐
震
工
事
は
終
了
し
て
い
て
も
太

陽
光
パ
ネ
ル
は
か
な
り
の
重
量
で
、
学
校
の

屋
上
や
屋
根
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
強

度
が
あ
る
か
調
査
し
て
み
な
け
れ
ば
、
安
全

面
で
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
当
市
は

小
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
来
年
度
ま
で

に
、
安
全
安
心
な
学
校
施
設
整
備
の
た
め
の

学
校
体
育
館
の
非
構
造
部
材
耐
震
化
工
事
を

平
成
33
年
度
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
を
最

優
先
に
考
え
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
学
校

校
舎
屋
上
へ
の
設
置
計
画
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
。
今
後
、
先
進
事
例
や
設
備
性
能
に

つ
い
て
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
他

市
の
状
況
を
把
握
す
る
な
ど
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
将
来
技
術
が
進
み
、
軽
量
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
が
開
発
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
は
避
難
所
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
電
源
の
確
保
に
よ
る
災

害
時
の
電
力
供
給
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

児
童
・
生
徒
が
発
電
メ
ー
タ
ー
を
見
て
関
心

を
持
つ
こ
と
で
、
環
境
教
育
に
も
な
る
。
今

後
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
、

将
来
を
見
据
え
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

検
討
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

田
仲
基
一
（
大
阪
維
新
・
無
所
属
の
会
）

《
安
心
で
き
る
医
療
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　
府
下
８
つ
の
医
療
圏
に
三
次
救
命

医
療
施
設
は
17
施
設
あ
り
、
私
た
ち
の
住
む

南
河
内
医
療
圏
に
は
堺
医
療
圏
に
移
転
予
定

の
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
み
。
移
転

す
れ
ば
南
河
内
は
高
度
救
命
救
急
医
療
空
白

区
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
私
の
南
河
内
と

堺
の
医
療
圏
統
合
と
い
う
提
案
に
は
、
多
く

の
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
が
必
要
だ
と
い

う
が
、
政
治
の
力
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
政
治
力
と
熱
意
が
必
要
。
解

決
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

●
樽
井
副
市
長　

大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン

タ
ー
の
建
て
か
え
や
交
通
網
の
充
実
な
ど
の

情
勢
変
化
を
見
据
え
、
医
療
体
制
の
充
実
に

努
め
た
い
。
医
療
圏
の
区
割
り
が
、
今
後
全

体
と
し
て
見
直
し
も
含
め
て
検
討
さ
れ
る
よ

う
南
河
内
協
議
会
に
も
意
見
し
た
い
。

●
意
見　
人
口
70
万
の
南
河
内
に
府
下
17
施

設
あ
る
三
次
救
急
施
設
が
ゼ
ロ
と
い
う
状
況

は
、
誰
も
納
得
で
き
な
い
。
医
療
の
不
平
等

を
解
消
す
る
た
め
、
府
に
対
し
強
く
改
善
を

求
め
る
べ
き
。
命
に
関
わ
る
大
き
な
も
の
で
、

真
っ
先
に
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

《
観
光
行
政
に
つ
い
て
》

●
質
問　

宿
泊
の
有
無
は
非
常
に
大
き
い
。

滞
在
時
間
増
が
見
込
め
る
宿
泊
を
伴
う
観
光

は
、
飲
食
や
購
買
量
の
増
加
で
恩
恵
を
受
け

る
産
業
の
裾
野
が
広
が
る
が
、
宿
泊
施
設
の

必
要
性
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

効
率
的
に
機
能
分
担
す
る
こ
と
も

選
択
肢
で
は
な
い
か
。
当
市
が
観
光
地
と
し

て
、
立
ち
寄
り
場
所
と
し
て
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
宿
泊
地
と
の
相
乗
効
果
を
発
揮

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

●
意
見　
私
と
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
。

古
市
駅
の
潜
在
力
を
過
小
評
価
し
過
ぎ
。
古

市
駅
を
起
点
に
、
近
鉄
長
野
線
で
世
界
遺
産

の
高
野
山
、
吉
野
線
で
世
界
遺
産
の
吉
野
、

道
明
寺
線
経
由
、
関
西
本
線
で
世
界
遺
産
の

法
隆
寺
、
奈
良
市
内
へ
と
ア
ク
セ
ス
で
き
る

古
市
は
古
墳
群
を
擁
す
る
だ
け
で
な
く
、
歴

史
観
光
の
基
地
機
能
も
備
え
た
好
立
地
。
行

政
が
宿
泊
の
経
済
的
魅
力
を
役
割
分
担
と
し

て
他
市
に
明
け
渡
す
こ
と
は
、
市
の
発
展
を

行
政
自
ら
あ
き
ら
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

古
墳
群
に
囲
ま
れ
た
地
で
寝
食
し
、
畿
内
の

世
界
遺
産
を
巡
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
価
値
あ
る

提
案
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

《
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
こ
10
年
の
人
口
動
態
、
転
入
・

転
出
と
地
価
の
動
態
、
ま
た
最
近
の
府
全
体

と
当
市
の
地
価
公
示
の
傾
向
は
。

●
答
弁　

人
口
12
万
３
２
２
人
が
11
万
２
︐

７
１
９
人
と
、
10
年
間
で
７
︐
６
０
３
人
の

減
少
。
転
入
者
３
万
３
︐
８
９
４
人
、
転
出

者
３
万
８
︐
３
９
２
人
と
10
年
間
で
４
︐

４
９
８
人
転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
る
。
地

価
公
示
は
平
均
約
19
％
下
落
。
大
阪
府
の
地

価
は
、１
年
間
で
住
宅
地
は
プ
ラ
ス
０
．
１
％

と
10
年
ぶ
り
に
上
昇
し
た
が
、
当
市
は
マ
イ

ナ
ス
１
．
１
％
。

●
要
望　
私
の
調
べ
で
は
、
町
村
を
除
く
府

下
自
治
体
で
下
落
率
１
％
超
は
当
市
だ
け
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
は
当
市
の
弱
い
部
分
。
先
日

降
雨
で
レ
ー
ル
が
ゆ
が
み
、
２
日
間
に
わ
た

り
近
鉄
南
大
阪
線
が
止
ま
っ
た
。
私
が
何
度

も
提
唱
し
て
い
る
堺
・
羽
曳
野
間
の
公
共
バ

ス
路
線
が
実
現
す
れ
ば
、
地
下
鉄
・
Ｊ
Ｒ
な

ど
で
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
。
世
界
遺
産
を
結

ぶ
路
線
は
、
緊
急
時
に
命
の
路
線
に
な
る
。

他
の
南
河
内
自
治
体
よ
り
都
心
部
に
近
い
当

市
の
地
価
が
、
他
よ
り
も
下
落
し
て
い
る
こ

と
を
深
刻
に
受
け
と
め
る
べ
き
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
市
民
相
談
②
市
役
所
職
場
③
学

校
園
で
の
実
態
と
、
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

①
市
民
か
ら
の
相
談
は
な
い
が
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
現

状
を
認
識
し
て
い
る
。
解
決
に
向
け
大
阪
労

働
局
や
労
働
基
準
監
督
署
と
連
携
を
図
り
、

相
談
窓
口
の
活
用
を
周
知
し
て
い
く
。
②
職

場
内
の
相
談
は
年
間
ゼ
ロ
か
ら
２
件
。
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
職
員
や
相
談
員
へ
の
研
修

を
毎
年
実
施
し
て
男
女
と
も
快
適
に
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
③
こ
れ
ま

で
相
談
ケ
ー
ス
は
な
い
。
各
学
校
園
に
職
場

対
応
と
、
園
児
、
児
童
、
生
徒
対
応
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
幅
広
く
教
職
員
に
研
修
を

受
講
さ
せ
、
人
権
感
覚
の
高
揚
と
研
修
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　
相
談
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
な
い
と
は
言

え
な
い
。
被
害
に
あ
っ
た
人
に
声
を
上
げ
る

こ
と
は
正
し
い
と
寄
り
添
え
る
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
引
き
続
き
研
修
を
行
い
、
民
主
的

な
職
場
の
環
境
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

《
子
育
て
支
援
の
充
実
と
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
》

●
質
問　
①
平
成
30
年
度
の
待
機
児
童
の
状

況
と
そ
の
対
策
は
。
②
幼
稚
園
で
の
３
歳
児

保
育
の
具
体
的
な
計
画
は
。
③
第
２
こ
ど
も

園
の
計
画
と
工
程
は
。

●
答
弁　

①
４
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童
数

は
４
年
連
続
ゼ
ロ
だ
が
、
入
園
が
保
留
に
な

っ
て
い
る
児
童
数
は
、
５
月
末
時
点
で
68

名
。
待
機
児
童
の
解
消
は
、
平
成
31
年
度
以

降
の
民
間
園
の
建
て
替
え
や
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
時
に
定
員
を
増
や
し
て
強
化
し
て

い
く
。
②
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
提
示
し
、

保
護
者
な
ど
へ
の
説
明
会
を
し
て
い
く
。

③
就
学
前
の
教
育
、
保
育
施
設
の
今
後
の
全

体
的
な
構
成
に
つ
い
て
は
、
方
向
性
を
今
年

中
に
示
せ
る
よ
う
、
特
別
職
を
中
心
に
議
論

し
て
い
る
。
全
体
構
想
は
東
部
地
域
で
の
３

つ
目
の
認
定
こ
ど
も
園
も
含
め
て
全
体
像
を

示
し
て
い
く
。

●
要
望　
待
機
児
童
の
受
け
皿
は
民
間
頼
み

で
は
な
く
、
公
立
園
で
確
保
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
は
遅

く
と
も
７
月
に
は
実
施
園
を
公
表
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。
第
２
こ
ど
も
園
の
整
備
は
、

住
民
や
利
用
者
、
関
係
者
の
声
を
聞
き
、
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
そ
う
し
た
工
程
、
期
間
を
し
っ
か

り
取
っ
て
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
公
共
施
設
の
エ
ア
コ
ン
使
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
の
庁
舎
と
中
学
校
で
の
エ
ア

コ
ン
使
用
の
基
準
と
使
用
実
態
は
。

●
答
弁　

庁
舎
で
の
エ
ア
コ
ン
の
稼
働
は
６

月
か
ら
で
、
設
定
温
度
は
28
度
。
各
階
の
セ

ン
サ
ー
で
監
視
し
、
設
定
温
度
に
達
す
る
可

能
性
が
高
い
日
に
稼
働
し
て
い
る
。
ま
た
気

温
が
高
け
れ
ば
５
月
中
で
も
柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
る
。
学
校
で
の
使
用
は
羽
曳
野
市
立

小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
６
月
下
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
28

度
設
定
で
稼
働
し
て
い
る
。
し
か
し
、
稼
働

期
間
外
で
も
児
童
、
生
徒
の
健
康
を
損
な
う

恐
れ
が
あ
る
場
合
、
学
校
長
の
判
断
で
使
用

で
き
る
。

●
要
望　
今
後
も
エ
ア
コ
ン
使
用
に
つ
い
て

は
必
要
に
応
じ
た
対
応
を
強
く
要
望
。
ま
た
、

学
校
の
稼
働
期
間
が
６
月
下
旬
と
な
っ
て
い

る
が
、
庁
舎
と
同
様
６
月
か
ら
の
期
間
設
定

を
要
望
す
る
。

委
員
長
　
松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受

け
た
議
案
１
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）】

　

古
市
駅
東
広
場
へ
の
ト
イ
レ
の
設
置
や
、

観
光
案
内
所
の
人
的
配
置
の
充
実
、
人
材
育

成
へ
の
要
望
、
ま
た
世
界
文
化
遺
産
の
玄
関

口
と
な
る
古
市
駅
の
整
備
に
対
す
る
意
見
、

要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る

点
も
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

６
月
18
日
、
大
阪
府
北
部
で
最
大
震
度
６
弱

の
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
市
町
村
に
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
４
名
の
方
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
負
傷
さ
れ

た
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
速
や
か
に
、
学
校
や
通
学

路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
や
調
査
な
ど
の
安
全

対
策
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
被
害
が
大
き
か
っ
た

大
阪
府
北
部
へ
の
支
援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
に
峰
塚
公
園
で
実
施
さ
れ
る
「
み
ん

な
で
防
災
大
作
戦
」
に
皆
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

し
、
防
災
、
減
災
へ
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
平
成
30
年

第
２
回
定
例
会
の
議
案
審
議
の
内
容
と
13
名
の

議
員
の
一
般
質
問
及
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会

の
審
査
結
果
を
中
心
に
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
も
市
民
の
方
々
が
傍
聴
に
来
ら

れ
、
熱
心
に
議
論
を
お
聴
き
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
傍
聴
席
に
は
自
由
に
出
入
り
で
き
、
審
議

の
様
子
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
審
議
の
様
子
は

動
画
で
も
配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
一
度

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
議
会
を
傍
聴
す
る
こ

と
で
、
よ
り
市
政
に
対
し
興
味
を
持
た
れ
、
当

市
の
事
業
等
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
熱

中
症
な
ど
を
起
こ
さ
ず
、
こ
の
夏
を
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
お
体
を
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
を
議
員
一
同
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
笹
井　
喜
世
子　
　
竹
本　
真
琴

　
通
堂　
義
弘　
　
　
花
川　
雅
昭

　
広
瀬　
公
代　
　
　
田
仲　
基
一

　
松
村　
尚
子

平
成
30
年
第
3
回
定
例
会
日
程

　

第
3
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

9
月
3
日
㈪
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

9
月
10
日
㈪
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
11
日
㈫
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
12
日
㈬
　
予
備
日

9
月
19
日
㈬
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
20
日
㈭
　
予
備
日

9
月
21
日
㈮
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

9
月
25
日
㈫
　
予
備
日

9
月
26
日
㈬
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

10
月
2
日
㈫
　
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　（
委
員
長
報
告
等
・
役
員
選
挙
）

10
月
3
日
㈬
　
本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
4
日
㈭
　
本
会
議
（
役
員
選
挙
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に

よ
り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。）




